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　ななじゅうに……。

　ななじゅうさん……。

　ななじゅうし……。

「……三千七十五円」

　つぶやくと、ため息がでた。

　改めて口にすると、現実が目の前に立ちはだかった気がして、肩かたが落ちる。

　今の所持金は、三千七十五円きっかり。これを元手に、夏休みの残り一ヶ月を過ごさなければならない。なんてきびしい現実。

「あーあ、こんなはずじゃなかったんだけどなぁ……」

　夏の日差しが照り返るアスファルトの上で、縁えん日にちのイカ焼きのように肌はだをあぶられて、今日何度目かの独り言を漏もらした。

　午後三時。日中で一番気温の上がる時間だ。直射日光にさらされて、弱気にもなるよ。

　もともと色白の腕うでが、日に焼けて赤くなっていた。これは後で熱を持って大変なことになるなぁと、思わず眉まゆをひそめる。

　のどが渇かわいても、水すら満足に飲めない。歌か舞ぶ伎き町ちようの水は、毒薬と同じだ。

「あんな物分りのいい子供のふり、しなきゃよかったかなぁ……」

　今思えば、おれがこんなところでウロウロすることになった原因は、自分自身の直情的な性格にあると思う。思い込んだら一直線のＢ型。しかも、親譲ゆずりの頑がん固こ。

　おれは、母さんのためと思って、大学が夏休みの期間だけ家を出たけれど、それは単なる親切の押し売りじゃなかったのか、今になって疑問に思えてきた。

　うちは、物心ついたときから母子二人の暮らしをしていた。父親は、おれの誕生前に亡なくなっていて、その保険金をありがたく頂ちよう戴だいして、貧しくもなくつつましやかな生活を営んできた。

　人並みのことはしてもらっているし、高校時代は予備校にまで通わせてもらって、私立の大学にも入学した。そのことにすごく感謝していて、次はおれが母さんのためになにかしてやろうと思った矢先のことだ。

　急浮ふ上じようしたのが、母親の再さい婚こん話だった。相手は、母さんより三つ年上の商社マン。

　彼も奥さんと娘むすめさんに先立たれたという淋さびしい者同士、話が持ち上がってから実際再婚が決まるまでは早かった。

　おれの父親になる小こ池いけさんもすごくいい人で、もちろんおれも再婚には大賛成だから、二人に気を利きかせて家を出たのだ。一人暮らしを始めた友人の野の宮みやのところで、自由な夏休みを満まん喫きつするって少し強がりを言ったりして。

　……きっと、ここまでは間ま違ちがっていない。

　この先から、話はおかしな方向へと逸それていったのだ。





「……あのさ」

　野宮の２Ｋのマンションに居い候そうろうを始めてからそろそろ半月。彼女のあっちゃんの部屋から帰ってきた野宮は、なんだか様子がおかしかった。

「ん、なに？」

　居候の身であるおれは、分をわきまえて風ふ呂ろの掃そう除じをしていたっけ。

　まだ掃除の途と中ちゆうだったから、浴よく槽そうをブラシで磨みがきながら話を聞こうかとも思ったんだけど、野宮の声がなんだか切せつ羽ぱ詰つまった様子だったので、「ちょっと待って」って野宮を待たせると、ざっと泡あわを流してバスルームから出た。

「なぁ、流りゆう。おまえ、いくつだっけ？」

　壁かべに寄りかかった野宮は、視線を落としておれの名を呼ぶ。

「おれ？　誕生日まだだから、十八だけど」

「そうか……」

　つぶやいたきり、野宮は黙だまり込む。確かこいつは、先月十九歳になっていた。

「おまえ、童どう貞てい？」

「はぁ～？」

　突とつ拍ぴよう子しもないことを聞かれて、思いっ切り頬ほおが上気する。高校が男子校だったせいと、小こ柄がらで線が細い容姿のせいで、男どもからペット的に可愛かわいがられたという経験はあれども、女の子からモテて困ったなんて記き憶おくは、これっぽっちもなかった。

「だろうなぁ……」

　野宮はおれの反応を見て、経験がないと勝手に解かい釈しやくしてくれたらしい。納なつ得とくした声だった。

「な、なんだよ。悪いかよ？」

「悪くない、悪くない。ごめんよ、そういう意味じゃないんだ」

「じゃあ、なんだっていうんだよ？」

　おれをからかっているわけじゃないのは分かるけど、のらりくらりとした会話も疲つかれてきた。

「いや、十八、十九なんて、まだ子供だよな。覚えたばかりのセックスに溺おぼれちゃ悪いか？」

　もちろん、野宮はおれに問いかけているわけじゃない。

「どうした？」

「あつ子さぁ……妊にん娠しんした」

「ええっ？　お、おま、おまえ？」

「そ、おれの子。……だけど、だったらどうしろっていうんだよ」

　野宮の表情には、好きな彼女との間に子供ができて嬉うれしいなんて感情は見つからない。

「困ってるんだ？　結けつ婚こんしようとか思わないの？」

「あつ子にも言われた。『結婚して子供を育てよう』って。そんなこと、できるわけねぇよ」

　野宮はうなだれて、首の後ろを掻かいた。

「そりゃ、あつ子と一いつ緒しよにいるのは楽しいけど、結婚だとかそんなの想像もできない」

「それ、あっちゃんに言ったのか？」

「ああ。堕おろしてくれるように説得したんだけど、泣かれちまって……。なぁ、おまえ、おれに貸せる金持ってない？」

　あっさりとした口調だったけど、野宮の瞳ひとみは苦痛にゆがんでいた。

「手術の費用ってこと？」

「ああ」

「おまえは、堕ろしたいわけだ」

「しょうがないだろ。育ててなんていけねぇよっ」

　堕ろすこと以外、考えてないというように、野宮は吐はき捨てる。

「しょうがないだぁ？　しょうがないってどういうことだよっ。始めから堕ろすことしか考えてないなんて、おまえ、最低の男だな」

　怒いかりのために唇くちびるが震ふるえて、言葉にならなかった。

「だったら、プロポーズでもしてくればよかったか？」

　思ってもいないことを野宮は言う。その言葉に、我が慢まんしていたものがプチッと切れた。

「馬ば鹿かやろっ！」

　野宮のみぞおちに蹴けりを入れると、おれはマンションを出て一番近いＡＴＭに向かった。

　キャッシュカードを入れて、貯金を全部下ろす。

　高校生の頃ころにバイトをしてコツコツ貯ためていたものが、二十万とちょっとあった。その中から二十万円を、銀行の名前が入った袋ふくろに入れる。そのままマンションへ戻もどると、まだ部屋の中で呆ほうけていた野宮に、さっきの現金入りの封ふう筒とうを投げつけた。

「そんなに金が欲しけりゃやるよっ」

「流？」

　さっき怒おこって出て行ったばかりのおれが、まさか金を下ろして帰って来るなんて思っていなかったのだろう。野宮は目をパチクリさせておれを見た。

「誤解すんなよ。貸すんじゃなくて、おまえにやるよ。友情の手切れ金と思え」

「え？」

　野宮の反応を見る間もなく、おれは部屋にあった自分の持ち物を、手当たりしだいにスポーツバッグに押し込んだ。男の身み支じ度たく道具なんてそうそうあるわけでもなく、野宮がおれの行動を読むより先に、バッグを担かついで部屋から飛び出していた。

「流っ！　リュウ！」

　野宮の叫さけび声が背中に届く。けれどもおれは、歩みを緩ゆるめることはなかった。





「あーあ、おれもイマドキの若者だよなぁ……」

　いくら野宮の態度がムカツクからって、札束を投げて部屋を出てくるおれもおれだ。

　よくワイドショーなんかで少年の殺人や犯罪が取り上げられるけど、すぐカッとなって短たん絡らく的てきな行動に出てしまうあたり、おれも彼らと一緒だった。

「なんて、意味不明な行動……」

　あれから三日も経過すれば、自分の取った行動を冷静に判断することもできる。

　もっと穏おん便びんに話し合いに持っていけば、今いま頃ごろなにか答えは出ていたかもしれないのに……。

　野宮の部屋を飛び出した後は、新しん宿じゆくのカプセルホテルに泊とまった。他ほかの友人のところには行きたくなかった。ゆっくり色々と考えたかったのだ。

「まさかあいつ、あの金を使ったりしてないだろうな？」

　そんなことに思い当たってぞっとする。おれは、自分の性格を呪のろいたくなった。





　うちには生まれる前から、父親というものが存在しない。

　母さんがおれを身ごもったのは、やはり十代の頃だった。今でいう『できちゃった結婚』で、周りには相当反対されたらしい。それに加え、子供が生まれる前に旦だん那なは病死……。おれを産むことすら反対されたって聞いた。

　誰だれも味方のいない中、未成年の女の子が子供を産むって大変なことだろう。もしかしたら、腹の中のおれを堕ろすことも考えたかもしれない。

　けれども母さんは、おれを産んで育てることを選んだ。

　母一人、子一人の生活だったけど、うちにはずっと父親がいたような気がする。おれという存在を通して、父さんもおれたちの中に生き続けている。そんな気がしてならない。

　野宮は、おれと高校すら違ちがうけど、幼い頃からよく遊んだ仲だ。うちの事情も知っているし、おれのこともよく分かっているはずだ。

　おれの生まれてくる際のいきさつを知っている野宮が、そんな無神経な話をおれにするはずがない。もしかしたら、おれに止めてもらいたかったのかも……。

　冷静になってみて、そんなことを思った。

　後はもう祈いのるしかない。二十枚の札束を手にして、芽生えたばかりの命を摘つみ取ることのはかなさに、野宮が気づいてくれることを。

　……なんて、あの時言葉にできればよかったんだよな。

　そうすれば、今頃こんな炎えん天てん下かの路上でため息なんてついていることはなかったはずだ。

「いいや、なに後こう悔かいしてるんだよ。男ににごんはないっ。一度決めたことは貫つらぬくぜっ！　まずは一ヶ月を生き延びるぞ～！」

　拳こぶしを作って立ち上がったら、隣となりに座っていた野の良ら猫ねこがギャッと鳴いて逃にげて行った。なんて失礼な猫なんだ。

　不景気とはいえこの日本で、やろうと思ってできないことはない。特にこの新宿で、一ヶ月を生き延びることくらい、簡単に思えてきたのだった。

　まず、手っ取り早くバイトを探そうと、歌舞伎町のそこここに置いてあるフリーペーパーを集めた。暑かったけれど、店に入るお金もなくて、建物の陰かげを探して地べたに座る。

　水商売……かなぁ？

　フリーペーパーの求人情報誌を見る限り、歌舞伎町近きん郊こうで手っ取り早く稼かせげそうな仕事といったら、夜の仕事系ばかりだ。未知の世界のことに、頭を抱かかえる。

　ホスト？　黒服？

　自分とは対極にあるような仕事ばかりで、ため息をつくと、その拍ひよう子しに数冊の求人誌がバラバラと地面に滑すべり落ちた。

「うわぁ」

　飯を食っていないせいか、ひどく動きが鈍にぶいことを自覚する。アスファルトの上にノロノロと立ち上がって、散らばった求人誌を拾い集めた。

　こんな時、歌舞伎町の人間は冷たいと感じる。明らかに困っているおれに、「大だい丈じよう夫ぶ？」の一声もかかりやしない。

　身近に落ちた求人誌を全すべて拾い終えると、少し遠くへ滑っていってしまった一部が、男の人の足元に絡からまるようにしているのが見えた。磨みがかれた黒い革かわ靴ぐつが、それを踏ふんでしまう直前で止まった様子なのが分かる。

「あっ、すみません」

　そんなの踏んでくれちゃっても構わないのに、スーツを着込んだ男は、腰こしを屈かがめてその求人誌を拾い上げた。

「うわ、ありがとうございますっ」

　おれは慌あわてて男に近寄ると、皺しわくちゃになってしまったそれをひったくるようにして受け取る。

「いや、大したことはしてないよ……」

　男は求人誌を差し出しながら、検分するような視線をおれに向けた。

　なんか変だろうか？　家出少年だとでも思われちゃっているのかな？　ちゃんとシャワーも浴びているし、汚きたなくしているつもりはないんだけど……。

　男の視線が気になって、自分で自分を眺ながめてみるけど、おかしなところはないように思った。

「──あ、ちょっと悪い」

　彼は片手を上げて断りを入れると、ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。どうやら電話らしい。

「はい。ああ……。──えっ、本当か？」

　聞く気はなくても目の前で話す男の会話は聞こえてしまう。困ったことが起こったみたいだ。

「分かった。なんとかするから、少し待ってくれ……」

　男はそう言うと、電話を切った。そして、わずかに考える素そ振ぶりをすると、もう一度おれを一いち瞥べつし、手元の求人誌に目を留めた。

「……君、バイトを探してるのかな？」

「は？　おれ？　ええ、まぁ……」

　急な展開に思考がついていかなくて、気の抜ぬけた返事をしてしまう。

「それなら、おつかいを頼たのまれてくれないかな？　もちろんバイト代は弾はずむから」

「おつかい？」

　久々に聞くその言葉に、不ふ穏おんな声をあげる。

「そう。難しいことじゃないが、なるべくなら綺き麗れいな子がいいもんでね」

　ああ、それであの視線なわけか。いい意味で注目されていたのだと知って安心してしまった。

「……まずは、話を聞いてもらおうか」

　男は、提さげていたバッグの中から、少し変わった形のビンを取り出しておれに預けた。胸の前に出されて、思わずそれを受け取ってしまう。

「ワイン……ですか？」

　深いブルーのそのビンは、細い部分にリボンが巻かれて、綺麗にラッピングされていた。

「そう。このワインを届けて欲しい。おれが行くはずだったのに、急用ができてしまってね」

　急用とは、さっきの電話のことだろう。

「でも、おれなんかが代わりに行っても大丈夫？」

「ああ。届けるだけだから、誰が行ってもいいんだ。引き受けてくれるなら、一万円出そう」

「一万円!?」

　このワインを届けてくるだけで、一万円？　夢のような話だけど、どうして？

「これは特別なワインなんだよ。いわゆるヴィンテージもので、好きな人間はいくら金を積んででも欲しがるものだ。分かるだろう」

　おれにはそこまでして欲しいものはないけど、そういう人もいるということは知っている。

　野宮だって昔流行はやったアニメのフィギュアを、大枚はたいて買っていた。あれと同じだろう。

「だからって、一万円も？」

「大切に運んでほしいからね。落としたら割れるものだし」

　ということは、もしおれがこれを割ってしまったら、相当な額を弁べん償しようしなきゃならないかもしれない。そう思って、しっかりとビンを持ち直した。

「あとは、これ」

　そう言って文字がプリントされたショップカードを渡わたされる。ショップカードなのに、店名と電話番号しか載のっていない。今の流行なんだろうか、そのそっけなさがおしゃれにも感じる。

「セントラルホテルって知ってるよね」

「うん、あの三角の高層ホテルでしょ」

　足を運んだことはないけど、有名ホテルだから、それくらいは分かる。

「そう、その６０９号室。部屋に入ったら、このカードを見せること。そうすれば、お客も分かるから」

　金色に輝かがやくカードに、流れるようなフォントで『ドルチェ・ヴィータ』と、書いてあった。

「これが、お店の名前ですか？　ワインショップ？」

　率そつ直ちよくなところ、お酒を売っている店の名前っぽくないなぁと思った。

「ま、そんなところ」

　男は曖あい昧まいに濁にごすと、一区画先に見えるビルを指差した。

「あのビルの四階がうちの事務所になってるから、終わったらそこに戻もどってきてくれるかな。そうしたら、バイト代を払はらうよ。じゃあ、よろしく」

「待って、おれ、まだやるなんて言って……」

　引き受けたつもりはなかった。けれども背中を押されて、落としては大変と思わずビンを胸に抱だく。二、三歩進んでしまうと、なんか別にいいかなぁという気になって、そのままホテルへと向かったのだった。

　これが全すべてのはじまりだとは、知る由よしもなかったのだけど。





「セントラルホテル……ね」

　新宿西口にそびえ立つ高層ビル群。

　その中でもひときわ目を引くのが、三角形をしたセントラルホテルだった。

　豪ごう奢しやなレセプション会場がウリのそのホテルは、よくテレビなんかで見かける。

　年とし頃ごろの女性の間では、そこで披ひ露ろう宴えんをするのが一種のステータスになっているみたいだ。そういったワイドショーの特集を、母さんがうっとりと見ていたのを覚えている。

　ホテルの前に到とう着ちやくすると、エントランスに足を踏み入れて、思わず歩みを止めてしまった。

　大理石の床ゆかの上には、赤い絨じゆう毯たんが敷しいてある。そんなものの上を歩くことなんて今までなかったから、スニーカーで踏んでいいものか、考えてしまったんだ。

　また、ロビーにたたずむ人たちの格好もセンスがよくて、ジーンズに大きなバッグを提げたおれには、明らかに不ふ釣つり合あいな場所だった。

「大丈夫」

　乾かわいた口でつぶやくと、何食わぬ顔をしてロビーを横切る。慣れたそぶりをして、ロビーの奥にあるエレベーターに乗り込んだ。

　幸運なことにエレベーターに先客はなく、乗り込んだ瞬しゆん間かんホッと安あん堵どのため息をついた。隅すみに体をもたせかけて、ドアが閉まるのを待つ。

　そのドアが音もなく閉まりかけた瞬間、一人の男がするりと乗り込んできた。

「失礼」

　その声の深みに惹ひかれて、思わず男の顔を見上げる。そして、そのまましばらく見つめてしまった。無意識の視線が捉とらえてしまうほど、男はきれいな顔立ちをしていたんだ。

　精せい悍かんというのか。無造作に伸のばしたままの黒くろ髪かみが男の艶つやみたいなものを匂におわせていて、けれどもそこから覗のぞく瞳ひとみは知的でクールな印象を与あたえる。おれが見上げてしまうような長身なのに威い圧あつ感かんはなく、反対に彼の周りには涼すずやかな風が吹ふいているようだった。

「きみは、何階まで？」

「あ、ろっ、六階です」

　答えてから、階かい床しようボタンを押していないことに気づいて赤くなる。

「じゃあ、おれと一いつ緒しよだな」

　ふっと彼が微かすかに笑う。おれもつられて、ぎこちなく笑った。

「ああ、なにか落としたよ」

　長身でスタイリッシュな男が、腰こしを折っておれの手から落ちたものを拾ってくれた。

　手から落ちたもの……それは、ワインと一緒に持たされた、ショップカードだ。目の前に現れた色男に驚おどろいて、落としてしまったらしい。

「どうぞ」

「ありがとう」

　その光こう沢たくのあるカードを拾った彼は、一瞬視線をやって手を止めた。

「この店……」

「え？」

「きみは、ここの子？」

　カードに書かれたロゴとおれを交こう互ごに見比べる。

「ここって？」

「『ドルチェ・ヴィータ』だろ？」

　店のことを知っているのだろうか。もしかしたら、この人もお得意様なのかもしれない。

「ああ、あなたもワインが好きなの？　おれはさっき知り合った店の人に、このヴィンテージワインを届けるように頼まれて……。やっぱり有名なワインショップだったんだ」

「ワイン？」

　男はおれの抱かかえていたビンのラベルを読む。

「ヴィンテージ、ねぇ……」

　男は語ご尾びを呑のみ込むようにつぶやいた。

「なるほど、柔やわらかで芳ほう醇じゆんな甘み……か。他ほかの男にやってしまうには、惜おしい逸いつ材ざいだな」

　至近距きよ離りにまで寄ってきた男は、おれの頬ほおにかかる長めの前髪を掬すくい上げた。長い指が細い髪の先を弄もてあそぶようにくるくる絡からまる。

「なっ、なにすんだよっ！」

　反射的に男の手を払いのける。パシッと乾いた音が狭せまい箱の中に響ひびいた。

　ほんのわずかに男は驚いたようだった。線の細い女顔同様に、可愛かわいらしい性格を想像していたんだろうが、冗じよう談だんじゃない。腹が減っているせいで、いつも以上に短気だし攻こう撃げき的だった。

「見た目と違ちがってイキがいいんだな。意外と……」

　男はなにか言いたそうにした。けれどもその時、エレベーターは六階に到着し、会話は途と切ぎれる。

「どうぞ」

　開いたドアを軽く手で押さえて、おれに先に出るよう促うながす。

　遠えん慮りよする義理もない気がして、「どうも」と言うと、先にエレベーターから降りた。

　目的の部屋はこの先だ。壁かべに書かれた案内に従って部屋を目指すと、あの色男も同じ方向に用事があるらしく、おれの後から歩いて来ている気配を感じる。

　分からないけど、なにかが気になった。後ろ髪を引かれるように背後を振ふり返ると、ドアを押して部屋に入ろうとしていた男と目が合ってしまう。

「あ……」

　息を呑む。そしてすぐ前に向き直った。三つ先にある目的の部屋まで、足早に歩く。

　部屋の前に来ると、気を取り直して部屋の号数を確かく認にんした。

　ここへ無事にワインを届けて、店に戻ればバイト代がもらえるわけで、そしたらちょっと贅ぜい沢たくして、牛ぎゆう丼どんの大盛りでも食べたい気分だ。先行きに少し不安はあるけれど、ここ数日は満足に食事をしていないので、今日くらいはリッチに過ごしてもいいだろう。

　そう考えると、なんだか嬉うれしくなって、ドアをノックする音も弾はずんでいた。

「すいません、『ドルチェ・ヴィータ』からワインをお届けに来ました」

　そう声を掛かけると、ドアの向こうから中年らしい男の声が返事をした。

「やあ、待ってたよ」

　シャワーでも浴びていたのだろうか、映画のようなバスローブ姿に面めん食くらってしまう。

「あ、あの。これ……」

　気を取り直してワインを差し出すと、男はおれの差し伸べた手を握にぎりこんでくる。脂し肪ぼうが乗ってぶよぶよした手は、気分のいいものじゃない。

「こんなに可愛かわいい子がくるとは思わなかったなぁ。さ、入って。もう待ちきれないよ」

　強い力で腕うでを引かれると、男のバスローブの合わせに手を入れさせられそうになる。

「えっ？」

　そして、もう一方の手で肩かたを抱かれた。

「ちょっと、なにするんですかっ」

　男の股こ間かんに辿たどり着く直前で、その手を払って体を引いた。

　早くワインだけを置いて引き返そうと後ずさりするけど、掴つかまれた肩に込こめられた力が案外強くて、片足だけしか廊ろう下かへ出ることができない。

「ここまできて怖おじ気けづいちゃったかな。それとも、拒こばんでいる振りをして誘さそっているのかい？」

　意味不明な言葉をささやく。

　言葉の意味は分からなくても、この場から逃にげ出さなければ自分の身が危険だということはよく分かる。さすがにこんな状じよう況きようで、思い過ごしはないだろう。

「は、放せっ！」

　抗あらがった瞬間、手の中のビンが床に落ちた。ガラスの割れる音と、濃のう厚こうな果実の甘い香かおりが一瞬にして広がる。それがワインだと分かっていたけれど、そんなのもうどうでもよかった。

「クソッ、やめろって言ってんだろっ」

　空いた手をジタバタ振りかざすけど、この体格の差ではおれの拳こぶしなんて全然威い力りよくがない。

「おい、頭を下げろっ！」

　どこからか声が聞こえて、思わずそれに従う。

　すると、頭上で風を切る音が聞こえて、次の瞬間には腕の拘こう束そくが解かれた。あれほどしつこくおれにまとわりついていた中年の男は、顔を押さえて床に丸まっている。意識はあるけれど、しばらくは立ち上がれそうにないようだ。

「ボケッとするんじゃない！」

　状況が読めなくて、その様子を見下ろしていたおれに、背後から声が浴びせられる。

　振り返ると、エレベーターで会ったあの色男がいた。まるで手についた汚よごれを落とすかのように、両手を叩たたいてはらっている。

「これ、あなたが……？」

　きっと、強きよう烈れつなストレートが繰くり出されたんだろうな。

「そう。グズグズしてないで、逃げるぞ」

　言葉の真しん剣けんさとは裏腹に、悪戯いたずらをした時のような、共犯じみたウインクを投げられる。

「逃げるって？」

「ついて来い」

　言うが早いか、男はおれの手を取って部屋を出ると、三つ隣となりの部屋へと駆かけ込んだのだった。





「本当によかったんだよな？」

　部屋のドアが閉まると、男は真っ先に聞いてきた。

「え？」

「きみを連れて逃げてきて。実はあのオヤジと愛人関係で、今のはプレイの一種だったということはないか？」

「な、ないっ！　なに言ってんだよっ！」

『愛人』とか、『プレイ』だとか、形よい唇くちびるから似合わない言葉が紡つむがれる。そう淡たん々たんと問われると、言葉の奇き抜ばつさに動どう揺ようすることのほうがおかしく思えて、おれは静かに息を吐はき出した。

　それにしても、さっきの逃とう走そう劇げきは、まるで映画のワンシーンだった。

　顔もスタイルも完かん璧ぺきな目の前の男は、本当に映画俳優なんじゃないかと思えるほどだ。

　少し日焼けした肌はだ。艶つややかな黒くろ髪かみ。シャープさを滲にじませる眉まゆ。理知的な瞳ひとみ。どれを取っても周りにいる大人とは違う人種のようだ。

　ハンサムといっても、決してさわやかなタイプではない。それとはまったく正反対の、いわゆる色いろ悪あくという言葉がはまる。

「そう。それならよかった」

「あっ、よくないっ。おれ、ワイン……っ！　ヴィンテージなのに！」

　豊ほう穣じようなブドウの香りが、瞬しゆん間かんよみがえった。

「心配するな。あれはヴィンテージワインなんかじゃない。ただの安ワインだ」

「え、うそっ」

　ちょっと待って。それが本当なら、おれはその安ワインを大事に抱えてきたことになる。

「千円もしないだろう。きみはそれをヴィンテージワインだと騙だまされたわけだ。いったい、誰だれに？」

「店の……人」

　なんだか狐きつねにつままれたようにつぶやく。だって、おれが騙された意味が、よく分からない。

「『ドルチェ・ヴィータ』か。さっきも思ったが、きみはこの店がなんだか知っているのか？」

「なにって、ワインショップじゃないの？」

「違う」

　彼は即そく座ざに答えた。一瞬ためらった後、「分かりやすく言えば、売春斡あつ旋せん所だ」と、続けた。

「ば、売春～？」

　それって、よく女子高生なんかが小こ遣づかい稼かせぎにやって問題になっている、あれのこと？

「そう。セントラルホテルに泊とまると、きみのようにワインボトルを抱えた未成年が宿しゆく泊はく者しやの部屋を訪おとずれる光景は、たまに目にするよ」

「それって、つまり──」

「そう。ワインボトルは名札の代わりだ。どういう口車に乗せられたのか知らないが、きみみたいになにも知らない少年が、さっきのようにオヤジたちの餌え食じきにさせられているわけだ」

　今、彼は確かに「少年」と言った。

「男が、男に……？」

「ああ。今の時代、珍めずらしいことじゃないだろう」

　まあ、そう言われれば、そうなのかもしれないけど。

「なぜ、あなたはそんなこと知ってるわけ？」

「おれも、人に誇ほこれるような生き方はしてないんでね」

　その答えを聞いて、初対面の相手に、これ以上突つっ込むべきではないと悟さとる。本人がいう通り、この男からは善良な匂においを感じなかった。

「……ていうことはもちろん、バイトの話も嘘うそだったってこと？　ワインを客室に置いてくれば、一万円くれるって言ったのに～。牛丼大盛を食う夢がーっ……」

　一難が去って、自分の身の上に降りかかる問題を思い出した。

「あ、でもワインは言われた通り部屋に運んだし、ショップに戻もどれば一万円くれないかな？」

「バカッ。そんなの口八丁に決まってる。今、店へ顔なんか出したら反対に治ち療りよう費ひ取られるぞ。まだ海外に売られたくはないだろ」

　脅おどしとともに、都合のいい考えを一いつ蹴しゆうされる。

「そうか。やっぱり、そうだよね？」

　少し落ち込んだら、なんだか急に空腹を感じて、足から力が抜ぬけていくようだった。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ふらついたおれを片手で支えると、心配そうに顔を覗のぞいてくる。

「うん……平気、単に腹が減っただけだから」

「空腹？　この飽ほう食しよくの日本で？」

　おれの様子に、男は眉をひそめた。

「もう三日くらい、まともに食べてないかな……」

　空腹になると、血糖値が急激に下がってしまうのは家系なんだから仕方がない。

「ルームサービスでも頼たのむか？」

「えっ、いいのっ？」

　この時ばかりは、遠えん慮りよという言葉を忘れさった。これはチャンスとばかりに、おれは小こ躍おどりして、男の腕にすがりついてしまったのだった。

「……あ」

　そして気づいた。自分の取った反応の異様さに。

　普ふ通つうの若者だったら、飯一食くらいで、こんな大げさに喜んだりはしないだろう。

「ああ、おれも昼飯を食べ損そこねていたな。きみに付き合うよ」

　男はフォローするようにそう言うと、黙だまってメニューを広げてくれたのだった。





　ルームサービスが届くのを待つ間、奥にあるソファに促うながされた。

　部屋はダブルのようだけど、この広さや設備を見る限り、普通のダブルではない。

　構造上ワンルームであったが、小さなホームバーなんかが設しつらえてあって、お酒も種類が豊富のようだ。夜になると、窓辺からは新宿の副都心が煌きらめいて見えることだろう。

「名前を聞いてもいいか？」

「流……鈴すず川かわ流。十八歳」

「学生？」

「うん。大学一年生」

「おれは、秋あき津つ洲しゆう世せい。二十六だ」

　アキツ、シュウセイ……。

　なんてこの人に似合った名前なんだろうと思った。スマートで、そしてどこか無機質で冷たい音の響ひびきだ。その彼の視線が、チラッとおれの足元に流れた。

「流、おまえ家出か？　金に困ってるようだが」

　初対面の相手に、自分の名前を呼び捨てにされる。

　これがさっきみたいなオヤジなら、「なんだよコイツ？」って思うんだろうけど、秋津さんのような頭のキレそうな男に呼ばれると、悪い気はしない。

「違ちがうよ。わけあって夏休みの間は家に帰れなくて……。『家なき子』みたいなもんかな」

「ふうん……。それで、バイトを探している──と？」

「うん。金と寝ね床どこさえ確保できればありがたいんだけど」

「金と寝床……ね」

　それまで佇たたずんでいた秋津さんは、ゆっくりとおれの隣に座った。

「おれのところに来るか？」

「えっ。それって……？」

　言われた言葉の意味が分からずに瞬まばたきを繰くり返すと、秋津さんは瞳を細める。

「バカ。おまえを買うって意味じゃないよ」

　直前に話していた話の内容から、意味を取り違えたおれを諫いさめるように彼は言った。

「少し流に手伝って欲しいことがあるんだ。おれのマンションで暮らしていいし、ちゃんと報ほう酬しゆうも支し払はらうよ」

　願ってもない金と寝床のお誘さそいだった。

「おれにもできること？」

「ああ、適役だな」

「どんなこと？」

「タダでは教えない。世の中そんなに甘くないって知ってるか？」

　そんな……タダじゃないって言われても、おれは無一文に近い状態なんだし……。

「困ってるようだな」

　おれの表情を読んで、秋津さんは微かすかに笑う。

「簡単だ。おまえがイエスと言ったら教える。取とり引ひきで重要なのは、自分が優位に立つことだって、よく覚えておくがいい」

　意地悪そうに、けれども口元は笑いながらそう言う。

「おれが秋津さんと約束を交かわした後で、その内容を教えてくれるってわけか」

　おれにとっては、すごく不利な条件だ。彼はなにをおれに要求してくるか分からない。

　けれども、汚お臭しゆうが立ちのぼる新宿の路地裏で寝ね起おきすることを考えると、彼と手を組むほうが容易たやすく感じられた。

　それに……。

　秋津さんの不敵に光る瞳ひとみを、信じてみたい気がした。

「……いいよ、その話、乗った」

「じゃ、契けい約やく成立だな」

　差し出された大きな手のひらを、握にぎり締しめた。





　それにしても、この人は何者なんだろうって思う。

　よく考えれば、サラリーマンは仕事の時間だろう。それを、こんな高級ホテルに滞たい在ざいしていて、身に着けているものも高価なもので、まだ若いのになにをやっている人なのか気になった。

「サラリーマンではないな」

　自分でもそう見えないことが分かっているのか、おかしそうに彼は言う。ホームバーから戻ってきた秋津さんは、ペリエのビンを手て渡わたしてきた。

「サラリーマンじゃないとすると……」

　おれに手伝って欲しいことはなんだろう。それほど明めい晰せきな頭脳はしていないし……。

「住み込みの家政婦さんとか？」

　頭の中のひらめきを口にすると、秋津さんは興味深げな視線を向けた。

「おまえ、家事ができるのか？」

「……うん。特別なことはできないけど、一いつ般ぱん的なことなら一通りは」

「それはありがたいな。じゃあ、飯の支し度たくもやってもらおうか。報酬に上乗せするから」

　大きく的を外したらしい。自分の首を絞しめるような発言だったかなぁと、少し後こう悔かいもした。

「ま、そう焦あせるなって。そんな気張らなくてもできることだから。少なくともオヤジに抱だかれるよりは簡単だと思うけど」

「う……」

　さっきの悪夢が脳のう裏りによみがえって、ソファの背もたれに体を預けた。

「言うことキツイよ」

「そうか？　こういうのは、危機感がないほうにも問題があるんだよ」

　確かに事実ではあるんだけど、初対面でこんな風に言う人も珍めずらしい。

「単刀直入に言ったほうがいいかな。おまえ、割と単純そうだし」

「なっ」

　そういわれて、また腰こしを浮うかすところが単純と呼ばれるゆえんなんだけど、そうそう自分の性格は変えられない。

「ほら、そうやって素す直なおに反応する」

「悪かったなっ。単純でっ」

「悪くはないさ。見た目と中身のギャップが面おも白しろいって言ってるんだよ。一見か弱い美少年タイプなのに、中身は猪ちよ突とつ猛もう進しん型らしいからな」

　自分でも分かっているところを初対面の人間に指し摘てきされて、低く唸うなることしかできなかった。

「さて、そろそろ本題に入るか」

　おれが大人しくなるのを見計らって、秋津さんはソファに座る。なにやら話を始めるらしい態勢だった。

「流、おれの恋こい人びとになってくれ」

「はぁ～？」

　一いつ瞬しゆん、我が耳を疑った。目の前の人間が、すごく難しい日本語を話しているように思える。

「聞こえたか？　おれの恋人になってくれって言ってるんだけど」

　極ごく上じようのハンサムに真顔でそう言われて、心臓が早はや鐘がねを打ち出した。脈がドクドク音を立てる。

「お、おれ。男だけど……？」

「そんなの見れば分かる。流だから依い頼らいしたいんだよ。報酬は弾はずむからさ」

　あ、なぁんだ。ビジネスの話ね。

　自分の誤解に気づくと、体の中に込こみ上げてきたものが、波が引くようにサーッと引いていく。なんだか急激に冷静さを取り戻もどしていった。

「おれのことは金で買わないって言わなかった？」

「ああ、言葉が足りなかったな。正確には、恋人の振ふりをして欲しい。おれの親や仕事関係も含ふくめて、周りの人間におれたちが付き合っていると思わせて欲しいんだ」

「親まで！」

　普通に考えたら、家族に同性愛を突つきつけるのはまずいんじゃないかぁ？　愛し合っている恋人同士ならともかく、偽ぎ装そうの恋人を仕立ててまで認にん知ちさせる意味が分からない。

「男の恋人がいると分かれば、結けつ婚こんしろとうるさく言ってくることもないだろう」

「それは、そうかもしれないけど……」

　それにしては、手て荒あらな手段だと思う。

「うちは、他ほかの家庭とは少し違うからな」

　それは、秋津さんのコアな部分だと思った。そんな領域に、まだ知り合ったばかりのおれが、不ぶ遠えん慮りよに踏ふみ込んではいけない。

「……ってことは、恋人の振りと飯の支度をするだけで、バイト代がもらえるってこと？」

　どうせ夏休みいっぱいまでのことだから、付き合ってあげてもいいような気がした。

「ああ。日給一万円でいいか？　もちろん食費などの経費は別精算にするから」

「ええっ、そんなに？」

　見ず知らずのおれを部屋に置いてくれるだけでもありがたいのに、その上高額支給だなんて、なんだか悪い気すらする。

「高くはないだろう。おまえ、おれのこと名前で呼べるか？」

「名前？　しゅ、洲世……さん……？」

　年上の、しかもこんな男前を名前で呼ぶなんて、かなりの勇気がいる。

「恋人だぜ？　呼び捨てにしろよ」

「し、洲世……なんて呼べないよ～っ」

　なんだか非常に恥はずかしい。穴があったら入ってしまいたいくらいに恥ずかしかった。

「ま、そういう精神的苦痛も伴ともなう仕事なわけだから、高くはないだろう。変な遠えん慮りよや気き後おくれはしないこと」

「は、はい」

「よし、いい子だ」

　そう言われたかと思ったら、まだ赤く火ほ照てるおれの顎あごを上げられて……。

　キス──されていた。

「う、そ」

　すぐに唇くちびるは離はなれていくけれど、おれの焦しよう点てんはまだ定まらない。

「おれのこと、名前で呼んでごらん」

　いつの間にか、すぐ近くで囁ささやかれる。

「しゅうせ……い」

「もう一度」

　耳元に熱い息がかかって、ギュッと目を閉じた。

「……洲世」

「もっと」

　耳に入り込む湿しめった感かん触しよくに、舌で舐なめられているんだと意識する。

「洲世……」

「そうだ」

　その低く囁く声が、おれの体の芯しんをぞくぞくさせる。まるでなにかの術にかかったように、頭がボーッとなる。

「洲世……洲世……しゅう……せ、い……」

　何度名前を呼んだか分からない。口にするたび、だんだん大切なもののような気がした。

「……洲世」

　熱いため息と共に、名前がこぼれ落ちる。

「はい、合格」

　あっさりと告げた口は、おれの頬ほおにチュッと音を立てて離れた。

「これで、名前で呼ぶのも恥ずかしくないだろう？」

「な、なにぃ！」

　急に現実に引き戻されて、カァッと頭に血が上った。

「なにするんだよっ。おれのファーストキスだったのにっ！」

　隣となりにある胸むな元もとを何度か叩たたくと、洲世のほうが驚おどろいたように息を呑のんだ。

「ファーストキスだぁ？」

「そ、そうだよ。悪いかっ」

「悪くないが……。おまえをさらってよかったよ。むやみに甘い話に乗るんじゃないっ！」

　洲世はおれを抱かかえ込むと、深くため息をつく。おれはその肩かた口ぐちに額を寄せて、濃こく匂におい立つ香こう水すいの香かおりを嗅かいでいた。

　不思議だった。会ったばかりだというのに、おれのことを心配して、ほっと胸をなで下ろしてくれる人がいる。それも、こんな極上の色男が……。

　洲世の整った顔を間近で見たくて、肩に埋うずめていた顔を上げた。見上げると、その深い眼まな差ざしとぶつかる。吸い込まれそうな黒い瞳ひとみに捉とらえられて、体が痺しびれたように動けなくなった。

「……んっ」

　唇が重なる。

　冷たい言葉が平気で出てきそうな唇が、今は蕩とろけるように甘かった。軽く啄ついばばまれて、下した唇くちびるを噛かまれる。そうかと思ったら舌が入り込んで、口こう腔こうをまさぐる。

　初めて知ったそのキスに、意識は朦もう朧ろうとしていく。舌を絡からめあうぎこちない行こう為いに夢中になっていて、気づけば体はソファの上に押し倒たおされていた。

「流……」

　湿った声で名前を呼ばれて、背筋がゾクッとなった。

　唇は首筋から胸元を伝い、手はわき腹をさすってくる。腹の辺りがくすぐったい。下半身に血液が向かっていく感じがした。

「……んっ」

　乳ち首くびを舐められて、じんわりとした快感が広がっていく。洲世の髪かみが、羽ブラシのように肌はだを柔やわらかく撫なでる。

「あ……」

　息が荒あらくなるごとに、ジーンズの下で息い吹ぶくものを意識する。刺し激げきが欲しくてたまらない。触さわって欲しいと下着の中で主張を始めた。

「ねぇ……」

「洲世、だろう」

　呼ぶと、彼は余よ裕ゆうの言葉を返す。

「洲世……っん」

　さっきの魔ま法ほうが効いているのか、名前を呼ぶだけで淫みだらな気持ちになる。

「洲……世」

　吐と息いきを漏もらしながら名前を呼ぶと、それに応こたえるように彼の手が下着の中へ潜もぐり込んできた。

「っぁ……」

　洲世の指は、おれ自身を絡めると、緩ゆるやかに動き出す。決して早急ではなく、じわじわとした快楽でおれを追い詰つめる。

「ちょ、あっ……あぁんっ」

　そのゆっくりなスピードのせいで、おれを蕩けさせているのが洲世なんだと思える余裕も生まれている。それが余計におれ自身を煽あおって、敏びん感かんにもさせていた。

「洲世……」

　ジーンズも下着も下ろされて、他人の前に晒さらされる恥ずかしさに目を覆おおう。けれどもそこは刺激を求めて、自然と腰こしが動いていた。

「変……おれ、変……」

　涙なみだながらに訴うつたえると、洲世は覆っていたおれの手を退どけて、目元の涙を唇で拭ぬぐった。

「変じゃない。おれにこんなことをされて、気持ちがいいんだよ」

「ぁ……ん」

　握にぎられて背中が反る。強きよう烈れつな快感に、足の指まで痺れる。腿ももがヒクヒクと痙けい攣れんを始めた頃ころ、濃のう厚こうな空気を引き裂さくように、ドアがノックされた。

「……っ」

　洲世の小さな舌打ちに、ハッと目が覚める。

「あ、お、おれ……？」

　自分のあられもない姿を知って、目眩めまいを覚えた。

　まだノックは鳴り止やまない。

「はいはい。今出るよ」

　洲世は面めん倒どうそうに呟つぶやくと、ソファを立った。

　おれは信じられない思いで、洲世の一挙一動に視線をやるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「ルームサービスが届いたようだな。続きはまた後にしよう」

　呆ぼう然ぜんとするおれの髪をクシャクシャにかき混ぜ、こめかみに軽くキスをする。

　洲世は、乱れた姿のおれをベッドカバーでくるむと、ルームサービスを受け取りにソファから離れていった。鮮あざやかな身のこなしで。

「あ、後でなんてあるかー！」

　平静を取り戻もどすように叫さけんではみたものの、裏返った声では効果なんてゼロだ。

　おれは、ベッドカバーの中で、耳を塞ふさいで丸くなった。





「あんた。女が嫌きらいな人種だろ？」

　ラザニアを口に入れると、チーズが糸を引いた。さっきのキスシーンを思い出して、思わず淫らな想像をする。

「いや、嫌いじゃないけど……男のほうが好きかな」

　目の前に座った男は、そんなことをいけしゃあしゃあと言ってのける。

「『あんた』じゃないだろ？」

　悪びれることもなくニッと笑い、長い指先でもってピザを口に運んだ。

　さっき、あの場でルームサービスが来なかったら、今頃どうなっていたのか分からないのが恐おそろしい。洲世はおれをバスルームに送り込んで、こんな風になにもなかったように顔を合わせて飯を食っているけど、おれのほうはまだ心臓が落ち着かないでいる。

「あんた、やけに詳くわしかったけど、『ドルチェ・ヴィータ』を利用したことあるんじゃねぇの？」

「『あんた』じゃなくて、『洲世』」

　おれの文句に同調することなく、ピシャリとそう言った。

「それに、おれはそんな騙だまし討うちみたいな真似まねはしないよ」

「じゃあ、さっきの行為はなんだっていうんだよ？」

　恋こい人びとの振ふりにしては、行き過ぎている。

「つまみ食い。据すえ膳ぜんは食うだろ、普ふ通つう」

「なっ……！」

「おまえだってよかったんだろ？　あんなに感じてたんだから」

「そ、それは……」

　それを言われると、おれは頭を抱えるしかない。だって、感じたってしょうがないじゃないか。他人にあんなことされるのなんて、生まれて初めてだったんだからっ。

「おまえの嫌いやなことはしてない」

　洲世は指先についたチーズを舐なめた。目め尻じりの切れ上がった双そう眸ぼうでおれを見ながら、意味深に。

「か、勝手なこと言ってっ！」

「無む理り強じいはしてないだろ」

「うるさいっ」

　分かってる。無理強いされたわけじゃないから、怒いかりの持って行き場がないんだ。

　そう。この人は、意地悪そうに見えて、人が本当に嫌がることはしないように思えた。

「なんで、おれを助けてくれたわけ？」

「気になるか？」

　洲世は悪ふざけするように笑った。まるでおれの反応を楽しむかのように。

「ならない。まーったく気になんかなりませんっ！」

　興味ないことをアピールしてツンとそっぽを向くと、ククッと喉のどで笑う洲世の声が聞こえる。

「おまえの眼まな差ざしが気になったんだ」

「眼差し……？」

「ああ。飛び込んだエレベーターの中で、人目を引くような繊せん細さいそうな少年と乗り合わせた。一見手を差し伸のべたくなるような脆もろそうな少年だが、瞳に強い意志のようなものを感じる。その視線が、おれのここに引っかかってしまったんだ」

　洲世は「ここ」と、親指で自分の心臓の辺りをつついた。

「彼は、自分が騙されていることも知らずに、安物のワインを大事そうに抱かかえている。どういう展開になるのか興味があって一部始終を覗のぞいていたら、案の定オヤジに襲おそわれて抱だかれるところだった……と、いうわけだ」

　淡たん々たんと、まるでなにかの物語を聞かせるように洲世は言った。

「おれ、そんなに頼たよりなさそうだった？」

　第一印象が「繊細そう」とか「か弱そう」とか思われるのはいつものことだ。そして、外見を裏切るおれの粗そ雑ざつな中身を見て、驚おどろく人の顔を何度も見てきた。

　他人から見て、おれはどんなに情けない男に見えるのだろうと、素そ朴ぼくな疑問を持つ。

「一見そう見えるな。見た目通りのやつじゃないってことは、すぐに分かったけど」

「でも、おれが危なげだったから気にしてたんだろう？」

「まさか。あのまま素す直なおに部屋に導かれないことは想像できたよ。あそこで抵てい抗こうしないようなやつだったら、声なんてかけてない。ただの美少年ならね」

　これが女相手に言っているのだったら、口説き文句と捉とらえてもいいような声こわ色いろだった。ううん、洲世の場合は、男とか女とか関係ないんだっけ……。

「それって、おれが気になったのって、もしかして……」

「もちろんただの善意じゃないぞ。下心が主だな」

「う」

　はっきりと告げられて、返答に詰まる。なんだかこの部屋が、オオカミの檻おりに見えてきた。

　逃にげられない。捕つかまるのを待つようなウサギの心境だ。じりじりと追われて、壁かべに身を寄せたウサギは、食われる運命を受け入れるしかないんだろうか……？

「流」

「は、はいっ」

　名前を呼ばれただけなのに、心臓が跳はね上がる。洲世はそんなおれを見て、クスッと笑った。

「おまえ今夜、おれのベッドに来いよ」

「なっ、なんっ……！」

「それだけ意識されてちゃ、一いつ緒しよに寝ねないわけにはいかないだろ」

　なんて、正論だかそうでないんだか分からない理り屈くつを言ってくる。

「してないよっ、意識なんて。それに、男二人が一つのベッドで寝るなんて狭せまいし暑いだろっ。おれ、そこのソファで十分っ」

「狭いから」なんて理由で一緒に寝るのを断るおれも、どこか思考がおかしい。

　けれども洲世の挑ちよう発はつするような視線を受けて、「一緒に寝るのが怖こわいです」なんて、本心を白状できるほど素直な性格はしていない。

「ダブルサイズだから、おまえを抱いて寝るくらい、わけないけど」

「抱いて寝なくていいっ。男同士で一緒に寝るなんて、不自然だよ」

「なぜだ？　さっきはあんなに心も体も許していい感じだったのにな。ああ、そうか……」

　一いつ瞬しゆん言葉を区切ると、挑いどむような視線でおれを見た。おれをからかうように、微かすかに口元をほころばせて。

「おれが怖いのか？」

「こ、怖くなんかないっ。抱かれて寝るくらい、なんてことないよ」

　そんな強がりを口走った時にはもう遅おそかった。慌あわてて口元を押さえるけれど、そんなことをしてみても、さっきのセリフをなかったことにできるわけじゃない。

「じゃ、断る理由はないな」

　こんな簡単に相手の口車に乗ってしまうなんて、自分を恨うらんだ。けれども、一度言い出したことを撤てつ回かいできるような性格だったら、今頃こんな状じよう況きように陥おちいってはいないんだ。

　おれのそんなところを見み透すかしたのだろう洲世は、自分のシナリオ通りに動くおれを満足そうな目で見た。





　そして、その夜。

　洲世がシャワーを浴びている間に、ベッドへと体を滑すべらせる。硬かたいスプリングの感かん触しよく。その微かに軋きしむ音が、考えたくないこれからを想像させる。

　この上で……と思うと、体の筋が自然に強こわばった。

　ううん、なにを考えているんだ、おれ？　そういう雰ふん囲い気きになったら、暴れてやればいいんだ。なにも本当に抱かれなければならない理由なんてないんだから。

「感心、感心。逃げなかったな」

　バスルームのドアが開いて、洲世の声がした。

「逃げねーよ」

　バスローブ姿の洲世は、なんだか艶なまめかしかった。大きくはだけた胸むな元もとからは、盛り上がった胸筋が覗いている。鍛きたえられた男らしい体つきをしているというのに、決して男おとこ臭くささはない。

　どんな姿、格好をしていてもノーブルさを損そこなわない洲世を目の前にして、男だというのに視線をどこにやったらいいか分からず、思わず下を向く。

「緊きん張ちようしてるのか？」

　洲世はおれに近寄ると、面おも白しろがるように訊たずねた。

「してないよっ」

　怒ど鳴なるように言うと、洲世が笑った気配を感じる。けれどもおれは、顔を上げることができずに、ハーフパンツから伸びた自分の足元に視線をやっていた。

　衣きぬ擦ずれの音がして、おれの足元に白いタオル生き地じが落ちる。洲世がバスローブを脱ぬいだんだってことに気づいた瞬間、抱きしめられてベッドに押さえ込まれていた。

「わっ、ちょ、ちょっと～」

　とっさのことに暴れると、意外とすぐに洲世の腕うでは緩ゆるんだ。

「うるさい。おとなしく寝ろよ」

　ぎゅっと閉じていた目を恐おそる恐る見開くと、洲世の腕うで枕まくらの中にいる自分の状況がよく分かる。

　おれを腕に収めたまま仰あお向むけになって、まるで寝に入るような体勢だった。

「おまえを抱いて寝るって言ったろ」

「だ、抱くって……こういうこと？」

「他ほかになにかあるか？」

　笑いを含ふくんだ声色だった。

「ないっ。ありませんっ。どうぞ抱いて寝てくださいっ。おやすみ！」

　明らかにおれをからかって遊んでいるんだってことが読み取れて、恥はずかしくて暴れたい気持ちを抑おさえて背中を向けた。ここで逆上なんかしたら、洲世の思うツボだ。

「おまえって、本当に意固地で頑がん固こなんだな」

　腕枕をしている洲世の右みぎ腕うでが、背を向けたままのおれを引き寄せる。Ｔシャツの背中越ごしに洲世の厚い筋肉を感じて、唇くちびるを噛かんだ。

　洲世はおれのうなじに顔を埋うずめてくる。そのくすぐったい感触に耐たえるように、背中を丸めて体を強ばらせる。

「なあ、おまえはどんな事情があって、家に帰れないんだ？」

　皮ひ膚ふを伝って、洲世の問いが聞こえる。こうして側そばにいて温ぬくもりを感じているせいか、妙みように素直な気持ちになれた。だから、もしかしたら洲世は本気で話を聞くつもりはないのかもしれないけど、一から話をしたくなったんだ。

「……うちさ、最近まで母子家庭だったんだけど、母親が再さい婚こんしたんだよね」

「ふん」

　その相あい槌づちの深さが、ちゃんと話を聞いていてくれるんだって感じさせる。

「新しい父さんってのも、なんつーかな、不器用だけどいい人なんだよね。人間として尊敬できそうな人っていうのかな？　まあ、とにかくおれが安心して母さんを預けられる人で、おれの夏休みくらいは新しん婚こん生活を味わわせてやろうと家を出たんだよね。それで……」

　野宮の顔が頭に浮うかぶ。あいつ、子供のことはどうしたんだろう。

「それで？」

　話を促うながす洲世の声。人の事情など気にしそうもないのに、ちゃんと聞いてくれているらしい。

「あ、うん。それで、しばらく親友の野宮ってやつの部屋に居い候そうろうしてたんだけど、喧けん嘩かして出てきちゃったんだ」

「どんな喧嘩だよ？」

　笑っているような洲世の声色だった。

　喧嘩だなんてガキだって笑われてるようでカチンと来なくもなかったけど、その辺は自分でも反省していることだから、腹は立てない。

「野宮の彼女が妊にん娠しんしちゃって、野宮は堕おろすことしか考えてないから……」

「なるほどな。堕ろすだけが解決法じゃないって？」

「うん、それもあるけど。うちが母子家庭だから、余計になんか色々考えちゃってさ。野宮と彼女の問題に、おれが口出しする筋合いはないんだろうけど……」

　相手に伝えずにはいられなかった。決断はどうあれ、おれの話も聞いて欲しかったんだ。

「おまえ、父親は？」

「おれが生まれる前からいないよ」

「だからか、妙に真っすぐで強いのは」

　納なつ得とくしたように、洲世が言う。

「え、おれ？」

「そうだろ？　普ふ通つう、そんな状況で友達と喧嘩して部屋を出たのなら、実家に帰るものだろう。でも、そんな風にのこのこ家に帰ったなら、母親が心配するかもしれないし、新婚生活の邪じや魔まになるかもしれないって思ったんじゃないか？」

「うん、まあ。それに、自分から家を出るって言ったプライドもあったし」

「そこにもう少し計画性があればいいんだが」

　自分でも気にしていたところを突つかれて閉口する。

「で、その野宮ってやつはどうしたんだ？」

「さあ、おれ携けい帯たいの電源切ってるし、こっちからは連れん絡らくしてないから知らない」

「そんなんじゃあ携帯の意味がないだろう？」

　洲世は呆あきれた口調だった。

「そうなんだけど、携帯ってあんまり好きじゃないんだよね。相手の顔が見えないってのが一番嫌いやで、電話で難しいことあまり話したくないんだ。だったら会って話したいと思わない？」

「会って……か。おまえの考えそうなことだな」

「どうせねっ」

　バカにされたんだと思って、手足をばたつかせたら、思いがけず強い力で抱だき込まれた。

「え、あの……？」

　思わず背筋を緊張させる。

「確かに電話じゃ、こんな温もりは味わえないからな」

　それは、人の体温に飢うえている人間の言葉だった。

　性的なものじゃなく、他人から与あたえられる優やさしさとか愛情とかを知らない、淋さびしい言葉だ。

「おまえなら、きっと……」

　なにかを請こうような弱い口調だった。小声ではあったけれど、確かにそう言った。

　聞いてはいけない言葉だったんじゃないかと、小さく息を呑のむ。強ごう引いんでわが道を行く洲世が口にしたとは思えない言葉だ。

　背中に被かぶさる洲世の気配を窺うかがうけど、もうなにも言葉を発する様子はなかった。それどころか、洲世が急におとなしくなったのを不思議に思い、そーっと後ろを振ふり返った。

「……なんだよーっ」

　安あん堵どのため息とともに、笑いが漏もれる。洲世は、微かすかな寝ね息いきをたてて眠ねむりについていた。

「もう、心臓に悪い……」

　向き合うと、浅く焼けた胸が規則正しく呼吸を続けている。端たん整せいな顔に不似合いな、鍛えられた肉体を目の前にして、羨うらやましくもあり、惨みじめな気分になる。

「黙だまっていればいい男なのにな……」

　誰だれもが認める美形。しっかりとした骨格に、綺き麗れいについた筋肉。それでいて剛ごう胆たんではなく優ゆう雅がな身のこなしは、まさにおれの理想そのものだ。

　寝顔までカッコいい男の顔を見つめていた。





　翌朝、ルームサービスで朝食を済ませると、洲世に連れられて階下へと向かった。セントラルホテルの下層階は、有名ブランドが軒のきを並べるショッピングモールになっているのだ。

　ショッピングモールとはいってもホテル内のショップなので、店の一つ一つはこぢんまりとしている。とはいっても、どれもが洗練されたセンスを持っていて、格の違ちがいを感じさせられた。ここで買い物をしようという人たちも、身のこなしや出いで立ちが普通とは違っていた。

「いらっしゃいませ」

　とあるセレクトショップに入ると、上品な声に迎むかえられる。そして、すぐに女性の店員が近づいてきた。

「秋津様、いつもありがとうございます」

　パンツスーツをカッコよく着こなした人だった。馴な染じみの間あいだ柄がらなのか、洲世の顔を見るなり親しげに声をかけてくる。

「なにかお探しでしょうか？」

「ああ。こいつにパーティー用のスーツを見立ててやってくれ。今夜必要なんだ」

　店員にひとこと指さし図ずすると、洲世は慣れた足取りで店の奥へと進んでいく。

「えっ、パ……」

　パーティー？　と聞き返そうとしたら、洲世に視線で止められた。

「かしこまりました。お連れさまは色が白くていらっしゃるから、華はなやかなものがお似合いですね」

「そうだな。目立つようにしてくれていい。ＡＭＥのパーティーだからな」

「え？」

　この言葉には、さすがのおれも声をあげる。なんだか分からないパーティーで目立つなんて、いきなりハードルが高すぎる。

「そんな、困るよっ」

「おまえに地味なものを着せたら、そのミスマッチさに悪目立ちするよ」

　今までの人生から、自分の容姿が良くも悪くも人の注目を浴びることくらい分かっている。それなので、返す言葉が見つからなかった。

「ＡＭＥのパーティーでしたら、多少派手なほうが馴染むと思いますよ。お客様にお似合いのものがありますので、お持ちいたしますね。それまで、こちらでお待ちください──」

　そう言って通されたのは、いわゆるＶＩＰルームというものらしい。

　はしたないと思いつつも、ついキョロキョロしてしまう。洲世は特別感かん慨がいもないらしく、革かわのソファに身を預けていた。

「ちょっと、パーティーってなんだよ？」

「恋こい人びとを見せびらかすには、うってつけの場所だろ？」

「だからって、そんなに派手にっ……」

「しっ」

　声を高くしたおれの口を塞ふさぐよう、キスをされる。

「んっ……！」

　すると、そのタイミングでヒールの足音が近づいてきたのが聞こえた。おれは体を離はなそうと、洲世の腕うでから逃のがれるけれど、強い力がそれを許さなかった。

「失礼します」

　やってきた女性は、おれたちの様子に見て見ぬ振りを決め込んでくれるようで、事務的にお茶を置くと、すぐに「失礼しました」と言って去っていった。

「わざとだろ」

　女性店員が出て行くと同時に、腕を離した洲世を睨にらむ。

「そんなに怒おこるなよ」

「怒るよっ。だいたいパーティーなんて初耳だよ。Ａナントカってなんのこと？　それくらいの基本情報をくれなきゃ、こっちだって困るよっ」

　そういえば、えらく金持ちそうな男だって思っているだけで、洲世のことはなにも知らない。

「ＡＭＥだ。正式名めい称しようは『アクティブ・モーター・エンジニアリング』。おれの親おや父じが経営している会社で、今夜はセントラルホテルで創立記念パーティーがある。そこにおまえを連れて行くつもりだ。内輪ノリだから、気負わなくてもいい」

「てことは、洲世は、そこの……」

「役員ってことになってるな」

　想像通りの言葉にギョッとする。

　父親の会社ってことは、いずれは跡あとを取るんだろう。ってことは、えーっと……。いわゆる『御おん曹ぞう司し』!?　本物のセレブってやつだ。はじめて間近で見るどころか、恋人の契けい約やくまでしちゃったよ。キ、キスまで……。

　だいたいそんな立場の人が、男の恋人を連れていてもいいのか？

　軽く混乱を覚えていると、さっきのパンツスーツの美人が、いくつかのハンガーを携たずさえてやってきた。その手元の商品を見て、思わず口をあんぐり開いてしまう。

「こちらなんか、いいかと思いますよ」

　そういって体に当てられたのは、きらきらしたブラウスで、似合うと言われても複雑な気分だった。着き替がえるよう言われて嫌ではあったけど、洲世の手前、黙って従う。

「うわぁ、どこかの王子様みたいですよ」

　どこかの王子様っていうより、おれにはコスプレにしか見えないんだけど……。

　それからのおれはまな板の鯉こい状態で、店員の思うがままに、次から次へと衣い装しようを替えさせられる。洲世はどう思っているのか、そんなおれの様子をソファに肘ひじをついて観察している。

「そうだな、三番目に着たやつがいいだろう」

　その洲世の言葉を聞いて、少し安心する。今まで着た服の中では、一番フリフリ度が低いからだ。よく分からないデザインだけれど、嫌きらいではない。洲世が指定したものにもう一度着替えさせられると、今度は靴くつなどを合わせられて、鏡の前に立たされた。

「王子なんかじゃなく、やんちゃな感じのほうが似合う」

　おれの全身を眺ながめた洲世は、イメージ作りに満足したように目を細める。

　そして、買った商品をホテルの部屋に届けるよう手配をすると、「次、行くぞ」と言った。

「ええっ、まだあるの？」

　慣れないフィッティングを繰くり返したせいで、疲ひ労ろう感かんがいっぱいだ。

「せめて時計くらいは、ちゃんとしたのをしてくれよ」

　洲世はおれの腕にある時計を見て、呆あきれた声を出した。

「デジタル時計のなにが悪いっ」

　日本が世界に誇ほこるメーカーのものだぞっ。文字盤ばんも見やすいし、防水加工だってしっかりしてるし、機能も充じゆう実じつしていることこの上ないんだから。

「有能なのは知ってるから、もっと色気のあるものをつけてくれ。もう一流品を知ってもいい年とし頃ごろだろう」

　そう言って洲世は、時計だけでは済ませずに、おれの普ふ段だん着ぎやら宝ほう飾しよく品ひんやら、思いつくまま買い物をして回った。

　昼食を摂とってからは美容院に放ほうり込まれて、紫し外がい線せんに傷いたんだ髪かみをカットされる。その間、洲世は用事で出かけてしまったので、パーティーの直前に部屋で待ち合わせした。

　部屋に戻もどるとまず、ショッピングバッグの多さに閉口した。

　買い物をした店々から、フロントを通して運ばれたものだ。手ぶらで買い回りをしていたせいで、どれだけの量を買ったのか分からなくなっていた。

　とりあえず、今夜必要なものだけを取り出してみる。衣装、靴、時計、それから……。

「うっ、わーっ」

　手のひらに収まる大きさの箱を取り出して、急に恥はずかしくなってソファの上に投げた。

　洲世が面おも白しろがって買った、ベッタベタなお揃そろいのリング──。

　店員の前で、揃って指のサイズを測ったっけ。おれはめちゃめちゃ恥ずかしがってるのに、洲世はそんなおれの態度を楽しむためだけに、こんなベタな指輪を選んだのだ。

　いい性格してるよ、まったく。

　指輪はそのままにして、軽くシャワーを浴びてから着替えることにする。

　切ったばかりの髪型のせいか、高級なものに身を包んでいるせいか、鏡に映る自分は別人のようだった。約束の時間を少し過ぎたところで、洲世はやってきた。

「なんだ、浮うかない顔だな」

　ドアを開けて迎むかえ入れたおれの顔を見るなり、そう言う。

「そんなわけじゃないけど……」

　はじめてのことに緊きん張ちようしているのだ。でも、そんなこと洲世には言いたくない。

「朝から色んなところに行って、少し疲つかれただけだよ」

「これからが本番だぞ。しっかり頼たのむよ」

　艶つややかになった髪の感かん触しよくを楽しむように、洲世はおれの頭を撫なでた。

「着替えてくる」

　パーティーの衣装に着替える洲世。着き飾かざった姿に、思わず見とれてしまう。

　黒のスーツは革製で、中に着たシャツは肌はだが透すけて見える。ノーネクタイだけど、首元が淋さびしいとは感じさせない。むしろ、ボタンを三つ外したほうが華やかなくらいだ。

　しかも、そんなそっけないスタイルだというのに、洲世のスマートでいて野性的な魅み力りよくを十分に引き出していた。これが本当の男前っていうんだろうなぁと、その姿を見て思う。

「おまえ、指輪は？」

「あっ」

　ついソファに視線をやると、洲世はおれの視線を辿たどって指輪の箱を取ってきた。

「やりすぎじゃない？」

　照れくささに、つい意見をしてしまう。

「溺おぼれているようで、いいだろう？」

　洲世はおれの左の薬指に指輪を嵌はめる。それから自分の指にもお揃いの指輪をした。

「では、行くとするか」

「う、うん」

「あ、と。その前に……」

　忘れ物か？　と思って首をかしげると、洲世の唇くちびるが近づいてきた。

「んんっ……」

　舌を絡からめとられて、背筋に震ふるえが走るのを感じた。

「……あ」

　もっと……と、縋すがりたくなったところで唇は離れていく。

　快楽を与あたえられて、うっとりとした視線で洲世を見つめると、彼は満足そうにおれを見た。

「これでいい」

　その言い方といい、表情といい、今のキスは色気を出させるための演出なのか？

　複雑な気持ちになったけれど、潤うるんでしまった目を乾かわかすことはできなかった。

「行くぞ」

　そっけない言葉とは逆に、優やさしい手つきでリードをされながら、おれたちは部屋を後にした。





　ホテルで一番大きいという鳳ほう凰おうの間で、パーティーは始まっていた。

「うっ、わぁ……」

　洲世は内輪ノリだって言ったけど、これのどこが内輪のパーティーなんだよっ。

　だって、女の人はドレスなんか着ているし、男だってタキシードが基本だ。こんなにくだけた格好をしているのなんて、おれたちくらいじゃないかと思う。

　ストリングスの生演奏は優ゆう雅がな音色を奏かなで、会場のあちこちで響ひびくグラスが触ふれ合う音も、可愛かわいらしい効果音に聞こえる。人々のお喋しやべりの声すら気品を感じさせた。

　会場に入ると、途と端たんに洲世は人々の視線を集めることになる。

　それは、彼がここの主しゆ催さい者しやである『アクティブ・モーター・エンジニアリング』の御曹司だということが一番の理由だけど、決してそれだけじゃない。

　彼は、パーティー会場という着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよが集まる中にいても、きわめて目立つ存在だった。煌きらびやかなものなど一いつ切さい身につけていないというのに、洲世から放たれるオーラが、客たちの視線を奪うばうようだ。

「あのさ。さっきからずっと気になっていることがあるんだけど」

「なんだ？」

「男の二人組って、おれたちだけじゃない？」

「そりゃあな。今日は同どう伴はん者しやを連れたパーティーだから、普ふ通つうは同性を同伴しないだろうな」

「同伴者って、奥さんとか恋こい人びとだよな」

「まあな。おまえは恋人だからいいんじゃないか」

　でも、異色なコンビなのは確かだ。

　洲世に目を奪われた人たちは、次に隣となりにいるおれに視線をやる。そして、男を同伴していることに不思議な顔つきになる。

「おれを見てるんだよ」

　洲世は、他人の視線に敏びん感かんになっているおれにそう言った。

「なんせＡＭＥにおいては不ふ肖しようの息子むすこだからな、どこへ行っても注目される。男を同伴してきたおれを見て、今度は男の恋人かって呆れているところだろう。話題を提供してやってるんだから、見物料でもいただくか？」

　そんなのおれの緊張を解くための冗じよう談だんだって分かってるけど、「うん」とうなずいて笑っておく。洲世の気き遣づかいを感じて、少し気持ちが緩ゆるんだようだった。

「なにか食うだろう？　料理取ってきてやるよ」

　パーティーは立食形式だ。洲世は、料理の周りにできた人だかりにおれが行きにくいと分かって、自ら申し出てくれた。

　胸がいっぱいだったけれど、それを伝える間もなく洲世は人の輪の中に消えてしまった。

「……シャンパンはいかがかしら？」

　一人になったと思ったら、年配の女性がグラスを持って近づいてきた。

　差し出されたシャンパンを、断るわけにもいかず受け取る。ボロが出るので、あまり人と喋りたくはなかったけれど、向こうから近寄ってきたものを遠ざけることなんてできなかった。

「洲世さんのお連れの人よね」

「ええ、まあ」

　好こう奇き心しんにギラギラした目が、おれの全身を一いつ瞬しゆんでチェックする。そして、特に左手に嵌めたリングをしっかり観察した。ワイドショーに侵おかされたこの年代が、一番怖こわいかもしれない。

「ミズキさんの件があって以来、彼がこの手のパーティーに出席するのも、誰だれかを同伴するのも久しぶりなのよ」

　ミズキ？

　初めて聞く名前だけれど、あえて知っている振ふりをした。おばさんはおれの理解なんて求めていないようで、一方的にペラペラと話を続ける。

「それが、こんな可愛い男の子で、今日のパーティーはあなたたちの話題で持ちきりよ。ほら、周りをごらんなさいな」

　周囲を見るまでもなく、注目されていることなんて承知している。せっかく洲世がそれを意識させないよう気を遣つかってくれたのに、このおばさんのせいで、洲世の気遣いも台無しだった。

「でもね、あんなことがあった後で、男の子を選んでもおかしくないと思うのよ、あたくしは」

　あんなこと……？

「お父様は、過去は忘れて早く家庭を作って会社を継ついで欲しいと思っているみたいだけれど、心の傷なんて簡単に癒いえるものじゃないわよね。コロコロと相手を替かえるより、男の子でも一人に落ち着いてよかったわ。あたくしはあなたの味方よ」

　なんて、言いたいことだけ言って、彼女は去って行った。

　味方なんて言うけれど、気になるようなことばかり言い残していく味方が、いったいどこにいるというのだろう。おれだって気になるのだから、本当に恋人だったら悩なやむに違ちがいない。

「あーあ、芽め衣い子こさんに捕つかまっちゃって、お気の毒」

　今の会話を聞いていたのか、若い男がにやにやしながら現れた。

　女にモテそうな容姿はしているけど、事の成り行きを楽しむように声を掛かけてきたところを見ると、結構な性格をしているらしい。

「あの人はね、秋津の遠とお縁えん。面おも白しろそうな話にはなんでも首を突つっ込みたがる病気だから、あまり気にしないでいいよ」

「そういうあなたは？」

　意識して、なるべく丁てい寧ねいに言葉を言うように気をつけた。少しぎこちないけど、笑え顔がおもつけてみる。効果があったようで、彼の薄はく情じようそうな目は、少し優しくなった気がした。

「北きた村むら誠せい司じ。秋津の同どう僚りようみたいなもんかな？」

「鈴川流です。どうぞよろしく」

　形ばかりの握あく手しゆを交かわす。

「秋津が男に宗しゆう旨し変がえしたっていうから見に来たんだけど、これなら納なつ得とくするね。あいつが女に嫌いや気けがさしたといっても、誰も非難したりできないだろうからなぁ」

「それは……過去に、恋人となにかあったから？」

　黙だまっていればいいのに、おれは気になっていたことを口にしてしまった。

「おや、秋津から聞いてないんだ？」

　北村は、芝しば居いがかった仕草で驚おどろくと、ニヤリと笑う。

「あいつね、恋人を殺しちゃったんだよ」

　一瞬、目の前の男の言葉が理解できなかった。

　恋人を……殺した？　あの、洲世が……。

　おれの知っている洲世は、常にクールな人物だ。まるで凪ないだ海のように、少しの風には波立つこともない。その、洲世が？

「嘘うそだっ」

「嘘じゃないよ。加えて自分も死の淵ふちをさまよっていたわけだけど」

　死……？

「まあ、こんなことあまり人に言える話じゃないからね」

　蛇へびを目の前にした時のような、嫌な気分が広がる。人に言える話じゃないと言いながら、噂うわさを楽しむ主婦のように口を開く北村だった。

「怖くなった？　あいつに嫌気がさしたら、おれのところにおいでよ。可愛がってやるぜ」

　まるで舐なめるように、いやらしい目つきでおれを見た。

「また近々、サーキットで会うだろう。そしたらおれのところに遊びにおいで」

「サーキット？」

　おれの聞き違いでなければ、そこはレースをするところで、洲世や北村に関係があるようには思えないんだけど。

「もしかしたらあんた、おれや秋津の職業を知らない……とか？」

「ＡＭＥの社員だろっ」

　投げやりにいうと、北村はぷっと吹ふき出して笑い出す。

「おれと秋津が？　あはははっ。傑けつ作さくだなっ」

　明らかにバカにした笑いに、おれはムッとした。

　だって、洲世はＡＭＥの役員で、北村は同僚だって言うし……。ん、待てよ。洲世はサラリーマンじゃないって言わなかったか？

　ますます分からなくなって、唇くちびるを噛かんだ。

「そうか、その程度の『恋人』ってわけか」

　ひとしきり笑った後、北村は納得したようにうなずく。

「秋津から金で雇やとわれでもした？　暇ひまつぶしには、いい茶番劇だな」

　おれを洲世の恋人じゃないと決めつけたらしい北村は、恋人じゃない人間には興味がないのか、「ちゃんと働けよ」と厭いや味みを言って去って行った。

　もしかしたらおれは、とんでもない失敗をしてしまったのかもしれない。おれと洲世が恋人同士だってことを認にん識しきさせなきゃいけないのに、初仕事からバレてしまうなんて……。

「なにを呆ほうけてるんだ？」

　血の気が下りてくるのを感じていると、洲世が皿を手にして戻もどってくる。

「あ、ううん。なんでも……」

　洲世は「そうか」と言って、取ってきた料理をおれに手て渡わたした。

「親おや父じに引き合わせようと思ったんだがな。急な出張で海外に行ってしまったらしい」

「そうなんだ」

　おれはちょっとホッとした。だって、こんな大だい企き業ぎようの経営者が、おれなんかの芝居に騙だまされてくれるとは思わないから。

「まあ、噂が耳にはいるだろうし、とりあえずそれでいいか」

「うん。……あのさ」

　洲世の仕事について訊たずねようとしたその時だ。眩まぶしいフラッシュとともに声を掛けられた。

「秋津さん、写真いい？」

「撮とってから聞くなよ」

　さっき洲世は、フラッシュが光ったと同時に、おれを腕うでに抱だきこんだ。カメラから隠かくすように、とっさに取った行動らしい。

「なんだか可愛かわいい子連れてるじゃん。顔見せてよ」

「だめだ。おまえ節操ないからな」

　そう言って、おれをますますガードするように、回した手に込こめられた力が強くなる。

「信用ないなぁ」

「ああ、カケラもないね。だいたい、モータースポーツの連中は、平気で誌面にプライベートを書き立てるんだからな」

　呆あきれたように、洲世はため息をつく。

　モータースポーツ？　さっき北村が言っていたサーキットと、なんか関連があるのだろうか？　おれは洲世の肩かた口ぐちに額を寄せたまま考える。

「とにかくこいつは一いつ般ぱん人じんだから、記事になんてしたら、出るところに出るぞ」

「えっ、マジ？」

「ああ、ついでにおまえのところのオファーは、全部断る」

「そんなぁ～」

　嘆なげく男に、洲世はピシャリと「当然」と言い放った。

「わかったよ、じゃあ秋津さんのピンで撮らせて」

「……仕方ないな」

　おれを庇かばっていた腕を解ほどくと、洲世は一人でカメラの前に立つ。明らかに面めん倒どう臭くさそうな表情だったけれど、その慣れた仕草に思わず見入ってしまう。

「サンキュー」

　数枚シャッターを押すと、男は満足したようだった。

「次の第四戦は、優勝狙ねらいじゃないんでしょう？」

「まあ、今の段階では」

「優勝を外すのも計画のうち……か。もちろん本当の目標は、シリーズチャンピオンだよね」

「……おまえ」

　ジロッと、洲世の眼めが男の姿を捉とらえた。そのひと睨にらみだけで、この場の温度が急激に下がったような気分になる。

「──誰だれにものを言ってるのか、分かってるんだろうな」

　くだらない質問をするなというように、洲世はため息をつく。なにげない仕草なのかもしれない。けれども、万ばん人にんを足元にひれ伏ふさせるようなオーラが発せられていた。

「聞くまでもないです……」

　それまで洲世にタメ口を利きいていた厚こう顔がんな男は、姿勢を正してかすれた声を出した。

　まるで、野生の縮図のようだ。

　オオカミにひと吠ほえされて肝きもを冷やすネズミの姿が思い浮うかぶ。

「分かればよろしい」

　その一言で、男は胸をなで下ろす。そして、これ以上は関かかわるまいというように、クルリと背中を向けた。

「じゃ、また来週よろしく、秋津さん」

　男は調子よくおれにも手を振ふると、逃にげるようにしてこの場から離はなれていった。

「今のは？」

「雑誌の記者。たまにああいうことがあるかもしれないが、おまえの顔は絶対出さないようにするから、安心していい」

「雑誌って？」

「モータースポーツ誌。おれは、レーシングドライバーなんだよ」

　そういった洲世の顔は、なんだか凄すごみのある表情をしていた。

「レーシングドライバー？」

　それって、レーサーってやつだよな。

「知ってるか？」

「ええと、セナとかシューマッハなら知ってる。あ、『ドリブン』って映画も観みた」

「それはＦ１とかＣＡＲＴカートの国際レースだけど、まあ当たりだな。やつらの職業はレーシングドライバー……つまり、レーサーだ。おれもそうだけど」

　洲世はチラッとおれを見た。そして、話を理解しようとしているのを確認してから、続ける。

「おれが基き盤ばんを置いているのは、日本のレース界だ。ＧＴとかって聞いたことないか？」

「その辺までは想像つくけど」

　レースなんて、おれには映画かゲームの世界の出来事だ。それが実際にその仕事をしている人が目の前にいるなんて、信じられない。テレビのなかのヒーローが、突とつ然ぜん現れた気分だった。

「ＡＭＥの役員だって言わなかったっけ？」

「それも事実。まあ、そっちは今のところ名前だけだけどな」

「え、じゃあ、北村ってやつもレーサー？」

　洲世の同どう僚りようだと言った。それならつまり、そうなんだろう。

「北村？　おまえ、あいつに会ったのかっ」

　途と端たんに目つきが険しくなる。北村が嫌いやなやつだっていうことはすぐに分かったけど、この反応は、相当仲が悪いに違ちがいない。

「うん、さっき話しかけられて……」

「なにかされなかったか？」

　なにかってなんだろう。おぞましい感じはしたけど、なにかをされたわけじゃないよなぁ。

「それは平気だけど」

「だけど？」

「──嫌な感じだった」

　はっきり言い切ったのがおかしかったのか、洲世はつり上がった眉まゆを緩ゆるめる。そして「違いない」といって、おれの髪かみをクシャッと弄もてあそんだ。

　そんなおれたちの姿を、周りが息を呑のんで見守っているとは、知りもしなかった。
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　翌日、ホテルをチェックアウトすると、洲世の車に乗り込んだ。

　ちょっと珍めずらしいスポーツタイプの車だった。知的でクールな見かけのくせして、そのフットワークの軽さもなんだか洲世らしい。ペットは飼い主に似るっていうけど、車も同じだろうか。

「う、わぁ……」

　港区に入ると、とある洒落しやれたマンションの地下駐ちゆう車しや場じように車は入った。

　駐車場から延びたエレベーターで最上階までいくと、すぐに部屋のドアが現れる。

見る限り、同じフロアに他ほかに部屋はない。これって、いわゆる『１フロア、１オーナー』ってやつか？

　部屋のほうもかなり広い居住面積があるくせに、２ＤＫという贅ぜい沢たくな間取りをしている。

　広い割に掃そう除じの行き届いた部屋。床ゆかは全面磨みがき上げられたフローリングで、家具も全すべてセンスがいい。けれども、一方で生活臭しゆうのようなものは感じられない部屋だった。

　洲世は、おれを部屋に案内すると、仕事が忙いそがしいようですぐにまた出で掛かけてしまった。

　音もなく、空気も冷たい部屋に一人寝ね転ころんで、やけに高い天てん井じようを見上げた。無味無臭っていうんだろうか、なんだか味気ない部屋だ。洲世は、いつもこんな淋さびしい部屋に一人で帰るのだろうか。

　おれもカギっ子で、誰もいない家に帰るのは慣れているけれど、こんなに心が騒さわいだことはない。だって、玄げん関かんの一いち輪りん挿ざしがおれの帰宅を迎むかえてくれたし、片づけ忘れたテーブルのコーヒーカップや少し開いたドアなんかが、少し前までそこに誰かがいたことを教えてくれた。

　けれども、この部屋にはその温ぬくもりが一いつ切さいない。

　こんなところに住んでいて、洲世は幸せなんだろうかと思う。

「洲世……かぁ」

　彼のほうも、この部屋に負けずに味気ない生活をしているようだった。

　朝は六時起き床しよう。六時半まで近くの公園でマラソン。

　帰宅するとシャワーを浴びて、朝食を食べる。そして、一時間後に再び家を出る。

　八時からはジムでトレーニング。

　昼にまた帰宅して昼食。

　午後はミーティングだったり、スポンサーとの付き合いだったり、オフだったり、日によって違ちがうらしい。

　そして、月に三度はレースがある。レースのある週は、だいたい水曜から日曜まで家を留守にするそうだ。

　──というのが、洲世が車の中で説明してくれたスケジュールだった。

　ああみえて、洲世が朝型の生活なのがなんだかおかしい。

　野宮のところにいた時なんか、昼まで寝てたっけ。起きて、飯食って、テレビ観て、ゲームやって、日が暮れた頃ころにサークルの飲み会から誘さそいがかかったりして。我ながら自じ堕だ落らくな生活だとは思うけれど。

　野宮かぁ……。

　あいつ、今どうしているんだろう？　おれの携けい帯たいに電話くれたりしているのかな。

　深くため息をついてまた天井を睨にらむと、逆さになった視界の端はしに、なにか動くものを感じた。

「……え？」

　人だった。仁に王おう立だちしているような二本の脚あしが、おれの瞳ひとみに映る。

「あんた、誰？」

　こちらが問いかけるより早く、視線の先に佇む人物に訊たずねられる。

「誰……って」

　そっちこそ誰なんだと思い起き上がると、そこには中性的な容姿をした男が立っている。年はおれより少し上だろうか。威い圧あつ感かんすら感じられる美び貌ぼうに、言葉を忘れて見入ってしまった。

「あんた、洲の客人？」

　美人が近づき、きつい目で問う。

「えっと……」

　なんて答えるべきか迷う。けれども、ここはやっぱり……。

「しゅ、洲世の恋こい人びとだけれど」

　おれも負けじと睨みをきかすように、相手を見上げる。洲世とお揃そろいの指輪を、さりげなく相手の視界にいれた。

「ふーん、コイビト……ねぇ」

　そんなことは端はなっから信じていないのか、胡う乱ろんな視線を投げられた。

「名前は？」

　おれの前に立ちはだかった男は、不ぶ躾しつけな視線でおれをジロジロ見る。少し高い目線から見下ろされて、いい気はしなかった。

「……鈴川流」

「なるほどね。また洲の悪い病気がはじまったか」

　独りごとのように言うと、彼はもうおれに興味がないのか、そっけなく視線を外してキッチンへ向かう。

「なんだよ、病気って？　それに、あんた誰だれだ？」

　ふてぶてしい態度にムカついて、男の後に付いてキッチンへ入った。きっとおれより年上なんだろうけど、敬語なんて遣つかう気にはなれなかった。

「おれ？　おれは、洲のマネージャーで葦あし原わら麻ま貴き。あんたが洲の恋人だって嘘うそは分かってるから、安心していいよ」

「う、嘘なんかじゃ……」

　もしかしておれって、役者の適性ゼロなんじゃないか？　ゆうべの北村に続いて、今日もまた嘘が見み抜ぬかれてしまっている。

「そう。じゃあ、もう抱だかれた？」

　おれの言葉なんて全く信じていない様子で、ずいっと正面からおれを覗のぞき込んでくる。

「なっ……！」

　抱かれたって、それって、そういうこと？　思わず言葉に詰つまって、口を金魚のようにパクパクさせてしまった。

「やっぱりまだか」

　その言い方が、負けず嫌ぎらいなおれのカンに障さわった。

「なあ、悪いこと言わないから、早く出て行ったほうがいいよ」

「なんであんたにそんなこと言われなきゃならないんだよっ」

「なんで……って、おれ、洲のマネージャーだもん。洲のプラスにならないと判断したものは、排はい除じよする義務があるんだな」

　排除って……。義務って……。すごい独どく占せん欲よくじゃないか？　そもそも判断基準なんて、この男のモノサシなんだろうし。

「分かる？　洲の身の回りのことを任されているわけ。もちろん、ベッドの相手もね」

「えっ……？」

　今、なんて言った？

「だから、ベッドをともにしている仲なわけ」

　おれの理解力が悪いというように、冷ややかに見られる。

「坊ぼうやには『セフレ』なんて言葉、分かんないか。おれたち、体の相あい性しようバッチリなんだよね」

『セフレ』……。セックスフレンド……ね。

　洲世は明らかに節操なさそうではあったけど、やっぱりそういう相手がいるんだ。性格はキツそうだけれど、その分顔のいい葦原を見て、なんだか納なつ得とくしてしまう。

　チリッ……と、胸の中でなにかが燻くすぶった。

「いいかな、ぼく。洲が男を拾ってくることなんて、日常茶さ飯はん事じなんだよ。ちょっと可愛かわいい子を見かけると、こうして部屋に連れてきちゃうんだから。それはもう、病気のようにね」

　そして、小さなため息をついた。

　男を拾うのが、日常茶飯事だぁ？　じゃあ、恋人の振ふりをするって取とり引ひきはなんだっていうんだろう。おれが適役だなんて言っておいて、別におれじゃなくても誰でもよかったってことか？

　タイミングよく拾った男なら、誰でも。

「ここ」──と、自分の胸を指差した洲世の姿が思い浮うかぶ。

　おれの瞳が胸にひっかかって、気になったと言った洲世。それすらも、ただのナンパの常じよう套とう句くだったんだろうか？

「あーあ、あからさまに傷ついた顔しちゃって。どうせ金目当てなんだろ？　だったら早く手切れ金もらって出て行ったほうが利口だよ」

　葦原は、手に提さげた紙かみ袋ぶくろから小さな容器をいくつも取り出して、冷蔵庫に収めていく。

「金目当てなんかじゃ……」

　ない、とは言い切れない。現にバイト代をもらっている身なんだし。けれども、搾しぼり取ってやろうとか、貢みつがせてやろうなんていった邪よこしまな考えは、ない。

「みんな初めはそんな綺き麗れい事ごとばかり言うんだよね。でも、結局は出て行っちゃうんだ。おれの存在が、相当ストレスになるんだそうだけど。まったく、今の若者は、根性ないんだから」

「そういうやつらと、一いつ緒しよにしないでほしいね」

　気づいたら、そう言い返していた。だって、まるでおれが「根性ナシ」と言われているみたいじゃないか。腹立たしいったらこの上ない。

「ってことは、出て行く気がないってこと？」

「もちろん。出て行く理由が見当たらないね」

　葦原の存在なんか全く気にならないというような素そ振ぶりを見せる。ここで出て行くのなんて、癪しやくだよ。

「無理しちゃって。洲のことなんか好きでもなんでもないんだろ？」

　好きとか嫌きらいとかで括くくれてしまうほど、おれは洲世のことを知らない。けれども、嫌いじゃないことは確かだった。

「そんなの、これが恋こいにならないなんてこと、あんたに断言できないだろ？」

　それは、おれの必死の強がりだった。どちらかというと、葦原を黙だまらせてやりたい一心で口にした言葉だ。

「見かけによらず、強ごう情じようなんだな」

　からかっているのか、葦原は大げさなジェスチャーで両手を広げる。

「大たい抵ていのやつは、おれがこんなことを言えば、すぐに荷物をまとめて出て行くんだけど」

　玄げん関かんに向かって言葉の壁かべを押すように、再度おれを追い立てた。

「あいにくそんなやわな性格してないんだ。洲世も、そんなところがいいんだって」

　その言葉に威い力りよくはあったようだ。葦原は面おも白しろくなさそうな顔をして、おれを睨んだ。

「今までにいないタイプだな。ま、せいぜい頑がん張ばれば？」

　冷蔵庫のドアを閉めると、厭いや味みのような口調でそういう。おれは、そんなトゲのある言葉を無視して、出口を顎あごで示した。用が済んだのなら、早く帰れと言わんばかりに。

「それなら、お手並み拝見させていただこうか」

　まるでゲームを楽しむかのような表情で、葦原は笑いながら帰っていった。





　ちくしょー。なんだっていうんだよ、あの男はっ！

　葦原が帰った後、気晴らしに外へ出た。マンションから一歩踏ふみ出すと、肌はだにじっとり汗あせが滲にじむ。ただでさえイライラしていたおれは、熱気と湿しつ気けにまたイライラをつのらせて、涼すずしそうなショップを見つけては中に入るのを繰くり返している。

　考えてみれば、真夏の午後なんて一番暑い時間だ。こんな時季には外に出るだけでも体力を消しよう耗もうするのに、この暑い中でレースをやるのは大変だろうなぁと思う。

　長なが袖そでのつなぎを着て、フルフェイスのヘルメットを被かぶって、熱くなったマシンに乗り込むのだろう。相当の体力が必要なんだろうな。

　体力……か。

　ふとあることがひらめいて、おれは近くに見えた書店に入った。

　目指すのは、料理本のコーナーだ。『スタミナ料理』とか『バランスのいい食事』とか『スポーツと栄養学』なんて単語に目を留めては、片かたっ端ぱしから手に取る。

　おれの仕事の一つが飯の支し度たくなら、その食事で洲世にスタミナをつけることができないかなぁと思ったのだ。けれどもすぐに、それらの本を閉じて本ほん棚だなに戻もどした。

　おれがそこまでする必要はないんじゃないか？

　洲世からは栄養のバランスに気をつけろとか、そういった類たぐいの注意もリクエストもされていない。だったら、普ふ通つうにやっていれば十分じゃないか？

　そう気づいて、自分のやろうとしていたことが、なんだかバカらしく感じた。愛妻ならまだしも、男のおれがこんなことしてどうするよ？　なんだか急にアホくさく思える。

「やめたっと」

　体の方向を変えると、雑誌のコーナーに向かった。ストリート系のファッション誌を何冊か立ち読みして、そのまま店を出ようとした時、スポーツ誌のコーナーの前で立ち止まった。

「そうだ」

　モータースポーツ誌になら、洲世の情報が載のっているかもしれない。おれはそういうのに詳くわしくないから、オフィシャルな情報くらい仕入れておくべきだろう。

　整然と並んだ雑誌の中から、モータースポーツに関する雑誌を探す。

「あ……」

　声にならないつぶやきを漏もらすと、無意識に手はその雑誌を引き寄せる。

　表紙は見知った男の顔。そう、秋津洲世が飾かざっていたのだ。

　黒いレーシングスーツを着て、憮ぶ然ぜんと腕うで組ぐみをする洲世。その冷ややかな視線が、とてもスポーツ選手には見えない。専門誌らしいその雑誌を開くと、巻頭に洲世の特集が組まれていた。

『日本で一番Ｆ１に近い男』と、キャッチコピーにはある。

　レース中に写したらしい写真のどれもが、おれの知らない洲世の顔をしていた。

　表紙の余よ裕ゆうを纏まとった洲世とはまるで違ちがう、とても真しん剣けんな表情だ。なにかを耐たえているような、ギリギリで余裕のない表情ばかり。戦う男の顔だった。

　記事によると、十代から天才ともてはやされていた洲世は、昨シーズンにＦ１のシートも間近と噂うわさされた矢先、生死をさまようような大事故を起こしたらしい。

　それが原因でＦ１の話も白紙になり、昨シーズン後半は怪け我がの治ち療りようでレースを棒に振ったという。しかし、今シーズンの滑すべり出しは良かったらしく、Ｆ１のシート獲かく得とくも近いだろうと書かれている。それが実現すれば、日本で九人目のＦ１ドライバーということになるらしい。

　この傷……。

　ちょうどアップになった右のこめかみの辺りに、割と大きな傷きず痕あとが見えた。

　普ふ段だんは長めの前まえ髪がみで隠かくれているけど、ヘルメットを脱ぬいだ直後の額があらわになったショットでは、その傷がどれだけ深いものかが窺うかがえる。

　綺麗な顔立ちをしている分、その傷は痛々しかった。

　死の淵ふちをさまよったって、北村が言ってたっけ。それは、この傷と関係あるんだろうか。

　こんな傷を作って、命に関かかわるような事故を起こしてまでやりたいことがなんなのか、おれにはよく分からない。

　けれども、洲世は出会ってしまっているんだ。命を懸かけてもやり遂とげたいことに。

「かなわねぇよ、な……」

　一つため息をつくと、雑誌を閉じて元の位置に戻した。そして、料理本のコーナーへと戻る。

　あんなギリギリの表情を見せつけられたら、応おう援えんしないわけにいかないじゃないか。ここで無視を決め込むような心ない真似まねなんて、おれにはできない。

　それに……。

　葦原が洲世の周りから余計な人間を排はい除じよしようとしているのも、本当に洲世のためなのかもしれない。雑誌にチラッと葦原の横顔が写っていたところを見ると、ヤツはヤツなりに必死で洲世を支えているのだろう。

「うっそだろ……」

　さっきこのコーナーに立ち寄った時は気づかなかったけど、洲世の表紙以上に驚おどろく表紙を見つけてしまった。

　その名も『葦原麻貴のバランスのいい食しよく卓たく』だ……。

　忘れられないあの顔が、おれに向けられた憎にくらしいものと違ちがって、綿わた菓が子しにくるまれたように柔やわらかく笑っている。

「なにこれ、別人じゃん」

　どうりで一度目に気づかなかったわけだ。

　本を手に取ってみる。もちろん最初に見たのは、著者紹しよう介かいのページだった。ここには『料理研究家』と書いてあるけれど……。

　おれは本をめくって中身を眺ながめた。料理のレシピ本というよりは、葦原の写真集のようだった。いかにも奥様たちのアイドルをしている葦原を背筋が凍こおる思いで見ながら、決意を固める。

　せめて、葦原からバカにされない栄養管理をしてやるーっ！　と。

「よしっ」

　覚かく悟ごを決めて、本を三冊ほど選ぶとレジに向かう。

　あえて葦原の本は隅すみに押しやった。葦原の本職が料理研究家なんだか洲世のマネージャーなんだか分からないけど、おれの負けず嫌ぎらいをチクチクつついているのは確かだった。





　あー、もうっ。むしゃくしゃするっ！

　昼間の一件以来、ふと葦原の顔を思い出してはイライラを募つのらせている。

　そんな精神的によくない時間が、夜までずっと続いていた。

　でも、あんなヤツでも料理の腕はさすがにプロらしい。葦原が冷蔵庫に置いていった容器には、色とりどりの野菜を中心とした料理が何品も入っていた。

　少し味見をさせてもらったけれど、見た目だけでなく味も絶ぜつ妙みようだった。おれの作る大おお雑ざつ把ぱな料理とは、格も品も違うようだ。そんなところまで負けていて、すごく悔くやしい。

「なんだ、不ふ機き嫌げんだな」

　声に振ふり返ると、ムカツクくらい整った造作をした男がいた。

「おかえりっ」

　洲世に罪はないけれど、ついトゲトゲしい口調になってしまう。

「ああ、ただいま」

　自然に返ってきたその返事を聞いて、なんだかますます腹が立った。

　まだ出会って三日目なのに、「おかえり」「ただいま」なんて挨あい拶さつしてるなんて変だ！

「なに膨ふくれてるんだよ。生理か？」

「そんなの元からねぇよっ。飯にするから、早く席に着きなよ！」

　八つ当たりのように言ったのに、洲世ときたら楽しそうにクスッと笑ってテーブルの定位置についた。

「見事だな。レストランでバイトでもしてたか？」

「こんなの料理のうちに入らないよっ」

　火を使ったのなんて、パスタをゆでた時とパプリカの肉にく詰づめを焼いた時くらいだ。

「おれには十分に料理に見えるけど」

「うーん、そうだろうなぁ。あのキッチンの様子じゃね」

　鍋なべやらボウルやらの調理器具は、モデルルームのように揃そろっていた。けれども、使われた形けい跡せきは全くない。本当に料理をしないんだろうなぁと思った。

「せっかくの広いキッチンなんだから、もっと使ったほうがいいよ」

「だったらおまえが有効活用してくれよ。足りないものはなんでも買っていいから」

「え、マジ？　だったら炊すい飯はん器と米買おうよ！」

　あれだけ調理器具が揃っているというのに、この家には炊飯器がないのだ。

　十八歳の男がねだるものとは思えないけど、家で米が炊たけるのと炊けないのとでは、食生活が大きく変わってくるのだ。自分の飯のためにも、これは死守したい。

「いいよ。好きなの買いな」

　洲世だって、こんなの欲しいなんて言われたのは初めてだろう。半分呆あきれたように笑った。

「今まで外食ばかりだったわけ？」

「いや、スポーツ選手だから外食は控ひかえてるが、マネージャーが作り置きしてくれてるよ」

　マネージャーとは葦原のことだろう。その名前を聞いて、また面おも白しろくない気分になる。

「流？」

　急に苦い顔をしたおれを、不思議そうに洲世は見る。

「……ああ、分かった」

　しばらく黙だまっておれの様子を観察していた洲世は、なにか閃ひらめいたような表情になる。

「麻貴が来たんだな。このマリネはあいつの味付けだ。おまえ、それでムクレているんだな」

「ムクレてなんか！」

「いないって？　じゃあ、眉み間けんにシワを寄せるのは、おまえの癖くせか？」

「っ……癖だよ。悪いな」

　なんだか全すべてを見み透すかされてしまっているらしい洲世には、反発しても無む駄だなように思えてきて、おれは浮うかしかけた腰こしを下ろす。

「なにか言われたのか？」

「そりゃー、おつりが来るほど」

　そういったおれを、洲世は鼻で笑った。

「気にするなよ。あいつがキツイことを言うのは、おまえのことを気に入った証しよう拠こだ」

「嘘うそばっかり。おれのことなんか完全敵視だよ。あんたたちの事情に、おれを巻き込まないでほしいね」

「おれたちの事情？　そんな複雑な関係じゃないけどな」

「よく言うよ、セッ、セックスしてる仲なんだろっ」

「もしかして、嫉しつ妬としてるのか……？」

「まさかっ」

　そんなのとは無む縁えんの話だけど、葦原がそのことに妙な優ゆう越えつ感かんを持っているのが気に入らない。

「ムキになってる」

「なっ、なってないよ。ムキになんて！」

　慌あわてて否定すると、洲世は「そうだな」って子供をあやすように言った。

　なんだよ、その余よ裕ゆうはっ。洲世との差を見せつけられているようで面白くない。フンッと横を向いて、ふと気づいたことを口にした。

「……なあ、恋こい人びと役が欲しいなら、なんであいつに頼たのまねぇの？」

　実際にエッチしている仲なら、それが一番自然だろう。

「あいつはおれのパートナーだからな。職場の恋れん愛あいが御ご法はつ度となのは、どの世界も同じだよ」

「でも、葦原は洲世のことが好きみたいだけど」

　おれなんか引き込まなくても、二人で勝手によろしくやってればいいんじゃないのか？

「麻貴がおれのことを好きなように見えるか？」

「ああ、見えるとも。あんな美人、あんたもまんざらじゃないんじゃねーの？」

　トゲのある言い方になったのが、自分でも分かる。

「おれのことは、好きなことに変わりはないんだろうけどな」

　それはどういうことなのかもっと詳くわしく聞きたかったけれど、プライドが邪じや魔まをしてそれ以上は聞けなかった。

　いったい、なんだっていうんだ？　おれには洲世と葦原が好き合っていながらも、気持ちを誤ご魔ま化かしているようにしか思えない。ってことは、おれは、この二人の茶番劇に付き合わされているだけってことか。

　目の前の洲世は、なにを考えているんだろう？

　フォークを持つ手を止めて、その漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを探さぐるように見た。一見して冷たく見えるその瞳ひとみから、そう簡単に答えが導き出せるはずがない。

　今、誰だれのことを思ってる？

　少しはおれのことも考えたりしてるのか？

　そう思うと沸ふつ々ふつとした怒いかりも消え、代わりに得体の知れない虚むなしさに襲おそわれた。

　母子家庭のせいで保育所通いが長かったせいか、自己顕けん示じ欲よくが強いんだよね。

　おれのことをもっと見て欲しくて、よく先生を困らせるような真似まねをしたっけ。さすがにこの年になってそんな真似はしないけど、目の前にいる人がおれのことを考えていないのは、痛いほど分かる。

　もっとおれのことも見て欲しい。

　もっと知って欲しい。

　もっと気にかけて欲しい。

　せめて、おれと一いつ緒しよにいる時くらいは、おれのことを考えて欲しい。

「流？」

　名前を呼ばれて、ハッと我に返る。

「どうした？　おれの顔になにかついてるか？」

「根こん性じようの悪そうな、目と鼻と口……」

「魅み力りよく的の間ま違ちがいだろう」

「だーれがっ」

　ふと、和なごんだ空気が流れるのを感じた。洲世の注意が向くだけで、おれの心も浮ふ上じようしてしまう。会って間もない、世代も違う相手なのに、なにか通じるものがあるような……。

　おれの猫ねこっ毛をかき混ぜてくる洲世の大きな手のひらを、受け止めていた。





「……ん」

　息苦しさに、深い眠ねむりから覚かく醒せいする。短く継つがれる呼吸を、耳が捉とらえていた。ちょうど耳元のあたり、荒あらい呼吸に混じってうなるような声も聞こえる。

　それが洲世のものと分かるまでに、それほど時間はかからなかった。

「な、なに……？」

　まだぼんやりしていた思考回路が、急に動き出す。

　洲世の大きなベッドの上で、いつの間にか背後から抱だきかかえられるようにして眠っていた。

　長い腕うでがおれの体に巻きつき、なにかに縋すがるように腕に力が込こめられている。

　もしかして、夢にうなされている？　あの洲世が……？

　そんなことがあるわけないと思いながらも背後の洲世の様子をじっと窺うかがっていると、不規則に乱れた呼吸に混じって、言葉にならない言葉がかすかに聞こえた。

「……洲世？」

　ゆっくり振ふり返ると、そこには強く目を閉じて、深いシワを眉間に刻んだ洲世の顔があった。

　唇くちびるが小さくわななき、喉のどが酸素を求めて小刻みに震ふるえている。

「……み、ずきっ」

　──ミズキ？

　震える声でそう言ったかと思うと、次の瞬しゆん間かん、洲世は短く叫さけんで体を揺ゆらした。

「洲世っ。おい、起きろよっ！」

　なんだかものすごく恐おそろしかった。洲世の目が開くまでの一瞬が、永遠のようにも感じた。

「……っ」

　パッと、洲世の両目が開く。その瞳にまた出会えたことに、いいようのない安あん堵どを覚える。

「洲世？」

　息を継ぐ肩かたの波が、徐じよ々じよに小さくなる。そして、しばらく焦しよう点てんが合わずに天てん井じようをさまよっていた視線が、ゆっくりとおれの許もとへ下りた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　静かに声をかけると、洲世は一瞬息を呑のむ。そして、自分の身の上に起きていることをやっと把は握あくしたかのように、長いため息をついた。

「悪い夢でも見た？」

　洲世はぐったりして、疲つかれたように目を閉じる。そして、おれの腕を引いて胸に抱きこんだ。はだけた胸むな元もとは汗あせで湿しめっていた。ドクドクと大きく心臓が早はや鐘がねを打っている。

「死ぬかと思った」

　初めて聞く弱気な声に、おれはとっさに洲世の半身を抱きしめていた。そうでもしないと、洲世が闇やみに溶とけてしまいそうだった。

「大丈夫、生きてるよ」

「ああ……」

　それでもまだ不安があるのだろうか、洲世の手は無意識におれの背中を抱いていた。

　まるで、人の体の温ぬくもりを確かめるかのように。

「気にするな、いつものことだから」

　覇は気きのない声でそう言うけれど、こんな状態の洲世を気にせずにはいられない。

「水、持って来ようか？」

　体を浮うかせると、強い力で戻もどされる。クルリと方向転てん換かんさせられて、洲世はおれの上に覆おおいかぶさってきた。

「そんなのいいから、ここにいてくれ」

　まるでおれを逃のがすまいとするかのように抱きしめてくる。こんな状態の洲世を無下に扱あつかうわけにもいかなくて、おれはやつの好きなようにさせていた。

　──ミズキ。

　洲世は、確かにそう言った。まるで大切な者と引き裂さかれるみたいな悲鳴だった。

　あの一瞬、隣となりにいるはずの洲世が遠くへ行ってしまったように感じて怖こわかった。それほどまでに洲世の叫びは悲痛で、見ているこっちが不安になるくらいだった。

　そういえば、北村がパーティーで気になることを言っていたっけ。

　──恋人を殺しちゃったんだよ。

　ニヤケながら言う北村。あの言葉は、本当だったのだろうか。

　すごく知りたくて仕方がなかった。それを問うことは簡単なのに、自分に縋りつく洲世を見ると、なにも聞けなくなってしまう。

　このプライドの高い男をこれほどまで苦しめている『ミズキ』の正体っていったいなんなんだろう。こんなにも洲世を揺さぶる存在って──。

　それは、夏の虫が水銀灯の甘い光に吸い寄せられるようなものかもしれない。無防備に近づいてはいけない領域に思えた。

「流……」

　低く、そして静かに名前を呼ばれる。瞳を覗のぞかれて、覗き返すと全身が総毛立った。出会ったのは、恐ろしいほど真っすぐな洲世の眼まな差ざしだった。

「怖くなんか……ねぇよ」

　心を見み透すかされた気がした。一瞬でも洲世を怖いと感じてしまったことを。けれども、強がりを口にしてしまうのは、なぜなんだろう。

「頼たのもしいな」

　ふと、瞳が緩ゆるむ。

　その洲世の表情の変化におれも肩の力を抜ぬくと、唇が重なった。

　おれの存在を唇で確かめるような、色気のカケラもないキスだった。決して深くはならない探さぐるようなキスに身を委ゆだねると、洲世の不器用さがなんだか可愛かわいくすら思えてくる。

　きっと、今まで拾ってきた少年たちにもこんな実直な瞳を向けていたんだろう。洲世のうわべのカッコよさや経済力に惹ひかれて付いてきたやつだったら、こんな問題ありの男の許もとには長くいられないよなぁ。洲世が拾ってくるらしい、若くて可愛いタイプのやつらに、洲世の存在を受け止めきれるはずがなかった。

「そっか、だからおれなんだ……」

　唇を離はなしてひらめきを口にすると、洲世はかすかに片かた眉まゆを上げる。

　今までずっと洲世の言葉を額面どおりに受け取っていたけれど、本当の理由はここにあるのだと感じた。偽ぎ装そう恋こい人びとを仕立てるわけ……それは結けつ婚こんを迫せまる親への牽けん制せいなんかじゃなく、単に一緒に眠る相手が欲しかったんだ。

「おれのこと、ただの美少年だったら声なんかかけないって言ったろう？」

　なぜおれを拾ったのかと初めに訊たずねた時、洲世は確かにそう言った。そして、何かを強く秘ひめたおれの目が気に入ったとも。

「ああ、おまえならおれから逃にげ出さないだろうと思ったんだよ」

「逃げたりなんかしないよ」

　逃げたり弱気になっていたりしたら、洲世のことなんか一生分からない。

　ただ寄り添そって一緒に眠ること、それはいつまで続ければいい？　どうしたら洲世を一人ひとり寝ねの淋さびしさから解放してあげられるのだろう。

「おれのこと、好きになったか？」

「だーれが。乗りかけた船に身を任せているだけだよ」

　言い返すと、洲世は「フフン」とまたムカツク笑いを返してくる。

　なんだか腹が立ったけど、いかにも洲世らしい反応で、なんだか安心した。

　そしておれたちは、嘘うそのようになにも進展のないまま、寄り添って眠ったのだった。





「流、起きられるか？」

　軽く頬ほおを叩たたく刺し激げきに、ゆっくりと瞼まぶたが上がる。

「んんー？　なに？」

　薄うすく開いたブラインドから、朝の柔やわらかい日差しが入り込んでいた。

「マラソンに行くけど、付いてくるなら早く支し度たくしろよ」

　洲世はＴシャツを着ながら、おれの顔を覗き込んでくる。

「あ、そうだった。行くっ。ちょっと待ってよっ」

　慌あわてて飛び起きると、身支度もそこそこに洲世の後を追った。

　そう、おれは洲世の仕事に付き合いたいって、自分から言ったんだっけ。とはいえ「マラソンは長いスプリント」と言う洲世に追いつけるよう、マウンテンバイクで洲世を追う形になる。

　そのスピードは、本人が言っていたようにとても速かった。慣れないマウンテンバイクのせいもあって、洲世の背中を追いかけるのがやっとだった。

　いつも走っている決まったコースなのだろう。洲世は歩を緩ゆるめることなくきっかり三十分を走り通してマンションへと戻った。

「お疲れっ」

「ああ……」

　エントランスで初めて足を止めた洲世に声をかけると、やつはタオルで額の汗を拭ぬぐいながら、すうっと目を細めた。

「なんならおまえも一いつ緒しよに走るか？」

「じ、冗じよう談だん。おれがあんたのスピードについていけると思って？」

　降りてきたエレベーターにマウンテンバイクごと乗り込んで、部屋の階かい床しようボタンを押した。

「鍛きたえ甲が斐いはありそうなんだけどな。なにかスポーツやってただろ？」

「えっと……、バレーを少々」

　答えに怯ひるむおれを見て、洲世は意地悪そうに笑った。

「ああ。セッターか」

「うるさいなっ。そういう洲世は、なにやってたんだよ？」

　カタンと小さな振しん動どうを伝えて、エレベーターの扉とびらが開く。洲世はカードキーでドアを開くと、通路にマウンテンバイクを停とめるおれを待って部屋に入った。

「おれが中高生の頃ころは、もうプロだったからな。部活なんて縁えんがないな」

「ええっ、その頃からすでにプロ？」

　玄げん関かんで立ち止まったおれを、中へ入れと目で促うながす。慌てておれは靴くつを脱ぬいで部屋に上がった。

「プロになったのは十四の時だ。その頃は、レーシングカートだったけどな」

「ふぇ～」

　感かん嘆たんとも賞賛ともつかないため息がこぼれる。

「その話、もっと聞きたいっ」

「まぁ、待てよ。ジムに行きゃ喜んで話してくれるやつがいるから」

　そう言って洲世は、シャワーを浴びに行った。

　昔の洲世の話を知ってるやつって誰だれだろう。考えるとなんだか心が躍おどる。けれどもその答えは、スポーツジムに入るや否いなや明らかになった。

「あーっ！　なんだ、あんたか……」

　トレーニングマシンが置いてある部屋に入ると、見知った姿にガッカリする。

「なんだよ、失礼な挨あい拶さつだな。居い候そうろうのくせに」

　朝からさっそく葦原の登場だった。

「居候じゃなくて、ど・う・せ・い。恋こい人びとなんだよ。疑うなら洲世に聞けば？」

　あえて指輪を嵌はめた左手を葦原に突つき出してそう言う。

「ふん。今時プラトニックな恋人なんて、聞いたことないね」

　またおれを小バカにするようにそういうと、葦原は洲世に近寄ってするりと腕うでを絡からませた。

　そして、部屋におれたち以外誰もいないのをいいことに、おれの前で濃のう厚こうなキスを交かわす。

「なっ、なにやって……！」

「なにって、朝の挨拶だよ」

　白々しくいう葦原。洲世もそれを面おも白しろがって受け止めちゃってるだなんて、いったいどんなスポーツ選手とマネージャーの関係なんだよ。この場についてきたことを、後こう悔かいした瞬しゆん間かんだった。

「なんであんたがいるんだよ？」

　洲世はトレーニングに入ってしまったので、仕方がなく残された葦原とベンチに並んで座る。

「口のききかたを知らない坊ぼうやだなぁ。おれのほうが年上なんだから、『葦原さん』だろ？　うーん、百歩譲ゆずって『麻貴ちゃん』でも許すとするか」

　おやっ？　と思った。昨日と違ちがって、最後の辺りは冗談が混じっているように聞こえる。

　その理由は明らかだった。葦原の視線の先には洲世がいるのだ。洲世を見ているから、葦原は無条件で機き嫌げんがいいというわけだ。

「なんでここにいるかって？　おれ、マネージャーだって言わなかった？」

「マネージャーの域を超こえてるんじゃないか？　第一あんた、料理研究家の仕事はどうしたんだよ？」

「……ふーん、色々とお詳くわしいことで」

「別に、んなことないけど」

　偶ぐう然ぜん知っただけで、葦原に興味を持って色々調べたなんて思われるのは心外だ。

　それにしても、葦原からトゲが出ていないせいか、今日は割と普ふ通つうに会話ができている。

「そっちの仕事をしている時以外は、こうして洲の側そばにいるってこと。最近は忙いそがしくて、あまり付いてまわれてないけどな」

「どっちが本職なわけ？」

　不意に湧わいて出た疑問を口にすると、葦原は眉をひそめた。

「どっちだろうな。料理の研究を始めるきっかけは洲だったんだから、やっぱりマネージャーが本職かな」

「どういうこと？」

　おれが思っている以上に、この二人の付き合いは長いらしい。

「おれと洲、中学の同級生だから」

「え、ええ～っ！」

　……ってことは、二十六歳？　見えない、絶対に！

　まだハタチそこそこだと思っていたのに。

「そんなに驚おどろくなよ。失礼だな」

　ムッとしてそう言うけれど、洲世と同級生だなんて知ったら、誰でも驚くだろう。

「同級生のよしみで、まだ洲がアマチュアの頃から手伝いをしてたんだな。初めはサーキットで世話を焼くくらいだったけど、洲がプロになって勝ち進んでいくうちに栄養管理までするようになって、今に至るというわけ。言っちゃなんだが、キャリアは洲並みに長いんだぜ」

　そりゃ、洲世と一緒に歩んできたわけなら、そうだろう。

「中学生の時から、プロだったって聞いた」

「もう天才としか言いようがなかったな。速いのはもちろんなんだけど、それに加えて勉強家だから、その辺のメカニックよりマシンのことはよく分かってるし、なにかマシンにトラブルがあったとしても、それをいち早く察知して回かい避ひする能力もあるから、誰も敵かなわないんだよ」

　目をキラキラさせて洲世を語る姿が、なんだか憎にくらしい。

「普通はそんな能力はないわけ？」

「ないね。天才なんて言われるドライバーほどバカボンだから、マシンに異常があってもどうおかしいのかエンジニアに伝えられないんだ。だから、セッティングが完かん璧ぺきな時はものすごく速いけど、そうでない時はものすごく遅おそい。それが洲の場合は、たとえセッティングが悪くても、最善の方向へ持っていけるってわけ」

「それって、負け知らずなんじゃ」

「そうだよ。だからあいつは強いんだ」

　そういう葦原の顔が誇ほこらしげに輝かがやいていて、おれは却かえって疎そ外がい感かんのようなものを感じる。

　洲世の勝利は決して一人で勝ち取ったもんじゃないって。葦原が支えていたからこそなんだってことは聞かなくても分かる。

　だからなのか、意地悪な質問をしてみたくなったのは。

「でも、去年は不調だったって。せっかくのＦ１のシートを逃のがしたって雑誌で見たけど」

　その一言は、思った以上に打だ撃げきが大きかったらしい。

　葦原は一瞬目を見開き、唇くちびるを噛かんだ。

　自信たっぷりで強い口調の葦原が、反はん撃げきの言葉を忘れて視線を足元に落とす。そんなつもりじゃなかったのに、穿うがったところを突いてしまったようだ。

「あの事故は、洲のせいじゃない……。ミズキがっ……！」

　声を絞しぼり出すようにそれだけ言うと、ギュッと固く口を閉とざす。

「洲世のせいじゃないって、どういうことだ？　ミズキって？」

　また『ミズキ』だ。

　昨夜の洲世を思い浮うかべて、胸がツキンと痛んだ。洲世を、あんな風にしてしまう相手……。

　パーティーのあの日から、この名前が洲世について回っているように感じる。けれども葦原は、おれの問いには答えなかった。

　それどころか、あからさまに不機嫌なオーラを出して、「用事を思い出した」と言って帰ってしまったのだ。明らかにおれは、やつに関する地じ雷らいを踏ふんでしまったらしい……。それも、相当大きな地雷を。

「麻貴はどうした？」

　トレーニングに区切りをつけてやってきた洲世は、葦原の姿がないことに、もの問いたげな視線を向けてくる。

「なにか用事を思い出して帰ったよ」

「そうか」

　あ……まただ。目の前におれがいるというのに、おれのことなんか心にない。

　出会ったばかりのおれと、ずっと一いつ緒しよにいる葦原では違ちがうんだってことは分かっているのに、せめておれの前にいる時はおれのことを考えて欲しいと思ってしまう。

「洲世……」

　だから、思わず名前を呼んでしまった。

「なんだ？」

　おれを見た洲世は、驚いた顔をしている。

　それもそのはず。おれも自分に驚いたんだ。自分自身が出した、淋さびしそうな声こわ色いろに。

「なっ、なんでもないっ！」

　焦あせって首を横に振ふる。いかにおれが疎外感を感じたからって、葦原に嫉しつ妬としてどうするんだ？

「本当になんでもないのか？　おれのこと、気になるんだろう？」

　キランと瞳ひとみが光ったように感じた。やばい、オオカミの前でウサギになっちゃったよ、おれ。

「ほんとーにっ、なんでもないっ！」

　嬉うれしそうに近づくハンサムに、睨にらみを利きかせるのがやっとだった。





　それからというもの、おれが洲世のトレーニングに付き合うのは日課となった。

　おれがいたからって、洲世になにかをしてあげられるわけじゃないんだけど、とりあえず努力する姿というものを見守っている。

　葦原は、あれ以来姿を現していなかった。

　おれが踏んでしまった地雷とはなんだろう。それは今もなお、洲世と葦原の心の奥に埋うもれている。それから逃れるように、洲世は毎日トレーニングに打ち込んでいる風にも見える。

「おや、奇き遇ぐうだな」

　洲世の気が散らないよう、ロビーのベンチに座っていたら、誰だれかに肩かたを叩たたかれた。

「北村……さん」

　振り返ると、そこにはトレーニングウェアに身を包んだ北村が立っていた。

「ふーん、まだ続けてるんだ。恋こい人びとごっこ」

　からかうような口調に、墓穴を掘ほらないようそっぽを向くと、わざとらしく北村は隣となりに座ってくる。

「まったく、どいつもこいつも秋津のことばかり……。いったい、あいつのどこがいいわけ？」

　洲世の周りにいる人間を全すべて否定するようなセリフ。そして、とても厭いや味みったらしい言い方だった。

「あんたに洲世のなにが分かるっていうんだよ」

　ムカッとして、思わず食ってかかったら、北村は一いつ瞬しゆんひるんだ顔をした。

「意外と威い勢せいがいいんだな。そういえばミズキも、おとなしいようでいて押しが強かったっけ。ふーん、こういうのが好みなのか……」

　その聞きなれた名前に、体がビクッと反応する。肩を揺ゆらしたおれを見て、面おも白しろそうに北村は笑った。

「ミズキ……も？」

「そう。あの子も秋津にべったりだったな。今のおまえといい勝負だよ。ま、彼女に関しては、最後はひどいもんだったけど……」

　わざとだろう。北村は気になる言葉をおれに放ほうる。簡単に乗ってたまるかと思いながらも好こう奇き心しんの誘ゆう惑わくには勝てなかった。

「ひどい？　それってどういうこと？　ミズキはなんで──」

　なぜ死んだのかという質問は、言葉にできなかった。信じたわけじゃないけど、はじめに北村と会った時、彼は洲世が恋人を殺したと言っていた。口にしたら本当になってしまいそうで怖こわかったんだ。

「秋津がミズキを追いつめたんだ。気になるなら、秋津に聞けばいい」

　そんなの聞けないことを知って、北村は上じよう機き嫌げんでその場を去って行った。





「どうした、退たい屈くつしたか？」

　座っていたベンチの上方から声が聞こえて、落としていた視線を上げる。そこにはトレーニングに汗あせした洲世の顔があった。

　北村の残した言葉を考えていたせいで、自然とふさぎこんだ表情になってしまったらしい。それを気にかけてくれているのか、洲世はトレーニングを中断しておれの顔を覗のぞきにやってきたようだ。

　ミズキのことが本人に聞けたなら、どんなに楽になるか分からない。

　──楽？

　ううん、それは決していい話ではないだろう。もしかしたら、洲世の古傷を無理やり開くような真似まねかもしれない。だいいち、おれはその話を聞くのが怖い……。けれども、ミズキが洲世にとってどういう存在だったのか、知りたくて仕方がなかった。

　そんな自分の心を、矛む盾じゆんしているなぁと思うけれど。

「全然。それより、気が散るならそう言って？」

　額に汗あせを浮かべた洲世にスポーツドリンクを渡わたすと、彼は一気に飲み干した。

「平気だよ。体を作り上げるためのトレーニングじゃないからな」

　洲世がこうして毎日ジムに通っているのは、体力維い持じのためだった。もう体は理想のものにできあがっているから、これ以上筋肉をつける必要はないらしい。

「最近、よくそんな顔をしているな」

「顔？」

　つ……、と指先で顎あごに触ふれられて、顔を上げる。

「なにか浮かない表情をしている。おまえの友達のことでも考えてるのか？」

「友達……？」

　少し考えて、それが野宮のことを指していることに気づく。野宮には悪いけど、あいつのことで悩なやんでいたなんて、ここのところすっかり忘れてしまっていた。

「やだな、なんでもないってば。昼食のメニューを考えていただけだよ」

　野宮のことなんて忘れていたことも、気づけば洲世のことを考えていることも、どちらも誤ご魔ま化かすように、あははと笑う。

「そうだ。今日、ジムの帰りにスーパー寄ってよ。車で行かなきゃ買えないものとかあるんだよね。米とかさ」

「スーパー？」

　洲世は、びっくりしたようにおれを見て、とある高級スーパーの名前を口にした。

「そんな高級なところじゃなくて、近所のスーパーで十分だよ」

「スーパー、ねぇ……」

　なにか考えているような様子だった。

　もしかして、洲世みたいなハイソサエティは、スーパーなんて行かないのかな？　ちょっと変なことを言ってしまったのかもしれないな。

　なんたって『Ｆ１に一番近い男』なんだし、そんな生活感溢あふれる場所に行くはずがない。

「店に入らなくても、駐ちゆう車しや場じようで待っててくれればいいよ」

「え、なんでだよ。そんなのおかしくないか？」

　譲じよう歩ほして言ったつもりなのに、非難されてしまった。

「えーと、だって、スーパーで買い物なんて、カッコ悪くて嫌いやだろう？　もしかしたら、洲世を知ってるやつがいるかもしれないし」

「別に、カッコ悪いなんて思わないけど。面白そうじゃないか」

「えーっ？」

　意外な答えに、こっちがびっくりする。

「だって、さっき一瞬躊ちゆう躇ちよしたじゃん。嫌なのかと思った」

「そんなことはない。ただ、スーパーに行きたいなんて言われるのが初めてだったから、面めん食くらっただけだよ」

　そして洲世は、「おまえって変なやつ」と言って、お決まりのようにおれの髪かみをクシャッとかき混ぜる。仔こ猫ねこや仔犬にするようなそんな仕草、本当なら屈くつ辱じよくに思うようなことなんだけど、洲世の大きな手のひらでされると、なんだか心地ここちよく感じる。素す直なおに嬉しかった。

「それなら早く行くぞ」

「行くぞって、今から？　まだトレーニング終わってないだろ？」

「息いき抜ぬきも必要だろう」

「しょうがない。たまには許してやるか」

「おまえ、やけに偉えらそうだな」

「えへへ」

　おれは、戸と惑まどう気持ちを振ふり切るように笑うと、張り切って立ち上がる。自分の態度が空回りしないよう、それだけを願って。

　北村の話も、ミズキの件も気になったけど、とりあえず今はこの温ぬくもりを失いたくなかった。

　──この洲世の目を、哀かなしみの色で染めたくはなかったんだ。





　それから洲世の車でスーパーに寄った。車が駐車できるような、割と大きな店てん舗ぽだ。

　昼が近いためか、子供連れの主婦や中年の女性で店内は賑にぎわっている。若い男の二人連れというおれたちは、かなり異色な感じがした。

「こういうの使うんだろう？」

　店内に入るなり、洲世はショッピングカートを転がしてきた。

「そこまで大量に買わないよ」

　ただでさえおれたちは目立つのに、カートなんて押してたら余計に注目を浴びてしまう……。それなのに、「こんなカート、すぐいっぱいになる」って、洲世は機き敏びんな足取りで歩き出した。

「ほら、なにを買うんだ？」

　青果コーナーに迎むかえ入れられる。滅めつ多たにこない場所だからか、なんだかすごく楽しそうだった。洲世とスーパーという組み合わせがとても不似合いで、思わず笑いをこぼす。

「なんだよ」

「ぷっ……、なんでもない」

　吹ふき出すおれに、洲世は指先でコツンと頭を小こ突づいてくる。

「ごめんって。あ、ねえ。デザートにオレンジ食おうよ」

　まだ頭にあった洲世の手を取って、陳ちん列れつしてあったオレンジの前に引っ張っていった。

「ネーブルとバレンシアどっちがいい？」

　さすが大きなスーパーだなぁと、その品しな揃ぞろえに感心する。つやつやしたその一つ一つを目の前にして、どれがいいのか比べた。たかがオレンジひとつで迷うおれを、洲世は呆あきれたように見ている。

「そんなのどれでもいいよ」

　その言葉に、突つき放されたのかと思って肩かたを揺らすと、洲世は腕うでを伸のばしてオレンジを一つ取った。

「ほら」

　目の前に差し出されて、投げやりに言ったんじゃないことを知る。なんだか必要以上に神経質になってしまったようで、そんな自分に苦く笑しようした。

「どうせなら全部買っていけばいい。すぐに悪くなるもんじゃないだろう」

「あっ、うん。オレンジは好きなの？」

「嫌きらいじゃないな。バナナやメロンのような甘ったるいものは苦手だけど」

「へー、他ほかに好きなものってないの？」

「んー、好きなものか……」

　カートをゆっくり押しながら、洲世は考え込む。どうやらそんなに強い好みもないらしい。

「ないの？　母親の料理で好きなものとかは？」

「おふくろの味か？　うちの親、料理なんてしたことないぞ。家政婦が何人かいるからな」

「そっか……」

　愚ぐ問もんだった。金持ちの家の人は、家事なんてやらないんだ。そういえば洲世のマンションにも、週に三度は清せい掃そう業者が入っていたっけ。

「別にそれほど特別な家でもないと思うんだが、考えてみればこんな風に親と一いつ緒しよに買い物に来たことなんてないな」

　目の前には、夏休みで日焼けした小学生とその母親が一緒に買い物カゴを持ち合っているのが見える。二人は最近流行はやっているらしい歌に合わせて、野菜を次々とカゴに入れていく。

「それならそうと早く言ってくれよ～。おれの料理なんて、そういうのと比べたら粗そ末まつで恥はずかしいじゃないか～っ」

　もっと早く気づけば良かったんだけど、おれの超ちよう庶しよ民みんな食事が、そんなおぼっちゃん育ちの洲世に合うわけがない。

「どうして？　おれはおまえの料理のほうが、何倍も好きだけど」

「だって、おれの作るものなんて、ハンバーグとかオムライスとか、そんなものばっかで……」

「それでも温かいだろ。おれに食べさせることを考えて作ってくれているのが分かるよ。そういう料理が一番上等だと思うね」

「本当？」

「ああ、おれが言うんだ。自信持っていい」

　結局はこうして洲世にうまく持ち上げられて、なんだかいい気分になってしまう。

「じゃあ、今日のメニューは予定変へん更こう！」

　本当は数日前にしっかり栄養を計算してメニューを組んでいたんだけれど、頭の中から今日の分を一つ消した。

「なに？」

「庶民料理の定番、カレーにしよう。洲世も手伝って」

「……足手まといにならないなら」

　足手まといな洲世も少し見てみたいと思いつつ、カートを押す洲世を目的の売り場に急せかす。

　カートの中は、洲世の言った通り、すぐにいっぱいになってしまったのだった。





「あーっ、怪け我がするから包丁は持つなよーっ！」

　じゃがいもの皮を剥むくつもりなのか、危なっかしい手つきをした洲世から包丁を奪うばう。

「洲世は鍋なべ担当な。玉ねぎが焦こげないようによく見てて。焦げたら台無しだからな」

「はいはい」

　口うるさく言うおれを面おも白しろがるように、洲世は鍋のほうに移動する。

「おい、玉ねぎこんなものか？」

　洲世は鍋を少し傾かたむける。悔くやしいかな、鍋を持つ姿もサマになっていた。

「もうちょっとかな？　水気が飛んで焦げやすくなるから、よく見てて」

　そう言って洲世の隣となりに立つと、フライパンを取り出して、また新たに玉ねぎとじゃがいも、にんじん、そして牛肉をさっと炒いためる。半分火が通ったら、それらを鍋に移して水を加えた。

「そしたら、これ」

　洲世に、りんごとにんにくを手て渡わたす。

「すりおろして欲しいんだけど、できる？」

「ああ、多分」

　戸惑いながらも、苦く闘とうしてりんごをすりおろしはじめた。こんなに自信なさそうな洲世も、珍めずらしくていいかもしれない。

「カレーには、こんなものまで入ってるんだな」

「『りんごとはちみつ恋こいをした～』って歌、知らない？」

「なんだよそれ？　おかしいな」

　洲世にはそんなに面白い歌に感じたのか、おれの歌を楽しそうに笑う。

「昔、そういうカレーのＣＭソングがあったんだよ」

「テレビか？　おれ、テレビ見ないからな……」

「あー、そんな感じだよな」

　このギャップは育ちの違ちがいだろうってことに考えを落ち着かせて、洲世のすりおろしたりんごとにんにくを鍋に加える。

「なー、ＡＭＥってなにやってる会社？」

「分かりやすく言えば、車のパーツ屋だな」

「製造？　販はん売ばい？」

「そのどちらも」

　あっさりと言うけれども、車大国の日本で、部品といえども製造から販売まで手がけている会社なんて、只ただ者ものではない気がする。あのパーティーの規模からしても、それは想像できた。

「海外にも市場があるとか？」

「ああ、日本よりも海外のほうがシェアは大きいな」

　鍋にルーを割り入れながら、そんなところの御おん曹ぞう司しなら包丁を持ったことがないのは当たり前だと納なつ得とくする。

「ドライバーとして製品に信しん頼らいがおけるのは確かだな」

「親の会社、継つぐんでしょ？」

「いや、おれは次男だからな」

「え、えーっ。跡あと継つぎじゃないの？」

「まあ、いずれはグループの一つでも継がせたいらしいけどな、親おや父じが。……ん、んまい」

　味見に差し出したスプーンを舐なめて、洲世は片かた頬ほおを吊つり上げて笑う。

「あんな忙いそがしい会社なんて継いだら、カレーの作り方なんて知ることはないだろうな」

　軽い口調だし、冗じよう談だんなんだと思う。けれども、その言葉の裏から感じ取ってしまったんだ。家庭の温かさに恵めぐまれなかった、洲世の少年時代を。

「そうだよ。今時の男は料理の一つもできなきゃモテないぜ。これ、テーブルに運んでよ」

　わざと明るく言って、洲世にサラダの盛られた皿を押し付ける。

「おれをパシリに使うやつなんて、おまえくらいだよ」

　洲世はそう言って笑ってみせた。

　まずい……気がする。

　だって、この素すの洲世をもっと知りたいんだ。こんな風に穏おだやかな時間を二人で過ごせることが、なんだか心地ここちがいい。その感情が危険だと思いつつ、なんだか満たされた気分になる。

　食事をしながらどうでもいい話をして過ごす午後。

　この瞬しゆん間かんがずっと続けばいいのにと、密ひそかに祈いのっていた。





　二週間も洲世のマンションで暮らしていると、あんなに淋さびしかった部屋にもだんだん温ぬくもりを感じるようになった気がする。

　自分では気づかなかったことなんだけど、今朝のマラソンを済ませて部屋に入り込んだ洲世が、「甘いにおいがするな」って言ったことにハッとしたんだよね。

　おれが初めて洲世の部屋に入った時、真夏のくせにひんやりとした空気しか感じなかった。人の気配のしない、単なる居住空間だった。

　けれども、おれが半ば意地になって自じ炊すいをしているせいで、特にキッチンを中心に色んなにおいを発生させているんだと思う。

　洲世との距きよ離りも、少しは近くなっているのかな？　なんとなくそんなことを考えた。

　けれども、プライベートの部分で洲世に近づくにつれ、おれは自分の気持ちの置き場を失いつつある。こんな近くにいるのに、兄弟でも友達でも恋こい人びとでもない。ただの『偽ぎ装そう恋人』の関係のままだった。

　不満……なんだ。

「恋人になってくれ」と、洲世は言った。その言葉からはじまった関係だった。人の目を欺あざむく、偽いつわりの恋人──。ただそれだけだったはずなのに、それではもう物足りなくなっている。

　もっと知りたいんだ、洲世のことを。人には見せようとしない、心の傷も全部。知りたくて、近づきたくて、触ふれたくて、まだ誰だれも迎むかえられたことのない領域に踏ふみ込みたいと思った。

「あーっ、もう。分かんないっ」

　黙だまって考えることは、おれの性しように合わない。一人で悩なやんでいるのは、そろそろ限界だった。

「なにシケた顔してんだよ」

　額に汗あせを浮うかべた洲世が、おれの許もとへ来る。体を絞しぼった後の汗に濡ぬれた洲世は、なんだかやけに艶なまめかしい。

「シケた顔させてるのはあんただよ」

　拗すねたってしょうがないのに、投げやりに言って手元のタオルを投げつける。洲世は見事な反射神経でそれをキャッチした。

「そうカリカリするなよ」

　プイッと顔を背そむけたら、わざとらしく隣に座ってきた。

「流……」

　洲世がおれの名を呼んだ時、ベンチに置いてある携けい帯たいの着信音が鳴り響ひびく。

「電話、鳴ってるよ」

　洲世がすぐに電話に出ないので、出るよう促うながす。こんな雰ふん囲い気きの中、電話に出られるのも嫌いやだけど、耳みみ障ざわりな電子音をずっと聞いているのも嫌だった。

「ああ、出るよ」

　面めん倒どうそうに言うと、洲世は手を伸のばして携帯の通話ボタンを押した。

「はい、秋津……。ああ、麻貴か」

　電話の内容を聞く気はないけれど、敏びん感かんになっている名前を聞いたせいで、つい耳は洲世の会話に傾いてしまう。

「占せん有ゆう走行？　明日、朝イチで？　そんな、急すぎるだろ？」

　どうやら仕事の話らしいと知り、ちょっと安心してしまった。けれども洲世には、何か面倒なことが起きたらしい。渋じゆう面めんでやり取りをする洲世を、思わず心配顔で見てしまう。

「……分かったよ。今夜中に到とう着ちやくすればいいだろ？　着いたら連れん絡らくする」

　短いやり取りの後そっけなく言って、洲世は電話を切った。

「なにかあった？」

「ああ。マシンに問題が見つかった。今から仙せん台だいまで行くぞ」

「えっ、今からっ？」

　週末のレースに合わせて仙台に行くことは前から知っていた。けれども明日出発すればいいことだったはずだ。今から、それも仙台だなんて、話が急すぎる。

「もちろんおまえは強制同どう伴はん。異議は？」

「な、なし」

　焦あせっていたせいもあって、そう素す直なおに答えてしまったおれであった。
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　かくしておれたちは、仙台へ向かっているのである。

　葦原からの電話を受けた後、一いつ旦たんマンションに戻もどり、レースに行く準備をして洲世の運転する車で東京を出発した。

「仙台まで、あとどれくらい？」

　夕方と言える時間帯であるにも拘かかわらず、外はまだ強い日差しだった。

「そうだな。さっき白しら河かわを過ぎたから、あと二時間くらいだな」

「ねえ、葦原は一いつ緒しよに行かないの？」

「おれより先に現場に行ってるよ。マネージャーがドライバーと一緒に現場入りしてどうする」

「あ、そか……」

　なんだかんだ言っても、葦原は仕事として洲世と付き合ってるんだ。

「だから言ってるだろ、あいつはマネージャーだって」

　おれの考えを読み取ったのか、洲世はそんなことを言う。

「ふーん、マネージャーって、プライベートまで面倒見るんだ」

「単なる体の関係だろ？　それも、過去の話だ」

　おれの厭いや味みに、怯ひるむことなくそっけなく答える。

「恋れん愛あい感情持ったことないの？」

「麻貴にか？　あいつにそういうの感じたことはないな。おれだけじゃなく、麻貴も」

　それは、望んでいた言葉のようで、小さな心のささくれが浅くなったのを感じる。でも……。

「嘘うそ。だってあいつはあんなにあんたのこと好きなのに」

　おれに対する態度が、嫉しつ妬と心しんでなく何だというのだろう。

「あいつが惚ほれてるのは、レーサーとしてのおれだよ。恋愛には発展しないね」

「レーサーとして……？」

「ああ。あいつ、おれの仕事の障害になるものは、何だって許さないぜ」

「それって、今回のレース結果が悪かったら、おれとか追い出されそうだな」

「確実にやるな」

　って、意地悪そうに笑う。

「楽しがってんなよ」

　思わずムクレたおれに、洲世は「結果が悪いわけないだろ」って、頼たのもしい言葉を吐はいた。

「言ってくれるじゃん」

「当たり前だ。おれを誰だと思ってるんだ」

　さらっと出てくるこの一言に、大物の威い厳げんを感じる。

「おまえに優勝のシャンパン浴びせてやるよ……と言いたいところだが、今回のレースは優勝狙ねらってないから、また今度だな」

「え、何？　どういうこと？」

　洲世の言っていることが分からない。それって、二位以下に甘んじるってことだよな？

「そうか、おまえはレース観みるの初めてだったな。念のために聞くが、何のレースをしに向かってるか分かってるか？」

　洲世の、少し怪訝けげんな声。

「何って……クルマ？」

　答えてから、「しまった」と思う。洲世が求めているのは、そんな答えじゃない。

「分かった。一から説明するか……」

　ってわけで、仙台までの道すがら、基本的なことから教わることになったのである。

「スーパーＧＴっていうのは分かるか？」

「ＧＴって、市し販はん車しやベースのレースだろ？」

　おれも男なので、それくらいのことは分かる。スーパーカーとかもカッコいいと思うし。

「そう。日本の各メーカーを代表する車を使ったレースだ。いわばメーカー同士の戦いだな」

　そう聞くと、なんだか凄すごいんだって気はしてくる。だって、どのメーカーも世界でもトップを行く会社だろ？　その看板を洲世が背負ってるってことで……。

「ってことは、レースに勝つことでメーカーの売上に貢こう献けんしちゃったりするわけ？」

「もちろん。速いイコール高性能だからな」

「へー。で、洲世は何のクルマに乗ってるわけ？」

　おれがそう聞くと、洲世は世界的にも知名度の高いメーカーの名前を挙げた。

「もちろんワークスチームだ」

「ワークス？」

「つまり、メーカーの中でも一番いいエンジンを供給してもらえる立場ってこと」

　あっさり答えるけど、本当はかなり物凄いことなんじゃないか？

　聞くところによると、半ば趣しゆ味みで参戦しているチームもあるそうで、そういうチームは割とのん気にレースを楽しんでいるらしい。

　けれども洲世はレースを楽しむどころか、シリーズチャンピオンを獲とることが仕事だと言う。

「それって、何度も表ひよう彰しよう台だいに乗ってなきゃいけないんだよな」

「そうとは限らないさ。『無む冠かんのチャンピオン』と言って、優勝経験がないままタイトル獲かく得とくしたやつもいる」

「優勝しなくてもシリーズチャンピオンになれるのっ？」

　だとしたら、何が勝利の基準になるのだろう？

「勝敗はポイントで決まるんだ。獲得したポイントの合計で年間順位が決まるという仕組みだ」

「じゃあ、強いチームと弱いチームでは、ポイントの差はかなり大きいってことだろ？」

　それこそ、半ば趣味で参加しているチームはポイント争いに参加できないんじゃあ……？

「それがそうでもない。獲得ポイントが高いほど大きなウェイトハンデを次回のレースにつけられるからな。遅おそいチームでもポイントを稼かせぐチャンスはあるというわけだ」

「ハンデ？　そんなのあるの？」

「ああ。優勝しても素直に喜べないってことだ。優勝するよりむしろコンスタントに三位とか四位を狙ったほうがいい。ハンデも小さいからな」

　二位が一番半はん端ぱで嫌いやな順位だと洲世は言う。

「なんか難しい～。速く走るだけじゃダメなんだ」

「ああ。優勝を狙うより、いかに狙った順位でゴールできるかってとこが要点だな。かなり頭脳プレイな分、やりがいもあるが」

　そうだろう。肉体派より知能派な洲世のスタイルにすごく合っている気がする。

「作戦通りにゴールできることなんて珍めずらしいってこと？」

「そんな例ほとんどないな」

　まあ、そんな簡単に物事が運んじゃったらつまらないのだろう。

「だいいち、走るからには一番でゴールしたいと思うのが性さがだろう」

　そんな感情も持ち合わせているんだって思って、おれは少し安心した。

　それから洲世は、仙台に着くまでの間、レースに関する話を聞かせてくれた。

　普ふ段だん、無口とまではいかないけど、口数の多いほうじゃない洲世がこれだけ自分から喋しやべるのは珍しくて、その深く響ひびく声を心地ここちよく聞いていた。





　仙台に着くと、洲世は迷うことなくあるホテルに向かった。レースの時はいつも泊とまっているというこのホテルは、仙台市内ではかなり豪ごう華かなホテルらしい。

　結けつ婚こん式場も併へい設せつされているホテルのロビーでシャンデリアを見上げながら、チェックインの手続きをする洲世を待つ。

「……やっぱりおまえも来たか」

　ため息混じりの声に振ふり向くと、そこには葦原が立っていた。

「どうせ洲が連れてきたんだろうから仕方ないけど、素人しろうとに現場でウロつかれると邪じや魔までしょうがないんだよな」

　と、明らかな厭いや味み。

「そう言う割に、ツインなんか用意してるじゃないか、敏びん腕わんマネージャー」

　チェックイン手続きを終えて戻って来た洲世が言う。

「仕方ないだろう。レース前のドライバーには甘いんだよ」

「だったら流にも甘くしてやれよ。こいつの機き嫌げん次し第だいでおれのモチベーションも昇しよう降こうするぜ」

　洲世にそう言われると弱いのか、葦原は嫌そうな顔をしただけで黙だまってしまった。

「わかったよ、洲がそう言うなら。ただし、いい結果残さなかったら容よう赦しやしないからな」

　そんなのおれに言われたって仕方ないんだけど、思わずうなずいてしまう。

　おれのテリトリーでないここでは、肩かた身みはとても狭せまかった。

「しょうがない。部屋まで見届けてやるよ」

　そう言って葦原は、おれと洲世を引っ張るようにしてエレベーターに連れ込んだ。

「おれの明日の予定は？」

「洲は八時にホテル発。三十分前に内線コールするよ。こいつはどうするの？」

　葦原が顎あごで示したのはおれのこと。

「もちろん、強制的に連行」

「あ、そ。じゃあ明日八時にロビーってことで」

　葦原が言い放つと、エレベーターは目的の九階に到とう着ちやくした。

「じゃあ、明日な」

「ああ、おやすみ」

　洲世が告げると、葦原は意外とあっさりそんなことを言って、エレベーターの中からおれたちを見送る。そして、葦原を乗せたエレベーターは、別の階へと向かった。

「意外」

　びっくりしてつぶやくと、先を歩く洲世は「なにが？」と振り返る。

「部屋までついてくるかと思ったのに」

「麻貴か？　あいつは今までおれの泊まってる部屋まで来たことはないよ。レース前のおれは気が立ってるからな」

　またもや意外な言葉に洲世の顔をまじまじと見上げる。

「なんだよ、そう見えないか？」

　部屋の鍵かぎを解除しながら、洲世は眉まゆ根ねを寄せておれを見返す。

「いつもとちょっと違ちがう感じがしなくもないけど……」

　普段より饒じよう舌ぜつだな、とは思ったけど、気が立っているんだとは思わなかった。

「まあ、本番はこれからだからな」

　ドアを開ける洲世に促うながされて部屋に入る。窓からは市内の町並みが見下ろせて、ビロードにちりばめられたおもちゃの宝石のような灯あかりがとても綺き麗れいだ。

　部屋は広めのツインで、セミダブルベッドが二つあることに安心した。

「露ろ骨こつにほっとした顔するなよ」

　おれの表情を見て取った洲世は、片方のベッドに深く腰こしを下ろした。

　洲世と出会ってから今まで、毎晩同じベッドで眠ねむっている。そのことに慣れはしたけれど、最近ちょっとヤバイんだ。

　洲世は、いつもおれを抱だきこむようにして眠っているため、触ふれ合った肌はだからふいに相手を意識してしまう瞬しゆん間かんがある。呼吸を、温度を、においを感じてしまうと、胸がドキドキして眠りにつけない夜があるのだ。だから、久々に別のベッドで眠れることに、安心してしまった。

「そんなに同じベッドで寝ねるのは嫌か」

　って言って、力強い腕うででおれを引っ張るもんだから、不意打ちをくらって洲世のベッドになだれ込む形となる。ギュッとおれを抱きこんだ洲世は、なにをするわけでもなく、ただおれの体温を感じているように見えた。

　確かに、いつもの洲世とは様子が違うかもしれない。

「流……」

　呼ばれて洲世を見ると、瞳ひとみが触れ合う。吸い込まれそうな漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。それはまるでおれの心の中を透すかし見ているようだった。

　この瞳を見ていると、あの日の夜が思い出される。おれの知らない人の名を、叫さけんで飛び起きたあの晩、やはり洲世はこんな瞳の色をしていた。

　一見して深く静かな闇やみを湛たたえた双眸が、その奥にガラス細工のような危あやうさを孕はらんでいるということを、おれは知ってしまっている。誰だれよりも強そうでいて、けれども触れたら壊こわれてしまいそうな脆もろさを洲世は抱かかえていた。

　その精せい巧こうなガラス細工が壊れてしまわないうちに、手を差し伸のべてあげたい。その脆さごと包んであげたいと思う。

「おれにあんたを支えることってできないのかな？」

「え？」

　訝いぶかしげに洲世の声が曇くもる。

「たとえばさ……」

　おれは洲世のこめかみの辺りを両手で挟はさんだ。レースで作った裂れつ傷しようの痕あとが、わずかな感かん触しよくを指先に残す。

「頭が痛い時とかって、こうやって手を当てているだけでも痛みが和やわらぐような気がしない？　それと同じで、おれは洲世のここにある傷に触れたいんだ。ただ触さわってあげることしかできないかもしれないけど」

「ここ」……と、こめかみに置いた手を胸の辺りに移動させる。

「一人じゃ癒いやせないほどの大きな傷があるんだろう？」

　洲世は無言だったが、微かすかに揺ゆれた瞳が肯こう定ていしていた。

「一いつ緒しよに癒してやるから、その傷をおれに見せてよ」

「流、おまえ……」

　なにか言いたそうな洲世を、視線で制した。

「一人で抱えてることが偉えらいわけでもないし、強いわけでもないと思うよ」

　自尊心の高い人間が誰かに寄りかかることなんて、かなりの覚かく悟ごがいることだろう。葦原は洲世の抱えている傷を知っているようだけれど、彼ですら触れられずにいるようだった。

「麻貴になにか聞いたのか？」

「まさか。洲世とは毎日一緒に寝ているんだもの、それくらい察することはできるよ」

「そうか……」

　洲世は何かを考えている風で、それきり無言になってしまった。けれどもこれまでのように、急にその存在が遠く感じることはない。目の前に洲世がいる。それだけで十分だった。

「……勢いで抱いちまうこともできるんだけどな」

　洲世の腹に馬乗りになったおれを見上げてそんなことを言った。

　指先がおれの腿ももを撫なでる。体のラインを確かく認にんするように彷徨さまよっては、唇くちびるで止まった。

　この指先が惑まどっているのが分かって、ちょっとくすぐったい気持ちになる。

「おれにはなにもしないって言ったじゃん」

　笑って言うと、洲世は指先で唇をなぞった。弾だん力りよくを味わうようにして軽くくすぐる。けれども言葉とは裏腹に、それ以上してくる様子はなかった。

「偽ぎ装そう恋こい人びとなんだろ？　おれは。契けい約やく外がいだぜ」

　与あたえられる行こう為いを、冗じよう談だんにして笑ってみせる。けれども少し胸がチクッとした。

「まあ、建前は。あいにく、汚きたない大人なんでね。でも……」

　と、洲世は、頬ほおにかかったおれの髪かみ先さきを弄もてあそぶ。

「おまえにそんな汚いことはできないな」

　フッ……と、力の抜ぬけた顔で微かに笑う。

　それきり洲世は多くを語らなかった。けれどもおれに見せる表情は穏おだやかで、心が軽くなったのだろうと感じさせる。おれがそうさせたのだと思ってもいい……のかな？

「腹減ったろ。下のレストランにでも行こうぜ」

　おれを抱えながら、洲世は起き上がる。

「あ、おれ牛タン食いたいっ」

「結局、色気より食い気だな……」

「なんだよ、飯にするって言ったのは洲世だろ？」

　重くなりかけた空気を和らげようと、おれはわざとはしゃぐようにして洲世に付きまとった。





「あ、れ……？」

　翌朝。葦原がホテル前まで回してきたワゴン車の後部座席に乗り込むと、おれと洲世の他ほかに先客がいることに気づく。

「おはよーん」

「あ、お、おはようゴザイマス……」

　助手席からひょいっと顔を出して、軽い感じで声をかける男がいる。おれは面めん食くらいながらもとりあえず挨あい拶さつを返した。

　ここにいるからには、レース関係者なんだろうと思う。人好きのする笑え顔がおに赤茶けた髪が軽けい薄はくな印象を与えるけど、悪い人ではなさそうだ。

「ふぅ～ん、これが洲世の……」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな視線でおれを見て、反対のドアからおれの隣となりに滑すべり込んだ洲世に視線を移す。

「なんだよ」

　洲世は面めん倒どう臭くさそうに眉まゆをひそめた。

「いや、あんたがサーキットにこんな可愛かわいいコ連れてくるのって珍めずらしいから」

「悪いか」

「むしろ、大だい歓かん迎げい」

　そう言って男はまたおれを見て、にっこり笑った。

「おれは高たか嶋しま。洲世とパートナー組んでるんだけど、君は私生活でのパートナーなんだろ？」

　さらっと言われたので聞き流しそうになったけど、結構すごいこと言われてないか？

「千ち歳とせっ」

　運転席の葦原は、嗜たしなめるように高嶋さんの名を呼ぶとエンジンをかけた。

「千歳のそういうデリカシーのない言い方、エースの機き嫌げんを悪くするからやめてくれない？」

　チラリと洲世に視線をやったので、おれもつられて見る。確かに洲世は、煩わずらわしそうに腕うで組ぐみをして、「麻貴」と名を呼んだ。

「あー、はいはい」

　名前を呼ばれた葦原は、車を進めながらバックミラー越ごしにおれを見る。

「流、こっちがうちのセカンドドライバーで高嶋千歳。で、千歳、こっちは鈴川流。洲世の恋人っていう設定らしい」

「なんだよ、その微び妙みような言い方は……。ま、いっか。よろしくな」

　そう言ってまた陽気に笑って、ちゃんと助手席に座り直した。

　そうか、これが……。東京から仙台に行く車の中で洲世が話してくれた、チームメイトか。

「あ、麻貴っ。高速乗る前にファーストフード寄って！」

「また千歳はそういうもんばっかり欲しがるっ」

「体が欲ほつしてるんだから、しょうがないだろう」

「スポーツ選手がジャンクフード食うなっ。ホテルの朝食摂とってきなよね」

　早朝だというのに賑にぎやかだ。けれども葦原は、街の中心から少し離はなれたファーストフードの前で車を停とめると、一人で店内に入っていった。口ではあれこれ言いながらも、意外と面めん倒どう見みがいいらしい。

「流は、レース観みるのは初めて？」

「え？　あ、うん」

　高嶋さんに「流」と呼び捨てられて、一いつ瞬しゆんきょとんとしてしまった。

「レーサーなんて、地味な職業だぜ。朝は早はえぇし、夏は暑いし、待ち時間は長いし、年中ホテル暮らしだし、下手すりゃ命は危ないしな。どっかの誰かなんかは一年中涼すずしい顔してるけど」

「おれの顔は地だ」

　黙だまっていたはずの洲世が口を開く。

「あんた、エッチの最中でもそんな余よ裕ゆうの表情してそうだよな」

　エッチの最中って、こんな朝っぱらから何話してんだよ……。いったい、どんな職場なんだぁ？

「お待たせ」

　葦原が車に戻もどって来ると、途と端たんに車内に香こうばしいにおいが広がる。

「お、サンキュ」

　テイクアウトしてきたファーストフードの袋ふくろを受け取ると、高嶋さんは即そく座ざにマフィンを取り出して頬ほお張ばる。

「まったく、子供じゃないんだから」

　そんな、朝から食欲旺盛な高嶋さんを見やって、葦原は呆あきれたように笑った。

「千歳のせいでタイムロスだ。もー、たまには予定通りに動いてくれよ、頼たのむから」

　そう言って、高速に乗るや否いなや、すぐ車線変へん更こうして右側に滑り込む。文句は出るけれど、ギスギスした感じはない。むしろ、思ったことがポンポン言えるような間あいだ柄がらなんだって感じがする。

　間に高嶋さんがいてくれるせいか、おれに対する葦原のトゲもあまり感じない。

「いつもこんななの？」

　誰だれにともなくそう言うと、葦原が答える。

「精神年ねん齢れい低いんだよ、千歳は。これで洲に次ぐポイント王なんだから信じらんない」

「へぇー、スターチームなんだ」

　得点を取れる人間が二人もいるチームって、相当凄すごいんじゃないか？

「スター、ねぇ。洲はともかく千歳がぁ？」

「なんだよ、洲世の安定性よりおれの攻こう撃げき性のほうが見てて楽しいだろーが」

「楽しかないよっ。ハラハラするばかりだ」

　しっかしすごい自信だなぁ。

　洲世本人を前にして、自分のほうがいいって胸を張れるんだから。トップを行く人間の強さか？

　その洲世は聞いているんだかいないんだか、相変わらず腕組みをして目を閉じている。

「ほら、もう着くからそろそろ食べ終わってよ。ドライバーにファーストフード食べさせてるなんて知られたら、恥はずかしくて仕方ない」

　高速の料金所で料金を払はらうついでに窓を開ける。油っぽかった車内の空気が少し薄うすれた。

　それにしても、久しぶりに緑を目にしたって感じだ。

　青々とした山や、太陽がきらめく水田。そして、真夏だというのにどこかひんやりとしたすがすがしい空気。ワゴン車はどんどん山道を登っていくと、やがて一つのゲートをくぐった。

「ここは一種のリゾートなんだよね。サーキットだけじゃなく、宿しゆく泊はく施し設せつも調ととのってるし、テニスコートやキャンプ場もある。もちろん一番有名なのはサーキットだろうけど」

　高嶋さんは指を指しながら、通り過ぎるそれぞれの施設の説明をしてくれた。

　そのまま道なりに細い山道を進むと、やがて視界が開けてグランドスタンドが対面するように見えた。どうやらサーキットコースの内側にいるみたいだ。

「パドックっていうんだよ。夕方には各チームのテントが立ち並んでレースらしくなるぜ」

　高嶋さんに言われて見み渡わたすと、レーシングチームにありがちなでっかいトラックがたくさん停まっている。トランスポーター──略して『トランポ』と呼ぶんだと高嶋さんは教えてくれた。それらのトランポには、独特な派手なカラーリングが施ほどこされていた。

「こういうとこって、あまり一いつ般ぱんの人は入れないんでしょう？」

「そうでもないぜ。パドックパスっていうのを買えばコースにまで出られるから」

「ええっ！」

　ビックリして、思わず大声を上げた。

　だって、パドックっていわば舞ぶ台たい裏うらみたいなもんだろ？　そこにお客が入れるどころかコースにまで出られちゃうなんて、他ほかの世界じゃ考えられない。

「それって、プライベートなんてないんじゃ……」

「そういうこと。最悪な成績出してる時なんか、ヤジる客の声が直接聞こえたりするぜ。精神的に図太くなきゃ、やってらんないね」

「おまえは図太すぎなんだよ」

　高嶋さんを諫いさめるように葦原は言った。

「さ、着いた」

　ワゴンは横並びになったピットガレージの一つに停まる。

「占せん有ゆう走行までの時間は？」

　車が到とう着ちやくした途端、今まで目を瞑つぶっていた洲世が身を起こした。

「あと三十分！」

　葦原が答えると、洲世は一人で車を降りた。

　高嶋さんはのん気にまだジュースを飲んでいるし、葦原はそんな高嶋さんの面倒を見ている。おれは自分の身の置き所が分からなくて、とりあえず洲世の行方ゆくえを車内から目で追った。

「見ときな、あれが洲世のやり方だよ」

　おれの視線に気づいてか、前の席から高嶋さんがそう言う。見れば洲世はピットの中に立ち入ると、車の整備をしているメカニックさんの一人一人に話し掛かけていた。

「ああやって一人一人と話をすることで、自覚を植え付けてんだよ。『おれは秋津洲世のクルマを作ってる』って思いながら仕事するのと、何も考えずに仕事するのとでは質が違ちがうだろ？」

　遠目で見る洲世は、普ふ段だんではあまり見られない笑え顔がおを見せている。その洲世の態度に、必死で仕事をしていたメカニックさんたちも、肩かたの力を抜ぬき出した。

「普ふ通つうはあまり話なんてしないもんなの？」

「しないね。洲世くらいのレベルになれば余計に」

「ふーん。同じチームなのに、変なの」

「ウチのチームくらいじゃないか？　下したっ端ぱのメカでもエースと対等に話ができるのは。洲世がああやってチーム作りをしているおかげで、普通ならドライバーにまで回ってこないような些さ細さいなクルマの不具合もすぐに分かるし、おれは今のチームがすごく居い心地ごこちいいけどね」

「そう思ってるなら、おまえも挨あい拶さつくらいしてこいよ」

　見かねた葦原が、高嶋さんのジュースを取り上げた。

「おれはいいんだよ。洲世みたいにわざわざ触ふれ合う機会を作ってやんなくても向こうから気楽に声かけて来るんだから」

　その言い分も分からなくはない。屈くつ託たくのないこの人には、自然と人が集まってきそうだ。

「それでも、挨拶は基本」

　ピシャリとそう言うと、葦原は引きずるようにして高嶋さんをワゴンから降ろす。

「流、助手席に移ってて。すぐ戻るから」

　一人車に残ることになったおれにそう声をかけて行く辺り、葦原はやっぱり面倒見がいいと、少し見直してしまったのだった。





　昼になると、パドックにはチームのホスピタリティーテントができあがった。

　テントとは言っても立派なもので、八畳じようほどの広さの敷しき地ちにはテレビや冷蔵庫が揃そろっている。

「サーキットはいわばアウトドアだけどな」

　確かに、テントの壁かべ代がわりになっているビニールの一枚向こうは、一いつ般ぱん客きやくがウロウロしているという状じよう況きようだ。プライベートなんかあったもんじゃない。

「流、昼飯にしようぜ」

　そう言って高嶋さんは、テントの隅すみに積んであった弁当を二つ手に持ってやって来た。

「え、でも」

　腹はへったけど、洲世も葦原もなんだか忙いそがしそうにしているのに、こんなのん気に弁当なんて食べてる場合じゃないんじゃないかなぁと思う。

「ああ、いいの。あいつらのことは」

　おれの気がかりが分かったのか、高嶋さんは気にするなと言ってテーブルについた。

「おれらの仕事は分業制だから、手の空いた者から飯にするのがルールなんだよ。流の仕事はおれの飯に付き合うこと。一人で食う弁当なんて、味気ないったらありゃしないだろう」

　そんな風に説明されては、そうするのがいいような気がしてきた。自分のことは自分で勝手にやっているほうが、気を遣つかわせなくていいのかもしれない。

「そうそう。洲世はしばらくあっちの世界にいっちまってるから、放ほうっておいて構わないよ」

　高嶋さんは、顎あご先さきでピットを示す。おれもつられて視線をやるけど、ここからピットの様子は分からない。レーサーにとってピットはきっと神聖な場所で、今日がサーキットデビューのおれには、まだ敷しき居いの高い場所だった。

「はい、これ。流の分の弁当」

「ありがとう」

　素す直なおに弁当を受け取ると、高嶋さんの隣となりに腰こしを下ろした。そんなおれを見て、彼はニッと笑いかけてくる。

　心に垣かき根ねのない人だなぁと思った。最近、洲世や葦原といった一ひと筋すじ縄なわではいかない人たちに囲まれていたから、この人といるとなんだか楽に感じる。

「いただきますっ」

　弁当とはいっても、なかなか高級なものだ。おれの普段の料理より、いいかもしれない。

「ねえ、おれなんかが出入りしてても大だい丈じよう夫ぶなの？　サーキットって」

　そういえば、こうしてテントの中でくつろいでいても、誰だれからも不思議そうに見られたりしていない。「誰なんだろう」というような表情はされるけど、基本的に和なごやかに挨拶を交かわすような感じだった。

「まあ、開幕前から乗り込んでいるわけだから、相当近しい関係者なんだろうくらいの認にん識しきはされているわけだよ」

「そうなの？」

「恋こい人びとじゃないかなぁくらいには思われてるんじゃないか？　ＡＭＥのパーティーで洲世が男の恋人を同どう伴はんしていたことは噂うわさになっていることだし、ミズキの一件もあった後だから、そういう立場にはことさら甘いんだろう」

「ミズキ……」

　また、この名前だ。

　おそらく、以前の恋人であろうミズキと洲世は、周囲も認知しているくらいの仲だった。

「ああ。死んだ人間をとやかく言うのもなんだけど、最後は悲ひ惨さんだったから」

　悲惨……。

「どういうこと？」

「愛あい憎ぞうは表ひよう裏り一体ってことさ」

　言葉の意味が分からなくて首を傾かしげると、「つまり、うまくはいってなかったってこと」って、高嶋さんは説明してくれた。ミズキのことに関しては、あまり思い出したくないらしい。

「流は、洲世が初めてサーキットに連れてきた相手だからな。そういうのは暖かく見守ってやりたいって思うじゃないか。洲世の安定剤ざいになるなら、ずっと側そばにいてやって欲しいくらいだ」

「おれが初めてって、……ミズキは？」

「あの子はレースクイーンだったわけだから、洲世が連れてきたのとはちょっと違うだろう」

「ふうん」

　なるべく冷静を装よそおって、分かった振ふりをする。

　けれどもその実、鼓こ動どうが速かった。次々と明らかになっていくミズキ像に、すごくドキドキしている。

　洲世の恋人であったらしいミズキは、レースクイーンだった。それも、高嶋さんの口ぶりでは、あまりいい関係を築けていなかったらしい……。

「ねえ、じゃあ……」

　もう少しミズキについて聞き出そうとした時、葦原の高嶋さんを呼ぶ声が飛んできた。

「千歳ーっ！」

「んぁ。なんだ？」

　高嶋さんが弁当から顔を上げるのと、葦原がテントに入ってくるのと同時だった。

「ああ、食事中か……」

　高嶋さんと弁当を見比べて、葦原は残念そうにした。

「なにか用事だろう？　飯はいつでもいいぜ」

　言うが早いか、高嶋さんはもう箸はしを置いて、腰を浮うかしている。

「クールスーツのメンテしたから、様子見てもらいたいんだよね」

「おまえがやったの？」

「そう。不具合があるようならメーカーに持っていくから。早くっ」

「あー、はいはいはいっと」

　そんなやり取りをしながら、二人はピットへと消えて行ってしまった。

「えーっと……」

　おれが洲世と出会ってから、ずっと影かげのようにひっそり付きまとってきたミズキが、輪りん郭かくを持って姿を現してきた気がする。

　死してなお洲世の心に棲すみついている存在。

　そのことによって洲世は苦しんでいるのだけれど、あの洲世をここまで追いつめる存在のミズキが、なんだか羨うらやましいとすら思った。

　きっと、今おれがこの場から消えたとしても、洲世はこれほどまでに胸を痛めないだろう。

　もしかしたら、少しは捜さがしてくれるかもしれない。けれどもすぐに代わりのやつを拾ってくるんだろう。葦原が言うように。

　そんなのは嫌いやだった。

　ミズキのことでなく、おれのことで心を縛しばられて欲しい。洲世の傷を癒いやしたいと思いつつ、そんな刹せつ那な的な願望を抱いだいてしまう。

　心の奥の柔やわらかい部分は、おれにだけ見せてくれればいいのに……。
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　──側そばにあるのに手の届かないものは、遠くにあるのと一いつ緒しよだよなぁ。

　チームの人々と少し早い夕食を済ませてホテルに戻もどると、洲世は自分のノートパソコンを机の上で立ち上げた。今日取ったらしいクルマのデータが分ぶん析せきされているようで、肩かた越ごしにチラッと見えたモニターには、グラフのようなものが無数に並んでいた。

　おれはベッドの上に寝ね転ころんで、テレビを観みている振りをしている。けれども、ここから見える洲世の背中が、気になって仕方なかった。

　手を少し伸のばしてみる。

　この広いツインの部屋では、指は届かない。

　同じ部屋で呼吸をして、同じものを食べて、同じ生活サイクルを送っている仲なのに、なかなか洲世の心の琴きん線せんに触ふれられないのと一緒だ。

　こんなに近くにいるのに、すごく遠い……。直接肌はだの温ぬくもりを感じられても、それは表面上のこと。洲世の心のドアはまだ開かない。しょせん作られた関係ってこと……。

　数度のノックに返事を返してくれたと思ったのは、希望なんだろうか。

　手を伸ばした先の背中に向かって、心の中で「洲世」と名前を呼んでみる。

　おれのことを気にして、振り返ってくれないかな。

　何度か名前を呼んだところで、洲世はパソコンの電源を落として振り返った。背中に浴びせられる視線を感じていたのか、揺ゆるぎない表情でおれの許もとへ来ると、テレビの電源を落とした。

「な、なんだよ？」

「──辛つらかったら降りてもいいぞ、恋人役」

　そっけなく言う洲世を、信じられない思いで見る。

「本気？」

「ああ、おまえが迷めい惑わくなら……」

「バカッ！」

　気づいたら怒ど鳴なっていた。横たえていた身を起こして、枕まくらを勢い余って投げつける。

「何が迷惑だよっ！　おれをここまで引きずり込んでおいて、今さら逃にげ腰になるんじゃねーよっ！　言ったろ？　おれは逃げたりしないって。おれのこと、少しは信用しろよ……」

　言っててなんだか悲しくなってきた。

　洲世のために毎日飯を作って、洲世のために毎日トレーニングに同行しているというのに、それがなんで伝わらないんだろう？　おれが、単なる金欲しさにやってると思ってる？

「おれにもあんたの心を見せてよ。ほんのカケラでいいから」

「流……」

　洲世はベッドの縁ふちに腰こし掛かけると、まいったようにこめかみに手を当てる。

「おれの態度がおまえを悩なやませてるんだよな」

「そうだよっ。おれのこと、バカにしてんのかよっ」

　そんなことが言いたいわけじゃない。洲世を困らせたいわけじゃない。でも、どうしたらこのもどかしさが洲世に伝わるのか分からない。

「バカにしてるわけじゃないんだが……」

　おれへと伸ばしかけた指が、少し迷い引っ込む。その仕草に、ふとある疑問が頭をよぎった。

「おれに、触れるのが怖こわいとか？」

　おれの言葉に、洲世は微かすかに身を硬かたくする。

「いや、おまえが怖いわけじゃない」

　暗い闇やみを湛たたえた瞳ひとみに、おれの姿は映っていない。それなら、洲世が恐おそれているのは……。

「おれはおまえのこと、不幸にしてしまうかもしれないからな」

「どういう……こと？」

　問いながらも、その理由に心当たりがあるような気がした。

　──『秋津がミズキを追いつめたんだ』

　思い浮かぶのは、北村の声。それが、事実なのだとしたら……？

　二人の間にあった出来事は未いまだに分からない。けれどもミズキの死が、洲世の心に深い傷を負わせてしまっているということだけは、おれにも理解できる。

「おれには、人を愛する資格がない」

　少し掠かすれた声で洲世は言った。

　視線を伏ふせた瞳は、まるでブラインドを下ろした窓のようにおれを遮しや断だんする。

　過去に恋こい人びとを不幸に至らしめた自分には、幸せになる資格はないと。

　きっと今までずっと、そんな風に自分を律してきたのだろう。思いつめた空気を洲世は纏まとっていた。

　けれども、この先ずっとこのままでいいわけがない。

「洲世、おれは人に幸せにしてもらおうなんて思っていないよ」

　毎日同じことを言えば、洲世は安心するだろうか？　それとも体を繋つないだら、少しは何かが変わるのか？

　洲世の唇くちびるにキスを落とす。

　言葉では伝わらないものを伝えたくて。どうしても縮まらない距きよ離りを縮めたくて。

　そして、洲世の痛みを代わってあげたいと、心から思った。

　好き……なのかもしれない。

　洲世を独どく占せんしたい、甘えて欲しい、支えてあげたい。そんな気持ちが複雑に入り組んだ気持ちは、恋なのかもしれない。

　そんな定義はどうでもよくなるほど、おれはキスに夢中だった。

　強こわばる洲世の唇は、おれの体温でだんだん綻ほころんでいく。その薄うすく開いた隙すきを突ついて舌を差し入れた。唇が綻ぶように、頑かたくなな洲世の心も綻んでくれればいいのに……。

　そんな思いで必死に舌を絡からめる。

　けれども、それ以上洲世の心が動くことはない。

　急に寒さを覚えて唇を離はなすと、強い力で肩かたを掴つかまれた。

「おまえは……なんで……」

　吐はき出すように言うと、洲世はおれの首元に額をつけてくる。おれを突き離したいのか抱きしめたいのか迷っている様子だった。

「おまえのこと、不幸にするかもしれない男に……！」

　ああ、洲世はこうして心が囚とらわれているわけだ、過去の事実に──。

　パズルが解けるように答えを見つけ出すと、なんだか洲世がすごく愛いとしく思えた。自分から救いの手を伸ばすことのできない男に、仕し掛かけるような仕草で自らしがみつく。

　この場で奪うばわれてしまってもいいと覚かく悟ごしていた。それで洲世が楽になるのなら、それでもいいんじゃないかと思う。自分で望んだことだから、後こう悔かいはしない。

　凍こごえた心を温めてあげたいと思った。

「流……」

　おれが抱きついたことで、洲世をせき止めていたものが崩くずれたようだった。力強い腕うでがおれをベッドに押し倒たおすと、その手はジーンズに覆おおわれた股こ間かんをまさぐり出した。おれの存在を確かめるような、性急な施ほどこしだった。

「ん、しゅう……せ……い」

　今までのからかうような愛あい撫ぶとは違ちがって、自分の感情をぶつけるような少し痛い愛撫だった。心の隙すき間まを体の熱で埋うめようとするかのように肌を合わせてくる。

「んんっ」

　慣れた手つきでファスナーが下ろされる。下着ごと膝ひざまでジーンズを脱ぬがされて、その恥はずかしさに目を覆った。

「辛いか？」

　そう問う洲世のほうが辛そうな表情をしていた。おれは返事の代わりに自ら脚あしを開いて、洲世の手を誘ゆう導どうする。

「あ……」

　生で触さわられる感かん触しよくに、知らずとため息が漏もれた。感じやすい先を手のひらで捏こねられて、湿しめった音が室内に響ひびく。血液が下半身に集中する。もっと強い刺し激げきを欲ほつして、自然と腰こしが上下に動く。シーツに張り付けられながらも、よりよく感じるポイントを体が求めている。

　溺おぼれていく感覚が心地ここちいい。ここまで人に心も体も預けるのは初めてだけど、決して悪くはない。今までとは違う直接的な刺激が、おれに洲世の存在をリアルに感じさせる。

「ちょ、そこは……」

　洲世の唇が、首筋から胸むな元もとに下りた。

　尖とがった乳ち首くびの先を弄もてあそぶように舐なめて、一定のリズムでペニスを扱しごく。

「あっ、やめ……っ。ああっ……」

　異次元の世界に飛んで行ってしまいそうだった。体が急浮ふ上じようするような感覚に、思わず腰が浮うく。何かに縋すがりたくて、洲世の脚に自分の脚を絡めてしがみ付いた。

「お願い、もう……」

　これ以上触られていたら、もうどうにかなってしまう。早く、出口に導いて欲しい。

「我が慢まんしなくていい」

　耳元で甘い誘ゆう惑わくが囁ささやく。その声に反応して、またグンとペニスが天を向く。

「ほら、楽になっていいから」

　耳みみ朶たぶを噛かまれて、搾しぼるように扱かれる。肛こう門もんまでもがわななきはじめ、背を反らせた。

「やだっ、イク……っ。やだ……！」

　他人の手でイってしまう恐きよう怖ふに怯おびえながらも、自分では得られない快感に浸ひたっていた。

　イキたい。でもイキたくない……。

　洲世の手のひらはおれを追い立てる。ペニスを扱く速さに比例するよう、おれの息も上がる。

「も、ムリ……」

　体の中の沸ふつ騰とうが頂点に達したと感じた瞬しゆん間かん、おれは洲世の手の中で弾はじけていた。

「……ぁ」

　何度か小刻みに腰が揺ゆれ、精を吐き出したのを感じる。頭がボーッとするほど快楽を感じるのは初めてで、しばらくは放心状態だった。

　ハアハアという荒あらい息を整えながらうっすら目を開くと、おれが放ったものの処理をする洲世の姿がある。

「出すつもりじゃぁ……」

　罪の意識に苛さいなまれる。洲世の手を汚よごすつもりも、後処理をさせるつもりもなかったのに……。

「そんな顔するなよ」

　おれが汚したものの処理をし、下着とジーンズを引き上げてくれる。どうやら、それ以上はしない様子だった。

「おれ、洲世のこと、好きだよ」

　どうしても、今伝えなきゃと思った。

　この湧わき出た気持ちは、早く言葉にして伝えなきゃいけないと。

「こんなこと、バイトだからってしないよ」

　おれの言葉に、洲世の肩が微かに揺れた。

「洲世だからできるんだ。信じられないかもしれないけど」

「分かってる」

　洲世は、自分に言い聞かせるようにそう言った。

「四六時中一いつ緒しよにいるんだ。それくらいはおまえのこと、分かってるさ」

　本当に？　少しはおれのことも気にしてくれてる？

「……ったく。ほんっと、バカなんだから……」

　小さくため息をついてそう言った。「なにも自分の身を擲なげうつ必要はないだろう」と。

「言葉だけじゃ伝わらないものもあるからさ。でも分かったろ？　口先だけじゃないってこと」

「おまえのそういう強さが眩まぶしいよ……」

　まるで真夏の太陽を仰あおぎ見るような目で、洲世はおれを見た。

　ドキッとした。

　洲世から、そんな目で見られるなんて。

　今まで散々口説かれてきたけど、それはどちらかというと冗じよう談だん半分のような感覚で、おれ自身を口説いているのとはちょっと違ちがう感じがしていた。

　けれども今は、それとはまた違うものを感じる。おれを……鈴川流という人間を、ちゃんと個別認にん識しきしてくれているようだ。

　ほんの少しだけ、洲世との距離が縮まったような気がする。

　けれどももっと、側そばにいたい。もっと、おれを見て欲しい。夏休みいっぱいの契けい約やくじゃなくて、ずっと……。

　祈いのるような気持ちでキスを誘さそった。





　サーキットも二日目。今日は公式練習の日だった。

　昨日はまだ閑かん散さんとしていたパドックに色とりどりのテントが立ち並ぶのを見ると、お祭りの時に似た高こう揚よう感かんが湧き上がる。これからレースが始まるんだということを思い知らされるような光景だった。

　洲世の足手まといにならないようテントを抜ぬけ出すと、展望台のようになったピットの屋上に登る。あまりに広いサーキットのため全ぜん貌ぼうは見えないけれど、ピットインしてくるクルマやクルーたちの動きが上から眺ながめられる。

　おれは葦原からもらったパンフレットを開いて、ドライバーの名前や顔、そしてクルマのナンバーなんかを覚えようとした。それがなにかの役に立つわけではないけれど、のほほんとテントでお菓か子しを食べているよりはマシだと思う。

「まずは知ってるやつからだよなぁ。北村……と」

　パンフレットでクルマのデザインを確認すると、下のピットを覗のぞき込んだ。

「カーナンバー１。そっか、去年のチャンピオンなんだ」

『１』というナンバーは、昨年のチャンピオンチームを表しているらしい。なるほど人気なのだろう、ピットも人の出入りが激しくて賑にぎやかな感じがする。

　もしかしたら、『１』というナンバーを背負っていたのは、洲世たちだったのかもしれないな。

　例の怪け我ががなかったら、順調に勝ち進んでいたかもしれない。そして今いま頃ごろは、Ｆ１に……？

「おや。秋津の仔こ猫ねこちゃん」

　声をかけられて振ふり返ると、当の北村がそこにいた。

「おれのことを知りたければ、いつでも教えてあげるのにな」

　胸に抱かかえていたパンフレットを、北村は取り上げた。開いていたページには、ちょうど北村のプロフィールが載のっていた。

「秋津より、おれがよくなったんだろう？」

　どこから自信が湧いてくるのか、つくづく自意識過か剰じようなやつだ。

「別に。恋こい人びとの仕事を知りたいと思うのは、当然のことだろう」

　北村には金で雇やとわれた恋人だと思われているんだっけ。ここで挽ばん回かいしておかなきゃいけない。

「そんなことしなくても、おれなら可愛かわいがってあげるよ？」

　この自意識過剰男はニヤッと笑った。思わず一歩後退すると、背中に手すりが当たる。

　うわっ。なんか、いやな感じ……。

　これは多分、迫せまられている状じよう況きようなんだろう。さすがに男から追い回されることは少ないけれど、間違いないと思う。じりじり迫ってくる北村を、見上げるしか術すべはなかった。

「流っ！」

　すると、真下から名前を呼ばれる。その声にハッとして、声の主を確認した。

「なにをしている。北村っ！」

　ピットから屋上へと声をかけたのは洲世だった。声を荒らげる姿なんて、はじめて見る。

　突とつ然ぜんの洲世の声に、北村は一瞬ひるんだ。おれはその隙すきに膝ひざ蹴げりを一発食くらわせると、全力でダッシュした。洲世のいるピットへと。

　北村は腹を押さえてうずくまっていたようだけれど、心配する気はさらさらなかった。

　息を切らせてピットへ駆かけ込むと、洲世に迎むかえられる。

「北村に手出しされたのか？」

　少しのイライラを含ふくんだ洲世の声。おれの乱れた髪かみ先さきを、指で弄もてあそんだ。

「ううん、平気。膝蹴りお見み舞まいしてきた」

　レース前のドライバーだろうがなんだろうが、関係ない。モラルのない人間には、それなりの態度で接してもバチは当たらないだろう。

　そんなことよりも、ただでさえ忙いそがしい洲世を煩わずらわせてしまったことが不安だった。洲世の気がかりになる要因など、一つも作りたくないのに。

「ごめん。気が散ったよな」

「気が散るというより、気になる。おまえ、北村に狙ねらわれてるぞ」

「え、どういうこと？」

　狙われるって、まさか命を狙われてるわけじゃないだろうし……。

「あれを見てみろよ」

　洲世は、隣となりのパドックを顎あごで示した。

　そこにはさっきまで屋上にいた北村が、綺き麗れいな男の人を伴ともなっているところが見える。

「なに？」

「あいつの昔からの悪い癖くせ。とにかくおれのものを欲しがるんだよ」

　北村との距きよ離りが近いせいか、洲世は声のトーンを少し低くした。

　どうやら、子供の頃ころから北村は洲世のものを真似まねたり横取りすることに燃えていたらしい。

「おまえのことも、パーティーで見て以来、気になっていたんだろうな。男の恋人を連れているのも、おれへのあてつけだろう」

「恋人ぉ!?」

　北村の腕うでに絡からまる男を洲世は示した。確かになんだか妙みようにムードのある相手のようだ。

　すると彼はおれのあげた声に気づいたのか、きつい目つきでおれを睨にらんできた。

「洲世へのあてつけだけに、男の恋人とか作っちゃう人なの？」

「まあ、そういう嗜し好こうは元からあったんだろうが、それをわざわざサーキットまで連れてくるのは、おまえに対たい抗こうしてるんだろうな」

「え、おれっ？」

　そんな。勝手に引き合いに出されても困るよ。

　でも、いったいなんで……？

「そういう妙な対抗心を燃やすやつなんだよ、あいつは」

「屈くつ折せつしてるなぁ」

「ああ、だからなにをしでかすか分からないやつだから。いちいち警けい戒かいしておけよ。あいつのいるような場所には立ち入り禁止だ」

　そう言われて、どう警戒したらいいのか分からなかったけれど、洲世を安心させるためにとりあえず縦に首を振っておく。

　二人の観察をこっそり続けていると、北村は恋人を伴っているにも拘かかわらず、彼を顧かえりみないで他の相手と楽しそうに会話をしていた。そんな北村にしびれを切らした男が、時折とがった声で「誠司」と名前を呼ぶ。

「なんだよ、数かず馬ま」

　振り返るものの、北村の興味は彼にないらしく、またすぐ他の相手に向き直る。もちろん数馬と呼ばれた男には、そんな行こう為いは気に入らないだろう。カッと頭に血が上った様子に見えた。

「誠司」

「うるさい」

　北村は煩わしげに一言投げつけた。

　数馬はどちらかというと、線が細くて女性的な顔立ちだった。その少し切れ長の目が怒いかりに燃える瞬しゆん間かんを目にして肩かたをすくめる。そして運の悪いことに、そんな数馬と目が合ってしまい、おれはわけの分からない罵ののしりの言葉を吐はき捨てられた。まるでおれの存在を厭いとうかのように。





　それからのことだ。数馬による小さな嫌いやがらせに気づくようになったのは。

　嫌がらせの内容は、足を踏ふまれたり物を隠かくされたりと低レベルだから、数馬と出くわした時だけに気をつければいいことなんだけど。あ、バイクで轢ひかれそうになったこともあったか。

　まあ、でも今のところは大した被ひ害がいはなかった。

「流、コーヒーいれてくれ」

　それが当然のように、洲世はそう言いつける。もうすっかりおれもチームに馴な染じんでいた。

「調子はどう？」

　アイスコーヒーを差し出しながら問う。そう聞いたからってレースの様子がよく分かるわけでもないのに、聞かずにはいられない。

「悪くないな。いいポジション狙えそうだ」

　レーシングスーツの上部を脱ぬいだ洲世は、珍めずらしく額に汗あせを浮うかべている。

　おれは、そんな洲世の隣に座った。

　走りを終えた洲世がテントに戻もどってくると、たちまちテントは大勢のファンに囲まれる。いくらテントの側面が覆おおわれているとはいえ、半はん透とう明めいのビニール製なのでその視線はあからさまに受けることになる。

　ドライバーの人気はその速さに比例するものらしいが、芸能人も顔負けの洲世のことだからサーキットでの人気も飛び抜ぬけていた。

　けれども、モニターで高嶋さんの走りを真しん剣けんに見ている洲世には、そんなファンの反応など気にならないようだ。

　おれはいつテントが倒たおされやしないかと気が気じゃないのに……。

「あ、いたいた。どんな感じ？」

　雑務をこなしていた葦原がテントに入って来る。冷蔵庫からスポーツドリンクを取り出して、モニターがよく見える位置に座った。

「千歳がいいタイム出してるぜ。まだまだ伸のびるな、あれは」

「あいつの速さはどこから来るんだろうね？　洲のは才能と努力だって分かるけど、千歳は悪い時はムカツクくらい最低なタイム出すからなぁ」

　そう言って、カップに注ついだドリンクを一口飲んだ。

「まあそう言ってやるなよ。あれでもおまえにいいとこ見せようと躍やつ起きになってるんだから」

「どうだか」

　ため息をつくように葦原が言う。

「えっ、それって、葦原と高嶋さんが付き合ってるってこと……？」

「付き合ってないっ！」

　おれの疑問を、葦原は即そく座ざに打ち消した。

「千歳が勝手に紛まぎらわしいこと言ったりするだけだよ」

　少し怒おこった様子で葦原は言う。

「それって、ラブアタックってやつじゃないの？」

「うるさいなーっ。違ちがうってば」

　ムキになって否定する葦原。その仕草が照れ隠しのように見えてならなかった。

「予選中はちゃんと集中してモニターを見ること！」

　おれと洲世の意識を無理やりモニターに向けようとする。

　すると、その時テントに張り付くファンを掻かき分けるようにして、一人の男がやってきた。

「ちわーっす」

　見たことのある顔だった。記き憶おくを辿たどると、パーティーで会ったモータースポーツ誌の記者だ。

「秋津さん、インタビューいいかな？」

「ああ、じゃあ車の中にしてくれ」

　洲世はテントの隣に停とめたワゴンを顎で示した。

　サーキットにはほとんどプライバシーというものがないので、こうしてワゴンを用意してわざわざ個室を作り上げるのだ。ドライバーの着き替がえや出走前の集中時はもちろん、あまり人に話を聞かれたくない時などはよく利用される。

　洲世がテントから出て行くと、葦原も用事を思い出したのか外へ出て行ってしまった。

　そして、「お疲つかれさまー」と入れ違うように現れたのは、レースクイーンの香か苗なえだった。

　決勝の今日からは、チームに華はなを持たせるためか、レースクイーンが加わることになる。

　彼女とは朝のうちに少し話をしたけれど、色々と仕事が忙しいようで、昼を過ぎてやっとテントに姿を現したのだ。

「コーヒーでも飲む？」

　隣に座った彼女に、アイスコーヒーをいれてあげる。香苗はカップを受け取ると、清すが々すがしい笑え顔がおをみせた。

「ありがとう。流ちゃん、秋津さんの側そばにいないでいいの？」

　おれより年上の香苗は、おれを弟のように見てるのだろうか、初対面の時から『流ちゃん』と呼ぶ。さらに、はじめから洲世の恋こい人びととして紹しよう介かいされているので、完全に異性として見られていない様子だった。

「おれなんか、ピットには立ち入れないよ。邪じや魔まにならないようにするのが精せい一いつ杯ぱい」

「そうだね、戦場だものね、ピットは」

　ほんの五メートル先はもうピットで、その殺さつ伐ばつとした現場の隣となりで、おれたちはコーヒーを飲みながらモニターで午後の予選を見ているというわけだ。

「側そばにいればいいってもんじゃないかぁ……」

　独り言を漏もらすと、香苗はコスチュームのホットパンツから伸びた長い脚あしを組んだ。

「どうして？」

「うん。過去にね、秋津さんに張り付いてなきゃ気が済まない子がいたのよ」

　核かく心しんに触ふれた気がして、ドキッとした。

「それって……ミズキ？」

「知ってるの？」

　おれが知っているとは思いもよらなかったのだろう。香苗は自分の失言に、表情を硬かたくした。

「うん、中ちゆう途と半はん端ぱにね。よかったら、教えて欲しいんだけど」

　単なる興味じゃないことをアピールするように、おれははっきりとそう言った。

　香苗は去年もチームのレースクイーンを務めていたのだ。半年だけでもミズキとは一いつ緒しよに働いていた仲だった。

「中途半端って、どういうこと？」

「知らされないことがあっても、近くにいれば色々感じ取れるものじゃない」

「ああ……そうね」

　香苗は大きくうなずいた。

「状じよう況きようから物事を知ってしまうのも、辛つらいことよね」

　おれと自分を重ねているのか、妙みように実感のこもった言い方だった。

「そう。辛いというか、怖こわいよ」

　自分が知らないということが、とても怖かった。もしかしたら真実は大したことじゃないかもしれないのに、拾い集めた情報のカケラを繋つなぎ合わせて、とんでもない妄もう想そうをしてしまう。

　特に北村の言った、洲世が恋人を殺してしまったという発言が、暗い影かげを落としていた。

「そっか。じゃあ、わたしが話せることだけでいいなら話してあげるわよ」

「本当!?」

「ええ。語れることは少ないけど」





　香苗から聞き出した話は多くなかったけど、ミズキという人物の姿が見えた気がする。

　名前は、久く遠どお瑞みず貴き。家庭の事情で苗みよう字じが違ったが、葦原の妹なんだという。それも、双ふた子ごの。

　本来、レースクイーンというのは、モデルやタレントの下積み時代の仕事の一つで、これをきっかけに芸能人として羽ばたくのを目指すものなんだそうだが、瑞貴は違ったのだという。

　瑞貴は芸能人になりたかったわけじゃない。あくまで彼女は洲世の側そばにいたいがためにレースクイーンの座に納まったそうだ。葦原の立場をフル活用して。

「とはいっても、１００％コネが利きくほど甘い世界じゃないからね。実の兄の麻貴さんがマネージャーだからといって手にできる仕事じゃないわ。彼女の努力と実力も相当なものだった」

「まあ、葦原と同じ顔なんだろうから、綺き麗れいだったんだろうね」

「そうね。でも、秋津さんにはそんなの関係ないみたいだけど」

「分かる気がする」

　洲世は、自分が容姿に恵めぐまれているせいか、人を外見で判断することがない。だいたい、見た目にこだわる人なら、男は守しゆ備び範はん囲いにはならないだろう。

「でも、二人は恋人だったわけだろう？」

　その問いに、香苗はどう答えたらよいか言葉を探すように、顎あごに細い指を載のせた。

「うーん、恋人ではあったんだけど、正確に言うと、恋人の一人って感じかしら」

「ああ……」

　香苗の言いたいことが分かってしまう。今でこそ身み綺ぎ麗れいそうな洲世ではあるけれど、男女問わず何人もの相手がいただろうことは、想像にたやすい。

「だからね、瑞貴だけが特別なわけじゃなかったのよ。そういう意味では、秋津さんは誰だれも愛していなかったのかもしれない……」

「誰も？」

「そう。少なくとも流ちゃんのように、側に置くことはなかった。自分の都合のいい時だけ呼び出したりしてね。複数の相手が想像できたけど、姿を見たことはないのよ」

　おれが初めてサーキットに連れてきた相手なんだって、高嶋さんは言ってた。それがとても意味のあることのように感じて、胸が熱くなる。

「わたしが話せるのはこんなところよ。他ほかは噂うわさ話ばなしのレベルしか知らないから、わたしの口からは言えないわ」

　知らないことは無責任に言えないと、それっきり香苗は口をつぐんだ。

「ありがとう。それだけで十分だよ」

　裏を返せば、香苗の言葉は信しん頼らいできるということだ。語ってくれたことはわずかだけど、ぼんやりとしていた事こと柄がらに、輪りん郭かくを与あたえてくれた。

「ちょっと、外の空気を吸ってくる」

　おれはそう言って、立ち上がった。





　一歩テントから踏ふみ出すと、日差しの強さとパドックを埋うめ尽つくす人の熱気で、仰のけ反りそうになる。予選も終しゆう盤ばんに入って、観客のボルテージも上がってきているようだった。

　テントを出る際にモニターをチラッと見たけれど、洲世は上位をキープしていた。レースに詳くわしくはないけれど、なんだか大だい丈じよう夫ぶな気がしてならない。

　パドックの人ごみを掻かき分けて、第一コーナー寄りのピットエンドへと向かう。何日かサーキットに滞たい在ざいしていて見つけた隠かくれ家的ポイントだった。

　ピットの端はしに造られた、非常階段の踊おどり場で足を止めて、第一コーナーへ猛もう走そうしてくるクルマを目で追った。

　それにしても、意外だった。洲世と瑞貴は、もっと熱々な恋人同士だと思っていたのだ。

　だったら、なぜ──？

　なぜ洲世は、未いまだに瑞貴を忘れられずにいるんだろう。胸の深い部分で、まだ瑞貴は生きているのだ。それは、なぜ？

　深くため息をついた瞬しゆん間かんだった。踊り場の手すりから上半身を乗り出していたおれの頭上に、文字通りバケツをひっくり返したような勢いで水が降ってきた。

　え……──？

　瞬間、我に返って、屋上へ続く階段を駆かけ上がる。

「待てよっ！」

　人ひと影かげもまばらな屋上には、予想していた後ろ姿が走って逃にげ去るところだった。少し距きよ離りは開いているけれど、捕つかまえられる自信がある。

「ま……てって！」

　あっという間に追い付いて、相手のシャツを掴つかんで床ゆかに倒たおす。おれの意外な機き敏びんさに驚おどろいたのだろう、上から押さえつけられた数馬は、目を見開いて驚いていた。

「いつまでもやられたままだと思っているなよ」

　肩かたでぜいぜい息をつきながら数馬を見下ろすと、ヤツはプイッと横を向いた。

「なんでおれにこんな姑こ息そくな真似まねをするんだよ」

「……」

　あくまでも黙だまり通すつもりらしい。数馬は横を向いたまま、微び動どうだにしなかった。

「ふうん。北村がおれのことを気に入っているのがそんなに気に入らないんだ。それとも、洲世がいるせいで北村にＦ１のチャンスがないことが悔くやしい？」

「……っ」

　わざと煽あおる言葉を口にすると、数馬の口元が歪ゆがむ。どちらも図星のようだった。

「意い趣しゆ返がえしに、北村のこと誘さそってみてもいいんだけど」

　それは、心にもない言葉だった。けれども数馬のレッドゾーンに入ったのか、やつはおれを渾こん身しんの力で押し退のけると、平手で頬ほおを殴なぐる。

「痛っ」

「そんなことさせるかよっ」

　腹から絞しぼり出したような悔しそうな声でそう言うと、数馬は駆け出して行った。

　唐とう突とつのことに驚いて、叩たたかれた左頬を押さえると、おれは呆ぼう然ぜんとその背中を見送っていた。





「ど、どうしたんだよっ」

　ずぶ濡ぬれの姿をひた隠してチームに辿たどり着くと、さすがの葦原も驚いたようにおれを見た。

「油断した」

　その一言で理解したんだろう。葦原は人目を忍しのぶようにしてトランポへおれを連れて行く。

　クルマや機材を運ぶこのトランポは、レース期間は倉庫のような使い方をされているため、人から隠れるにはうってつけだった。おれたち以外にも、ここを密談場所にしてるやつがいるのか、葦原がずんずんと進んでいった奥には、コンテナが椅い子すのように並んで置いてある。

「とりあえず、着き替がえたほうがいいな」

　葦原はトランポ内の引き出しを探さぐると、衣類をいくつか出してきた。

「今日はこれを着ておけよ。あと、面めん倒どうだからこれも穿はいておいて」

　チームのロゴが入ったＴシャツと、アースカラーのパンツを手て渡わたされる。

「これ、チームウェアじゃあ？」

「いいよ、やる」

「やるって……」

　チームウェアは、いわばチームの制服だ。本当にチームに認められた者にしか着ることができない貴重なもので、そんなのおれが着てもいいのか戸と惑まどう。

「着替えの分は後でやるから」

「えっ、そんな大事なもの、何枚も！」

「着ていて欲しいんだよ。私服でウロウロされると、ファンがどう思うか分からないだろ」

　決して認められたわけじゃないんだと知って、浮うかれていた心が軽く落ち込む。

　それでもチームウェアをもらえることが、なんだか感かん慨がい深かった。

「予選は？」

　走行中なのに、こんなところへシケ込んでしまって大丈夫なのだろうか。

「安定しているようだし、トラブルがない限り平気だよ」

　葦原からもらったＴシャツに着替えながら、今が予選中でよかったと思った。少なくとも、コースにいる洲世に、こんなことがバレる心配がない。

「どうせ北村のオトコにやられたんだろう？」

　葦原には隠せないのだろうと思う。むしろ、嫌いやがらせが始まった時から分かっていて様子を見ていたのかもしれない。

「……」

「やっぱりな」

　納なつ得とくしたような葦原の声。その葦原はおれをもう一度観察すると、顔の辺りで目を止める。

「おまえ、殴られたの？」

「うん、ちょっとね」

　痛みはもう引いていたので忘れかけていたけれど、一目で分かるほど腫はれているんだろうか。

「うわー、赤くなってるじゃないかっ。ちょっと待ってろよっ」

　慌あわててそう言うと、葦原はトランポを出て行く。そして、手に氷ひよう嚢のうを持って戻もどってきた。

「せっかくの可愛かわいい顔が台無し……」

　葦原らしからぬ言葉にギョッとすると、痛々しい目つきで頬を眺ながめて、氷嚢を押し当てる。

「あの……」

「なに？」

「悪いものでも食った？」

　びっくりしているおれに、見たこともない笑え顔がおを作る。

「流の顔、気に入ってんの」

　照れ隠しのように、おれの鼻をつまむ。もしかして、今って葦原とじゃれてる状じよう況きようなわけ？

　急に人が変わったような葦原を、信じられない思いで見た。なんの気まぐれだろう。それとも今の葦原を、信じてみてもいいのかな。

　だったら──。

「聞きたいことがあるんだ」

　今がチャンスとばかりに、おれは葦原に向き合った。

「瑞貴について、教えて」

「なっ……」

　さすがの葦原も、戸惑いの色を隠せなかった。

「何言ってるんだよ。瑞貴って誰だれ？」

「とぼけないでくれよ。瑞貴が洲世の恋こい人びとだったってことくらい知ってるんだ。それに、洲世は夢で瑞貴にうなされている。それも、一度や二度じゃない」

「夢？」

　探るような目つきだった。これだけ近い存在であっても、夢にうなされる洲世というのは知らないどころか想像もつかないらしい。

「あいつ、夢にうなされてるの？」

「うん、三日に一度くらいは」

　その名前を呼ぶ時、洲世はいつも苦しそうだった。

　追いかけて、求めて、求めて。けれども腕うでの中からスルリと逃げていく恋人。必死で叫さけぶ、「瑞貴」と──。

　悪い夢から目覚めると、洲世はいつも辛つらそうだった。温ぬくもりが欲しいのか、そんな時はいつも隣となりで寝ねているおれの体温を確かめるように抱だきこんでくる。

「そんな頻ひん繁ぱんに？」

　だから洲世には、一いつ緒しよに寝てあげる相手が必要だったんだ。悪夢にうなされて目覚めた時、あの部屋に一人はすごく心細い。

「そう……か。じゃあ、なにから話そうかな」

　観念したのか、自分の気持ちを整理するように葦原はつぶやいた。

　おれだって、二人の過去なんて聞きたくない。済んだことなら、知らずにいたいのに……。

　でも、知らないままじゃだめなんだ。おれが洲世と一緒にいたいと思うのなら、過去の因いん縁ねんから洲世を引きずり出してあげなきゃ、あいつは絶対におれのものにならない。

「聞いたらどうなるか分かってるんだろうね？」

　おれが洲世を過去から解放してあげられないのなら、聞くなということだ。話を聞いた後で逃にげるのは許さないと。

「もちろん。おれ、洲世を安あん眠みんさせてやりたいし」

　夢に怯おびえることもなく、ゆっくり静かに眠ねむらせてあげたい。毎日側そばで眠っているからこそ、余計にそう思う。

「……ああ、そうだよな」

　葦原は決意を固めるおれを見て、微かすかだけど一いつ瞬しゆんだけ穏おだやかな顔を見せた。

　その初めておれに向ける表情に、おれの存在が認められたことを知る。

「……おれと瑞貴は同じ腹から生まれてるんだけど、訳あって一緒に育っていないんだ」

　そう切り出した葦原の話は、なかなかディープな始まりだった。

「お互たがいの存在は知っていたし、同じ都内に住んでたから時々会ったりしてたけどな。だから、おれと洲は幼おさな馴な染じみだけど、瑞貴と洲の付き合いは古くない。ほんの三年前に出会った仲なんだ」

　会話の合間にやりきれないため息がこぼれる。そして、葦原の視線は足元に落ちた。

　その頃ころの洲世は、葦原に双ふた子ごの妹がいることは知っていたらしいが、特に興味はなかったようだ。けれども葦原を介かいして会ううちに、二人の距きよ離りは近づいていく。

「もちろん洲にも好意はあったんだろうけど、当時、あいつには遊びと割り切って付き合っている相手が何人かいたんだ。だから、洲には瑞貴もそのつもりだったんだよ」

「けれども瑞貴は違ちがった、と」

「うん。洲の側そばにいたいがためにレースクイーンをしていたくらい必死で……本気だった」

　瑞貴は、自分が複数いる恋人の一人だということを知っていた。そして、それでもいいからと承知で洲世と付き合っていた。彼女は付き合っているうちに洲世の一番になろうと思っていたのだろう。けれどもなかなか洲世の気持ちがなびかないことを知った瑞貴は、自分を見失っていく。

「そんな時、瑞貴のヤツ……」

　誘さそわれるまま、北村と関係してしまったのだという。

「なんで、あんな真似まねなんて……っ」

　葦原は瑞貴の実の兄でありながら、同情と恨うらみとの間で揺ゆれているようだった。

「北村に抱かれた事実を告げても、洲は動じなかった。本当は、洲に嫉しつ妬とさせるために北村の誘いに乗ったんだと思うけど」

　自分の浮うわ気きを洲世が痛手に感じていないことを知った瑞貴は、反射的に部屋を飛び出したのだという。ちょうど仙台でのレース期間中で、宿しゆく泊はくしていたホテルを飛び出した瑞貴は、翌日変わり果てた姿で発見された。

「えっ、自殺……なの？」

「それは今でも分からないんだ。ひき逃げというのが一番有力だけど……」

　葦原は力なく首を横に振ふる。

「瑞貴が発見されたのが、フォーミュラの決勝の日だったんだよね」

　それはちょうど一年前のことだ。

　洲世と北村は、Ｆ１ドライバーの座を狙ねらって戦績を競きそっていたという。フォーミュラの戦績によってどちらかがＦ１最終戦の鈴すず鹿かを走り、その内容如何いかんでは翌年のＦ１シート獲かく得とくも夢ではないと言われていた。

「洲にとっては大切な日だったから、おれたちは瑞貴の死について、巧たくみに隠かくしてたんだよ。それなのに、よりによって北村の口から、洲に知らせることになってしまった」

　忘れたいだろう過去を、葦原は訥とつ々とつと続けた。

「出走前のドライバーが、どれだけナーバスな状態か分かるか？　どんなに神経が図太いやつでも、スタートまでの瞬間は逃げ出したくなるような精神状態なんだ。あの洲も、例外になく」

　そんな昂たかぶった神経を逆なでするよう北村が取った行動は、周囲が必死で隠していた瑞貴の死を洲世に伝えたことだった。

　その瞬間、洲世は何を思ったろう。

　恋人の裏切りを耳にし、ライバルの卑ひ劣れつさを知らされ、その二人から蹴け落おとされたと知った時。その時、奇くしくもスタートを知らせる青信号が点灯した。

「レースのスタートには、フォーメーションラップというものがあるんだ。スタート前の準備運動のようなもんなんだけど。ここで周回した後、隊列を整えて正式なスタートになる」

　この時の出走の仕方が悪かったのだと葦原は言う。

　乱れたスタートの衝しよう撃げきで、繊せん細さいな車体に異変が生じたのだ。バックストレートと呼ばれる下り勾こう配ばいで、スロットルが戻らなくなってしまった。

「戻らないって？」

「つまり、平たく言うと、下り坂でエンジンが減速しなくなったわけ。その先は『馬の背』と呼ばれるきついコーナーで、クルマはコースを大きく外れて旋せん回かい、そして炎えん上じよう」

「え、炎上～っ？」

「オイル満タンに積んでたからね。珍めずらしいことでもないけど」

　冷静に葦原は言う。

「洲の乗ったクルマは、コンクリートウォールに激しくヒットして止まった。おれはその一部始終をモニターから見ているだけだった」

　それがどんな衝撃なのかはおれには分からない。けれども、安否の分からない不安や、すぐに駆かけつけられないもどかしさは、握にぎり締しめた葦原の拳こぶしが物語っていた。

「すぐにレスキューが駆けつけての救出劇になったわけだけど、洲世は頭を強打して、しばらくは意識不明。もちろんこの年はレースに復活できるわけがなく、Ｆ１最終戦のシートは自動的に北村に渡わたることになった。──これが、昨年の事故の真相」

　おれが雑誌で得た情報では、生死を彷徨さまようような大事故とあった。実際に今洲世は生きているし、ドライバーとしての実力も多分に発揮されているけれど、一歩間ま違ちがえれば大変なことになっていたかもしれない。

「酷ひどすぎる……」

　一方的に裏切られたまま、まだ癒いえない傷を抱かかえている洲世。肉体だけでなく心も傷つけられて、そのままでいるんだろうか。

「まあ、北村がＦ１に行かなかったのが救いだよ。つまり、チャンスは手にしたものの、北村の走りが認められなかったってことさ。そんなに世の中甘くないんだよ。ざまぁみろってーの」

　と、吐はき捨てるように言う。

「おれが洲と体の関係を持つようになったのは、あの事故の後からだ。理由なんて説明しなくても分かるだろう？」

　それはつまり、身代わりってこと？　かつての恋こい人びとと同じ姿の人を抱だくことで、いったい何が生まれるというのだろう。

「敢あえて言えば、虚むなしさ……かな？」

　葦原は、おれの疑問に答えるように言った。

「おれを抱くことが一種の懺ざん悔げだったんだと思う。瑞貴の生前に優やさしくできなかった分をおれに優しくすることで、心の溝みぞを埋うめていたんだろう。けれどもその反面で、虚しさばかり大きくなっていったと思うんだよね。それで洲は、後あと腐くされしない、心を引きずられることのない相手を街でナンパして部屋に置くようになったってわけ。一時は本当にひどいものだった」

　パーティーを思い出していた。交友関係が激しかったって、あのおばさんが言ってたよな。

「まあ、それも長くは続かなかったんだけどね。洲は体の関係より、一緒に寝ねる相手を探しているみたいだったから」

「おれも、その一人ってことか」

　自分がこの場所にいる経けい緯いを思い返す。そうなると、おれは瑞貴の身代わりをしていた葦原の代わりだったってこと。

「それはちょっと違うかな」

　おれの出した結論に、葦原が首を振る。

「少なくとも、洲がサーキットまで連れてきた男は流だけだよ。もっとも、流との仲がここまで続いてること自体が驚おどろきなんだけれど」

「それは、おれが勝手に洲世にくっついてるから……」

　洲世が『逃にげてもいいぞ』という顔をするたびに、おれはしつこくしがみつく。そのくり返しでここまできているようなもんだ。

「わざわざくっついてくるのも、流くらいなもんだよ。ナンパして家に連れてきたくせに抱きもしない相手なんて、気味が悪いだけだろ？」

　洲世が街で拾ってきた男たちと続かない理由を語る葦原だけど、おれが初めて葦原に会った時に聞かされたこととなんだか話が違う。

「あんたが追い出してんじゃなかった？」

「え、おれ？　あぁ、流にはそんなこと言ったっけ」

　今思い出したとばかりに、悪びれる様子もなく葦原はあっけらかんと言う。

「そんなの単なる口からデマカセだよ。洲が連れて来た男は一人しか会ったことないし。おれと遭そう遇ぐうする前に、なかなか抱く気配のない洲に愛想つかして出て行ってしまうのがオチだから」

「え、ちょ、ちょっと待って。デマカセって、おれに悪態ついたのはなんだったわけ？」

　葦原の存在に嫌いや気けがさして出て行くはめになるから、今すぐ出て行けって言ったのは、目の前にいるヤツと同一人物だよな？

「だって、それくらい厭いや味み言っておいたほうが燃えるだろ？　すぐに出て行かれるのは困ったんだよ。そろそろ洲にもちゃんと支えてあげる人が必要だと思ったから」

「あんたも芝しば居いしてたってこと？　嫉妬して、おれにきつく当たってたのも、全部？」

　もう、何が本当なのか分からなくなりそうだ。

「流への態度は単なる八つ当たり」

「八つ当たり～？」

　さらに頭を抱えてしまう。

「流に見込みがあると思っても、おれの洲を受け渡すなんてプライドが許さないだろ。ついでに言うと、体の関係もほんの数度でとっくに終わってる。な、いい刺し激げきだろう？」

「そんな、同意を求められても……」

　弱りかけて、ふとあることに気づく。

「……てことは、あんた、おれのことを認めてるのか？」

　動どう揺ようが大きくて、つい大切なことを見落としてしまいそうだった。

「ったく、トロいなぁ～。気づくのが遅おそいんだよ。言ったろ『洲のプラスにならないと判断したものは排はい除じよする』って。おれがその気になったら、流なんてその日のうちに追い出してるよ」

　……確かに。

　冷静に考えれば分かることだけど、本気で葦原に嫌きらわれてたら、どんな手を使ってでも追い出されていただろう。

「あんた、結構おれのこと好きだろ？」

「まさか。流なんて大っ嫌いだね。洲とセックスした日にゃマジで殺すよ」

　そんな物ぶつ騒そうなことを言われながらも、明らかにお互たがいを認め合っていることを感じていた。

「あ、予選が終わったっ」

　ふいに葦原は耳を澄すます。

　すると、今まで羽音のように音をたてていたエキゾーストノートが消えて、辺りは静かになっている。マシンがそれぞれのピットに帰ってきているのだ。

「大変っ」

　身軽に立ち上がると、軽快な足取りでトランポから飛び出す。おれはその葦原の後を追った。

　葦原に続いてテントに入ると、そこには洲世がいた。モニターの前で腕うでを組んで、リザルトをチェックしている。

「暫ざん定ていポールは？」

　モニターを見つめる洲世に、葦原が声をかけながら近寄る。

「ポールは北村だよ」

　答える洲世。葦原から話を聞いた直後で、洲世が『北村』と口に出すのを見るのが少し痛い。

「へー、うちは？……二位じゃん。さすがエースっ！」

　予選の結果がモニターに出ていた。

　今日やった二回の予選で、一番早いタイムを出したチームがポールポジション──つまり、明日の決勝で一番いいグリッドからスタートできる。

「ねえ、二位のが凄すごいの？」

「状じよう況きようによってな。ポールを取るとハンデが付くんだよ。ウチのチーム的には二位狙ねらいだったから、順風満まん帆ぱんってとこだな」

　またハンデかぁ。このＧＴのルールは一朝一いつ夕せきには覚えられそうもない。

「北村っち、力入りすぎちゃったんじゃないのー？」

　葦原はアハハと笑う。どうやら北村にとっても一位はあまり嬉うれしくないようだ。

「あ～くそ～っ！」

　叫さけびながらテントに入ってきたのは高嶋さんだ。狙い通りの二位なのに、どうやらあまり面おも白しろくないらしい。

　葦原は高嶋さんからヘルメットを受け取ると、レーシングスーツの上半身を脱ぬがせる。その下からは汗あせで肌はだにはり付いたＴシャツが現れ、葦原は有う無むを言わせずそれを剥はぎ取った。

　そして、冷蔵庫で冷やしていたタオルで、逞たくましく整った高嶋さんの背中の汗を拭ふいていく。

　その慣れた行こう為いが、見ていてなんだか気き恥はずかしい。

「何をそんなにイライラしてるわけ？」

　高嶋さんの背中を拭き終わり、次は腕の筋肉をほぐすように揉もみながら、穏おだやかな声で葦原が問う。すると高嶋さんは、少し不ふ貞て腐くされたように口を開いた。

「予選のタイム、アタッカーのおれが出すはずだったのに、洲世に持っていかれたっ」

　その幼よう稚ち園えん児じのような言い方に、葦原は「ぷっ……」っと軽く吹ふき出す。

　同じチームなんだから、高嶋さんがタイム出そうが洲世がタイム出そうがどっちでも同じだと思うんだけど。カッコいいところを洲世に攫さらわれて拗すねているみたいだ。

「どうした？　途と中ちゆうまでいいタイム叩たたいてただろ？」

　洲世は特に笑うこともなく、却かえって真顔で訊たずねる。

「急にひどいアンダーが出ちまったんだよ」

「ふうん。予選で出てくれて良かったじゃないか。今からならまだ決勝まで時間もあるし、原因も突つき止められるかもしれない。おまえにカッコいいゴール切らしてやるから拗ねるなよ」

　宥なだめるような洲世の言葉。相手がひねくれた人間だったら余計に憤ふん慨がいしかねない。けれどもさすがにパートナーだけあって、高嶋さんの性格を読んでいるのか、彼は見事に『カッコいいゴール』という言葉に引っかかっていた。

「そうは言っても、今回一位狙ってねーじゃねーか」

「狙っても構わないぞ。その代わり、下手に二位なんて半はん端ぱな数字残したら許さないけどな」

　おだてつつ、しっかり釘くぎまで刺さしている。

「え、マジか？　それなら早いとこミーティングして、明日の作戦練ろうぜ」

　さっきまで不貞腐れていた高嶋さんが、もうやる気に満ちて生き生きしている。素す直なおというか、恐おそろしく真っすぐというか……洲世と二人っきりの時間が多かったから、そんな高嶋さんがなんだか微笑ほほえましい。

「おれ、監かん督とく捜さがしてくるわ」

　居ても立ってもいられなくなったようで、嬉き々きとしてテントを出て行く。

「ちょ、ちょっと、Ｔシャツくらい着ろよっ。千歳っ！」

　日に焼けた高嶋さんの広い背中を追って、葦原も出て行った。

　二人がピットへ向かったのを見送ると、やれやれといった感じで洲世は椅い子すに座った。

「コーヒーいれようか？」

　洲世の返事を聞く前に冷蔵庫に向かう。カップにブラックを注つぐと、洲世の前に出す。

「ああ、サンキュ」

　サーキットに来て知ったことだけど、エースドライバーとしての洲世は、人との付き合いが非常にうまい。高嶋さんが言っていたように、上下の差を取り払はらいつつも馴なれ合いでなく、お互いの立場をちゃんと守った関係が築けている。

「おれ、洲世は人との付き合いとか面めん倒どうがるタイプだと思ってた」

「そうか？　ま、面倒といえば面倒なんだがな」

　なんて言いつつも、ビニールの側面越ごしにテントを覗のぞいてくるような熱ねつ狂きよう的なファンにまで手を振ふって応こたえている。その手の振り方もうまいもので、ファンの人たちを煽あおらない加減というものを心得ているのか、アイドルの追っかけ並みにテントに張り付いていた人たちは、洲世に手を振ってもらえたことで満足して、ぽつぽつテントから離はなれていくのが分かる。

　まるで角砂糖に群がるアリ状態だったのが、少しだけ緩かん和わされる。その人ひと垣がきが少なくなったところに、あまり見たくない顔を見つけてしまった。

　洲世も同じところに視線を遣やっていたのだろう。微かすかに息を詰つめたのが感じられた。

　その人物というのは、北村だった。

　よく見ると、北村は数馬と並んで歩いている。やはり向こうも気になるのか、うちのテントの前にきてひょいと中を覗き込んだ。それが運悪く、洲世と目が合ってしまったようだ。

「ちょっと、挨あい拶さつしてこようよっ」

　このチャンスを生かさない手はない。

「え、おいっ。流っ」

　おれは飛ぶように立ち上がると、洲世の腕を引いてテントの外に出た。

「おまっ、なに考えて……」

「大だい丈じよう夫ぶ、みんな聞いたから」

　早口で洲世にそう言うと、転がるようにして北村と数馬の前に飛び出す。

「おわっ……と」

　急に二人の男が目の前に飛び出してきて驚おどろいたのか、北村と数馬も足を止めた。

「北村さん」

　不ふ審しんがる二人を目の前にして、わざと陽気な声を上げる。洲世も何事かといった様子でおれを見ていたようだけど、信用してくれたのかそんなおれを止める気配はなかった。

　嫌いやな考え方だけど、この時ほど自分の容姿をありがたく思ったことはない。十人並みの容姿をしていたら、こんなに堂々と北村の前に出て行くことはできなかっただろう。

「ポールポジションおめでとうございまーすっ」

　引っ張っていた洲世の腕を強く引く。洲世もおれの意図が薄うす々うす分かったのか、空いたほうの腕をそれとなくおれの腰こしに回した。分かる人には分かる、恋こい人びと同士のジェスチャーだ。

「握あく手しゆしてよっ。ポールなんて、カッコいいっ！」

　握手を求めると、北村は一いつ瞬しゆん怯ひるんだものの、まんざらでもない顔つきになって応じてくる。

「わーい、握手してもらっちゃった！　後でサインもくれよなっ」

　北村の目には、尻しり軽がるな洲世の新しい恋人として映っているだろう。

「だから言ったろう。おれのところにおいでって。秋津よりいい思いさせてやるぜ」

「洲世より？　うーん、それはないかな。だって、どんなに卑ひ劣れつな手を使っても洲世に勝てないわけだろう？　それはちょっと情けないよな」

　自分でも意識して、最高の笑え顔がおを振りまきながら言った。

「なっ……！」

「それに──」

　背後の洲世に視線をやると、腰に絡からまる腕の力が強くなった。

「やっぱり洲世が一番なんだよね」

　北村に見せ付けるように、熱いキスを交かわす。

「じゃあ、またね」

　おれが一番綺き麗れいに見える表情を作ると、洲世にしなだれかかるようにしてワゴンに乗り込む。ドアが閉まった瞬間に、今までの鮮あざやかな笑顔はどこかに消え去った。

「ばっかじゃねーのっ？　あの男っ！」

　北村と対面したことで、沸ふつ々ふつと怒いかりのようなものがこみ上げてきた。

　それまでと態度が豹ひよう変へんして悪態をつくおれを、洲世は驚いたように見ている。

「あんなの厭いや味みに決まってるじゃねーか。無意味にポール取って笑われてるのも気づかないのか？　あの自意識過か剰じようの最低男っ！」

　そんなおだてに乗せられてデレデレするような男に洲世が陥おとしいれられたのだと思うと、腹の辺りがムカムカしてくる。

「だいたい恋人と一いつ緒しよに居るのに口説いてんじゃねーっつーの。うわー、おれ、あんなやつと握手しちゃったよっ」

　気持ち悪いっ！

　北村に触さわった右手を汚きたないもののようにブンブン振ると、洲世の手がそれを捕とらえた。

「あっ」

「──おれのためか？」

　信じられないものを見るように、洲世の視線がおれを捉とらえる。思わず表情をどこかに忘れてきたような顔で、それが洲世の驚きの深さを表しているようだった。そう聞かれると、途と端たんに恥はずかしくなって、俯うつむくしかできない。

「さっき、『全部聞いた』って言ったな？　今のあれは、おれたちの間にあったことを知った上での行動だな？」

　怒おこっているのか呆あきれているのか、声を聞いただけでは判断できない。かといって顔を上げることもできなくて、膝ひざの辺りをじっと見つめていた。

「流」

　握にぎりこまれた右手にキスをされる。その行こう為いに思わずハッとして顔を上げた。

「消毒終しゆう了りよう。おまえの厭いや味みが分からずに北村が乗せられてるなんて、なかなか面おも白しろいな」

　そして、さも愉ゆ快かいそうにアハハッと笑った。

「洲……世？」

「ふっ、はははっ……！」

　クールが持ち味の洲世が声をあげて笑い転げるなんて、滅めつ多たにあることじゃない。けれどもツボに嵌はまってしまったのだろう、シートの上で腹を抱かかえて笑っていた。

　てっきり勝手な行動を責められると思っていたおれは、意表を突かれて洲世を見た。

「怒ってないのか？」

「……なんで怒る必要があるんだよ？」

　笑いが落ち着いたのか、洲世は肩かたで息をして呼吸を整える。

「だって、おれ、人前だってのに、勝手にキスなんかかましちゃったし……」

　なんだか語ご尾びが掠かすれる。洲世を前にして、急に緊きん張ちよう感かんが走った。

「そんなの元から気にしてない。おれのためにやったことに、おれが怒るわけないだろう？」

　狭せまい車内で抱だき込まれて、洲世の囁ささやきは甘く響ひびく。胸に凭もたれて濃こく香かおる香こう水すいのにおいを嗅かぐと、なんだか泣きたくなった。

　偽ぎ装そう恋こい人びとなんかじゃなくて、本物の恋人になりたい。この人を、おれのものにしたい……。

　そんな感情がこみ上げる。

　好き……なのだ。どうしようもなく。独どく占せんしたいと思うほどの恋心へと発展していた。

「おれの恋人が、強気なやつでよかったよ。あいつが丸め込まれる様子を見て、久しぶりに気持ちが良かっ……」

　俯いていた顔を上げられる。おれの顔を見て、洲世は言葉を失う。

「……おまえ、なに泣いてるんだ？」

　その言葉に、自分が本当に涙なみだを流していることを知った。

「わ、分か……んない」

　なんでだろう。理由がいっぱいありすぎて、一言では言えない。

　愛いとしさ、切なさ、温かさ、悔くやしさ……。

　さっき洲世に抱きしめられたことで、洲世に対する色んな想おもいが溢あふれ出てしまったようだ。

「おまえは強いな」

　染しみ入るような洲世の言葉。

「ハッ、そんなの、泣いてるやつに向かって言うなんて、説得力ない……」

　照れくさくなって、洲世の視線から逃のがれる。そんな風に言ってもらえて、かなり嬉うれしい。

「決めた」

　洲世は、真っすぐな視線をおれに向けた。

「おれは明日の決勝で、本気で一位を狙ねらう」

「えっ、一位って、本当に……？」

　今の時期に優勝してしまったら、後のレースはハンデが大きくて辛つらいものになる。それを良く知っている洲世がそんなことを言うなんて、やつの真意がよく分からない。

「どうしても一位が欲しくなったんだよ」

　探さぐるような視線を向けたおれに、洲世は軽く笑って理由を話した。

「でも、なんで……？」

「なんだか急にがむしゃらになってみたくなったんだよ、おまえを見てたら」

　自分の耳を疑う。もしかしたら、おれは凄すごいことを言われているんじゃないだろうか？

「それって、つまり、おれのために一位を獲とってくれるって、こと……？」

　そんなはずがないと思っている。けれどもそう聞かずにはいられなかった。

「そう。だから、優勝したらおれのものになれよ」

　そう言い切る洲世の真っすぐな目を、ドキドキしながら見返した。

「おれを……抱きたいってこと？」

「ああ、今すぐにでも」

　きっぱりと言い切る洲世に嘘うそはなかった。

「今すぐって、なんでそんな急に……」

　嬉しいと同じくらい戸と惑まどいを感じる。毎日隣となりで寝ねていても、抱く気配すら見せなかった洲世が、どんな心境の変化なんだろう。

「こんなの予定外だったんだが……」

　洲世の言葉にため息が混じった。

「おまえが北村に楯たて突ついたりする姿に絆ほだされたみたいだな」

　観念したような洲世の声。そんな風におれがさせているんだってことに小さく体が震ふるえる。

「勝ったらおれのものになるだろ？」

　そう問われて戸惑う理由がおれにはなかった。

「うん……」

　声を振ふり絞しぼると、答え終わる間もなく唇くちびるが塞ふさがれる。やや強ごう引いんめに貪むさぼる唇が、おれを求める心を代弁しているんだって思うと、それだけで胸が締しめ付けられるような思いになる。

　洲世の体に腕うでを回した時に、ドンドンとワゴンのドアを叩たたかれてハッと我に返った。

「おーい、洲いる？　ミーティング始めるけど」

　外から聞こえてきたのは、葦原の声だった。

「今行くよ」

　外に声を掛かけると、洲世は少し体を離はなしておれの顔を覗のぞき込む。

「明日一位を獲るためのミーティングをしてくるよ。今夜は多分ここに泊とまり込むから、先にホテルに帰っててくれるか」

「ここって？」

「ピットガレージか、このワゴンで寝ることになるかな。クルマがまだ不調なんで、メカニックと一緒に夜通し整備するんだよ」

「そんなことまで……」

　おそらく普ふ通つうのドライバーは、いくらクルマが不調だからといってそこまですることはない。それだけ洲世は明日の決勝に懸かけているんだと思い知る。

「洲ーっ、まーだー？」

　ドンドンと、またドアが叩かれる。

「明日の走りを見てろよ」

　その広い背中を、おれは頼たのもしく見送ったのである。





　しばらく薄うす暗ぐらいワゴンの中で数分前の余よ韻いんに浸ひたっていると、予告もなくドアが開いて外の光が入り込んだ。

「こんな暗いとこでなにやってんだよ？」

　入ってきたのは葦原だった。ミーティングに参加しないため、暇ひまを持て余しているらしい。

「洲は、なんて？」

「今夜、ここに泊まるって言ってたけど」

「え、ここに？」

　洲世のそんな行動を予想もしていなかったような表情だ。

「クルマが不調だから、整備するって」

「そう洲が言ったのか？　マジ？」

　その葦原の驚おどろきように押されて、おれはただうなずくだけだった。

「あいつ、本気で優勝狙ってんだ……」

　感かん慨がい深いような葦原の声が、ため息とともに吐はき出される。

「そして、これが起き爆ばく剤ざいなわけね」

「なんだよ、そんな人を劇薬のように」

　葦原の言い方がバカにした感じだったので、つい気色ばんでしまう。

「正直言って複雑だなぁ。ま、秋津ファンとしてはいい走りが見られればいいけど。でも……」

「でも？」

「そんな簡単に気持ちは割り切れないからね。洲を持ってっちゃった流に意地悪したい気分」

「持ってっちゃったって、別にまだそこまで親しい関係では……」

　言っててなんだか恥はずかしくなって俯うつむく。なにを言ってるんだろう、おれは。

「どうせそういう約束してんだろ？　優勝したら洲にいただかれちゃうんじゃないの～？」

「いただかれ……」

　思わず色んなことを想像して絶句した。

　確かに『おれのものになれよ』って言われはしたけど、『好き』だとか『愛してる』とかって言葉をもらったわけじゃない。

「でも、洲が他人を抱きたいって感情を持ったことは進歩かな。流を大切にできるって自信ができたんだろうし」

　そうだ、洲世がおれを抱く素そ振ぶりを見せなかったのは、自分が恋こい人びとを不幸にしてしまうのではないかという思いに囚とらわれていたからだ。

「ま、やっと健康な成人男子に戻もどれたってとこかな。おれにはちょっと面おも白しろくないんだけど」

「別にいいじゃないかよっ。あんたには高嶋さんがいるだろう？」

　ちょっと反はん撃げきしてみると、葦原は想像以上に大きくうろたえた。

「な、なんでそこに千歳が出てくるんだよっ」

「高嶋さんも優勝する気満々だし、優勝したらなにかあるんじゃねーの？」

　すると図星なのか、「うっ」と言ったきり葦原は言葉が出なかった。

「うるさいなー。そんなこと言ってると、流だけここに置いてくよっ」

「えっ、どこか行くの？」

「今夜は千歳もここに泊まるって言ってたから、おれたちだけでホテルに帰ろうかと思って。ここに残ってても邪じや魔まになるだけだし」

「やっぱりここにいたら、邪魔……かな？」

「うん」

　あっさりと言われて肩かたを落とす。

「残念だけど、ここまできたら手を貸してやることはできないよ。流だけじゃなく、おれもね。二人の周りをウロウロしていると、却かえって戦力喪そう失しつさせかねないからね」

「そっか……」

　でも、その気持ちも分かる気がする。もし自分が洲世の立場だったら、大切な人が側そばにいたら、そちらのほうに気を取られてしまうだろう。

「だから、今日は一いつ旦たん引き上げて、明日の朝早く来よう」

　葦原もおれと同じ気持ちだ。瞳ひとみの中に同じ思いを見つけて、安心したようにうなずいた。
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　そして、決勝の朝である。

　まだ暗いうちからホテルを出たおれと葦原は、コンビニやファーストフード店で大量の食料を買い込んでサーキットに向かった。

　わざわざ高嶋さんの好きなファーストフードに寄っちゃう辺り、葦原にも可愛かわいいところがあるなぁと思う。数日前までは憎にくらしい相手だったのに、人の感情って不思議だ。

　昨日からの交通手段であるセダンをパドックに乗り入れると、助手席から降りた。早朝の空気は夏だというのにひんやりしていて、吸い込むと体の中が浄じよう化かされるようで気持ちがいい。

「洲と千歳は六時になるまでもう少し寝かせてあげて」

　葦原は腕うで時ど計けいを見ながらワゴンを指差した。そして、セダンの後部座席から食料の入った袋ふくろを取り出すと、ピットに入って行く。おれもそれに倣ならって袋を抱かかえて葦原について行く。

　早朝のこの時間からピットのシャッターが開いているのは、うちのチームくらいだ。徹てつ夜やでマシンの整備作業なんて滅めつ多たにやることじゃないんだと思い知らされる。

　二人で朝食の支し度たくをして、ぐっすり眠ねむり込んでいるメカニックさんたちを起こしていく。そして、時計が六時を指すのを見計らって、おれは洲世と高嶋さんを起こしにワゴンへ向かった。

「……おはようっ」

　元気さを増量させて、勢いよくドアを開ける。すると、椅い子すを倒たおしてフラットな状態にしていた後部座席には、寝ね袋ぶくろに包まれた大の男が二人、横たわっていた。

「洲世～っ。高嶋さんっ。朝だよ！」

　いつも目覚めのいい洲世なのに、「うーん」と身じろぎしただけで、まだ目覚めそうになかった。高嶋さんに関しては、現在進行形で爆ばく睡すい中だ。

「洲世、起きて」

　顔色があまり冴さえない。十分な睡すい眠みんを取る時間がなかったのは、その姿を見れば明らかだ。もう少し眠らせてあげたいけど、心を鬼おににしてその体を揺ゆさぶった。

「……ん、今起きるから」

　まだ目を閉じたまま、口だけが動いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　洲世は軽く頭を振ふると、緩かん慢まんに寝袋から這はい出る。

「おはよう」

「……ん、おはよう」

　目め頭がしらを指で押して、パッと見開く。目はしっかりと充じゆう血けつしているし、血色のない肌はだに薄うすく髭ひげが浮ういているけど、相変わらずの色男ぶりがなんだかちょっと悔くやしかったりして。

「汗あせ臭くさいな」

　自分の着ていたＴシャツをつまんで眉まゆをひそめる。

　汗あせというよりは、香こう水すいが混じった体たい臭しゆうと、タバコの匂においがかすかに車内にこもっているみたいだ。

　いつもクールになんでもこなしてしまう男に、なんだかワイルドなフェロモンのようなものを感じて、少し心しん拍ぱく数すうが速くなる。

「あの、朝ごはん用意できてるけど」

　こんな魅み力りよく的な男が自分を求めてくれるのかと思うと、照れくさくて、少し俯いてしまう。

「ああ、その前にシャワー浴びてくるよ。麻貴に着き替がえを持ってくるよう言っておいてくれ」

「うん。……あ」

　思い切って顔を上げると、あるものを視線が捉とらえて、思わず頬ほおが緩ゆるんだ。

「ここ、黒いのがついてるよ」

　マシンの整備中についた油あぶら汚よごれだろう。額に黒い筋がついている。

「どこ？」

「ここ、ここのとこ」

　近寄って指を差すと、そのまま手を取られて、軽く唇くちびるにキスされた。

「うわっ、不意打ちっ」

「燃料補給完かん了りようってとこだな」

　抗こう議ぎすると、しれっとした顔で言われる。

「……朝っぱらからなにやってんだよ」

　そんなやり取りを、いつの間にか高嶋さんが呆あきれた表情で見ていた。

「あ、お、おはよう……ございます」

「おはよ。朝から目の毒だよ、きみたち」

　恥ずかしい場面を見られて、しかも厭いや味みまで言われちゃってオロオロしているおれに対して、洲世はフッと余よ裕ゆうに笑う。

「おまえもしてくれば？　燃料補給」

　ピットを指差す。その指先が朝食に向いているのか、葦原に向いているのかよく分からない。

「言われるまでもないよ。それじゃー、邪魔者は消えます」

　そうにこやかに言い残すと、高嶋さんは寝ね癖ぐせのついた髪かみを揺らしてワゴンを出て行った。

「おれもシャワーに行くか。戦せん闘とう開始だな」

　そう言って洲世は、朝日に向かうようにしてシャワールームへと歩いていった。

　──決勝の一日がスタートしたのである。





　午前中に一度フリー走行を行うと、後は決勝を残すのみである。マシンの仕上がりは上々らしい。洲世にも高嶋さんにも自信がみなぎっていた。

　あとは、ただ自分の走りをすればいいだけだ。

　スタートまでにもう一時間を切っていた。洲世と高嶋さんは淡たん々たんと食事をし終えて、レースとは関係ない話をしながらタバコを吸っている。二人ともタバコを吸う人じゃないのに、昨日からそんな姿をよく見る。緊きん張ちようしているんだろうと思った。

　二人の邪魔にならないよう、こっそりテントから抜ぬけ出すと、しばらくしてやはり外に出ていた高嶋さんに呼び止められた。

「なにか用ですか？」

　いつもレーシングスーツを半身脱ぬいで、上半身裸はだかでウロウロしては葦原に怒おこられている高嶋さんが、今は珍めずらしくきちんと上まで着ている。そんなところから出走前の緊張感が読み取れた。

「洲世が捜してた。ワゴンの中にいるから付き合ってやって」

「あ、うん」

「で、麻貴はどこだ？」

　そっか、高嶋さんも葦原を求めてウロウロしているわけだ。

「あ、さっきトランポに入って行ったけど」

「サンキュ」

　早々と立ち去って行く。おれもこうしてはいられない。駆かけるようにしてワゴンに向かった。

「……洲世？」

　車の外から数回ノックすると、中からドアが開く。

「おいで」

　腕うでを取られ、車内に入れられる。ドアを閉めると洲世の膝ひざの上に抱えられた。

「……ナーバス？」

「そこまで酷ひどくはないかな」

　コツンとおれの額に額をつける。至近距きよ離りで視線を交かわして、今日二人きりになるのは初めてだと気づいた。

「心地ここちよい緊張感って感じ。トップを奪うばいに行く分には、さほどプレッシャーはないから」

　その言葉通り、強い眼光を放っている。それを見ただけで、大丈夫だと思った。もう過去に囚とらわれることはない、強い秋津洲世を取り戻もどしていると。

「やることはやったし、後は走るだけ。心配事があるとしたら、千歳の調子かな」

　と、予想外に余裕だった。人の調子まで心配している。

「ただ、少し流が足りない気分……」

　そう言って口付けられる。二度三度、啄ついばばむように重ねた唇は、軽く舌を絡からめると名残なごり惜おしそうに離はなれた。

「……あ」

　意外とあっさりしたキスに、引き止めるような声が上がる。

「この続きは今夜にお預けだな。今は……」

　コツンとおれの胸に頭を預けてきた。

「時間が来るまでこうしていてくれ」

　おれたちはそうしてスタートまでの時間を静かに抱だき合って過ごした。





　観客が見守る中、ピットを飛び出したクルマはパレードのようにゆっくりコースを一周し、レースクイーンが待ち受けるスターティンググリッドに戻ってくる。そこで一いつ旦たんエンジンを切ると、コースは暫しばらく一いつ般ぱんに開放される。レース前のセレモニーだ。

　コースへのゲートが開くと、レース関係者や一般客がわらわらとグリッドに向かって駆け出す。まるでバーゲン初日の開店間ま際ぎわのような人の殺気に似た勢いがあった。

「流、はぐれるなよ」

　ドリンクやタオルを手にした葦原が、駆けながらおれのチームウェアの裾すそを引っ張った。

　スタートを切るのは洲世。二番手からの出走のため、ゲートから洲世の乗ったクルマまでは遠い。ゲートに近い十番手辺りのチームは走る必要もなく楽そうだ。

「うちはいつもフロントグリッドだから、毎回大変なんだよね。たまには楽したいよ」

　と、成績の悪いチームが聞いたら厭いや味みだと怒おこられそうなことを葦原は言う。

「あ、洲世発見！」

　先頭から二番目にクルマをつけて、洲世は車内から降り立つ。ヘルメットを脱ぐと、傘かさを傾かしいだ香苗が洲世に近寄った。

　メカニック陣じんもここぞとばかりマシンのボンネットを開き、惜おしげもなく客に見せびらかす。

「わ……」

　傍はたから見て、そのコース上の華はなやかさに呆ぼう然ぜんとする。主役が洲世というスターなだけあって、まるでなにかのショーを見ているようだ。

　しかし、そんな浮うわついたムードに沸わくコースとは裏腹に、洲世は硬かたい表情をしていた。

　それは、初めて目まのあたりにする男の顔だった。

　日に焼けて締しまった頬。ひそめた眉まゆ。そして、射られたら焼け焦こげてしまいそうな瞳ひとみ。

　普ふ段だんクールでストイックな男なのに、目の前の洲世はまるで違ちがった。

　──『ギリギリの表情』。

　そう、雑誌で目にしたあのレーシングドライバーの顔だった。

「流？　なにぼーっとしてんのっ」

　洲世に近づくにつれ歩を遅おそくしたおれに、葦原は早く来いと呼びつけた。

「あ、うん」

　洲世に近づくと、前まえ髪がみを払はらい顔を上げたところと目が合う。普段のスマートさは薄うすれ、粗あら削けずりな野性めいたものが顔を覗のぞかせる。まるで、黒いオオカミだった。

「……よお」

　獣けものじみた闘とう志し剥むき出しの瞳に捉とらえられ、一いつ瞬しゆん足がすくむ。

「あ、うん……」

　まるで違う人を見るようで、思わず下を向いてしまった。

「怖こわいか？　おれのこと」

「そっ、そういうんじゃないけどっ」

　まさか『恥はずかしくて』とは言えず、思わず無言になるけれど、おれの赤く染まった顔を見て理解したのか、洲世はフッと息を吐はき出すように静かに笑った。

「こんなおれの姿、滅めつ多たに見れるもんじゃないぜ」

　そうだろう。それに、年中無休でこんな洲世だったら、おれの心臓壊こわれちゃいそうだよ。

「今日は特別集中してるな。なんせ、おまえがかかってるし」

　そう言って洲世は目を眇すがめると、一つ前のグリッドにいる北村を見た。

　今日ここで、洲世は決着を付ける気なんだ。

　凝こり固まっていた自分の心に。なにかに追われるようにトレーニングを積んでいた日に。悪夢に囚われる夜に……。

「よ、エース。調子はどう？」

　相変わらずなノリで声を掛かけてきたのは高嶋さんだ。

「徹てつ夜やまでしたんだぜ、悪いわけがない」

「そうだな、盟友」

　なんて、信しん頼らいしきった者同士の会話だ。

「ちょっと千歳、来るの遅いよっ！」

「だって、二番グリッドなんて遠いんだもん。スタートにおれ関係ないし、別にいいじゃん」

「関係あるとかないとか、そういう問題じゃないのっ！　千歳がスタート切らなくても同じチームだろっ。こういう時は同じ気持ちでいてくれないとっ」

　なんて、いつもの葦原の小言が始まったもんだから、妙みように場がなごんでしまった。けれども洲世は、おかげで余計な肩かたの力が抜ぬけたようだ。

「洲、そろそろスタンバイする？」

「そうだな」

　小言が済んだのか、葦原は洲世に声をかけた。周りもスタートの準備を始めているようだ。

　いよいよ、決勝が始まる。

　洲世は、葦原に手伝われながらヘルメットを被かぶりグローブをはめた。そろそろスタート時間も近づいたようで、関係者以外は退場を強しいられる。

　写真を撮とったりサインを求めてくるミーハーな一般客はだんだん引きはじめ、徐じよ々じよに緊張感が色いろ濃こくなっていく。

　洲世はクルマに身を滑すべらすと、窓まど越ごしにおれを呼ぶ。隣となりにいた葦原を見ると、「行ってこいよ」と背中を押されて洲世の前に進んだ。

　これが出走前の最後の会話だろう。そう思うと、どう声をかけていいか分からなかった。

「なんて顔してるんだよ」

　おそらく洲世より緊張しているだろうおれを指し摘てきして、洲世はそう言った。

「だって、なんだか不安で……。大だい丈じよう夫ぶだよな？　事故ったり、怪け我がしたりしないよな？」

　こめかみに刻まれた傷きず痕あとを思い出して、ギュッと両手を握にぎり締めた。すると、洲世は窓の隙すき間まからおれの左手を取って、薬指の指輪をそっと撫なでる。

「不安だなんて……──おまえ、誰だれにものを言ってるのか、分かってるんだろうな？」

　おれを見上げた洲世は、余よ裕ゆうをたたえた王者の表情を見せた。

　その顔を見た瞬間、おれは理解してしまった。洲世は、事故も怪我も恐おそれていないことに。

　彼が見つめているのはただ一つ、優勝を勝ち取ることだ。そんな洲世を、不安に押しつぶされた気持ちで待っているのは違う気がした。

「おまえがおれをこの場に戻してくれたんだろう？」

　迷いも不安もない真っすぐな瞳。そうさせたのは、おれ──。

「トップで帰って来いっ！」

　震ふるえる声を誤ご魔ま化かして、一息で言う。すると、洲世はそんなおれの気持ちを見み透すかしたように「了りよう解かい」と言うと、ヘルメット越しに指輪に口付けた。

　そして、全チームのドライバーがクルマに乗り込みスタンバイを終えると、次々にエンジンが点火されていく。あっという間の出来事だった。

「流、そろそろ出るよっ！」

　エンジンのうねる音が耳に響ひびく中、大声で葦原に呼びかけられる。振ふり返る間もなくピットウォール側に強く体を引かれ、その瞬間クルマが次々にスタートしていった。

「うお、危ねぇーなー」

　体を引いてくれたのは高嶋さんだった。まさかコースで轢ひかれるなんてことはないだろうけど、ちょっと危あやういタイミングだった。

「あ、ありがとう」

「いいけど、とりあえずピットに戻もどるぞ」

　スタート直前までグリッドに張り付いている人間も珍めずらしいのか、周りにはもう人ひと影かげがなかった。おれはそのまま高嶋さんに手を引かれ、葦原に後ろを守られるようにしてピットまで帰る。

「もしかして、今のが決勝スタート？」

　あまりにもあっけなく走り出してしまって、ちょっと肩かた透すかしな感じだ。

「違ちがうよ、今のはフォーメーションラップのスタート。ちゃんとしたスタートは……ほら、これからだ」

　葦原が指したモニターに目を遣やると、スタートラインの旗が盛さかんに振られている。スタートの合図なんだろうと思った。

「ローリングスタートだからね、ポールの北村がスタートラインを越こえたら決勝の始まりだよ」

　最終コーナーを曲がった北村は、ストレートを邁まい進しんしてくる。そして、その真後ろには洲世の乗るクルマがぴったりとつけていた。

「第一コーナーで抜くつもりだな」

　そうつぶやくと同時に、北村のクルマがスタートラインを越え、決勝レースが始まった。

「あ、行ったっ！」

「危ねぇっ！」

　第一コーナーに差し掛かる手前で、洲世のクルマは前にせり出る。

「しかもアウトからなんて荒あら業わざだなぁ。クルマが壊れなきゃいいけど」

　モニターを凝ぎよう視ししながら、高嶋さんが呆あきれたように言う。

　洲世は第一コーナーの内側に北村を押さえ込むようにして、あっさりと抜き去ってしまった。

　ピットからも、第一コーナーを眺ながめていた観客からも「おお～っ」という歓かん声せいが上がる。

　洲世はスタートから数秒で首位に躍おどり出た。

「久々に見た。あんな強ごう引いんな抜き方」

　驚おどろいたように言うのは葦原だ。

「でも、もともとああいう仕し掛かけ方するやつだったかもしれないな」

　詳くわしいことはよく分からないけど、今のがスマートな抜き方だったんじゃないことは分かる。力ずくで押さえ込んだ感じだった。

「これで、しばらくは心配ないよ」

　首位を独走している今、なにかアクシデントが起きない限りは後続車に抜かされることがない。それは根こん拠きよのない自信ではなく、今までの戦歴からくる洲世への信用だった。

　ピット作業の邪じや魔まになるからテントに移動しようと言う葦原に従って、テントの中で椅い子すに座ってモニターを見守るように見つめる。

　葦原がお茶と弁当を出してくれたけど、手をつけられるはずがない。

「今食べておかないと、食べる暇ひまないよ」

「そんなこと言われても、胸がいっぱいで食欲なんかないよ」

　いらないと首を振ると、葦原は一人で弁当を広げ食べ始める。そして、時々は箸はしをペンに持ち替かえて、レースの進行を手元のメモ帳に書き残していた。食べることも書くことも、どちらも仕事なんだと感じさせる。

　さすが、場慣れしている……。

　高嶋さんは敵てき陣じんでもある他のチームに偵てい察さつに行っちゃうし、なんだかみんなタフだなぁ……。

「あっ、忘れてたっ」

　葦原の、ペンを持つ手が止まった。

「流、悪いんだけど」

　レースの進行をメモする葦原は、モニターから目を離はなすことができない。

「なに？」

「濡ぬれタオル作るの忘れてたっ」

「タオル？　ああ、クルマから降りたら汗あせを拭ふくためのやつか？」

「そう。水に濡らしたタオルを冷蔵庫で冷やしておくだけなんだけど、水に濡らすの忘れちゃって……。タオルはそこに出てるから、濡らしてきてくれない？」

「いいよ」

　テントの隅すみに、タオルが十本ほど束になっているのを目で確かく認にんする。

「洲世のピットインまであと十分くらいあるから、焦あせらなくて平気だよ」

「分かった」

　席を立つと、タオルの山をバケツに突つっ込む。モニターから目を離したその時だ、テントにいる人たちがそれぞれに悲鳴を上げたのは。

「うわっ」

　葦原は、立ち上がってモニターにかじりついている。

「なにがあっ……！」

　洲世になにかが起こったのだろうとモニターに駆かけ寄ると、洲世のシルバー×ブルーのクルマの前に、北村のオレンジ×イエローのクルマが躍り出ている。

「マジっ？」

「洲世の前にいた周回遅おくれがスピンして、それを回かい避ひしようとしたら北村に抜かれた。ま、スピンを回避できただけ凄すごいんだけどね」

「そうなんだ」

　順位は譲ゆずっても、リタイアしないだけましだ。この先、挽ばん回かいのチャンスはいくらでもある。

「燃料の問題もあるし、もしかすると二位のまま千歳にパスするかもな」

　今日のレースの作戦は、三十五周前後で洲世から高嶋さんへドライバーチェンジする予定だ。もう二十五周を越えてしまった今、燃料の残りに多少の不安が出てきたのかもしれない。

「心配ないよ、洲のことだから」

「うん、そうだね。じゃあ、おれちょっと行ってくる」

　心配ないと言われると、本当に大だい丈じよう夫ぶな気分になるから不思議だ。洲世ならやってくれると、そう信じていた。





　腕うでにバケツを引っ掛かけて、男子トイレに入る。おれがいても邪魔にならないような水場といったらトイレしかなくて、ここの洗面所を借りることにした。

　中には誰だれもいない。

　それもそのはず。おれが今いるトイレはレース関係者専用のもので、決勝が始まっている今、わざわざトイレに立つ人はあまりいないのだ。レースの行方ゆくえも気になるし、おれも早くテントに戻ろうと急いでタオルを水に濡らしていると、背後に人の気配がした。

「あ」

　顔を上げて鏡かがみ越ごしに姿を見ると、背後の人物と目が合う。

「なるほど、この腰こしで秋津を誘さそうわけだ」

　ふぅん……とおれを観察するように見ていたのは、数馬だった。

　前まえ屈かがみになって作業していたおれは、その無防備な腰を数馬に撫なでられる。

「えっ？」

「セクハラ」

　そう言ったかと思うと、おれが言葉の意味を理解する前に、すごい力で個室へと連れて行く。

「ちょ、ちょっと！」

　数馬は鍵かぎをかけると、おれを壁かべに追い詰つめた。

「秋津は二位に落ちたし、自分は陵りよう辱じよくされちゃうなんて、不幸なカップル」

「陵辱って……」

「ふふっ、こういうことだよ」

　数馬はおれの股こ間かんに手を伸のばすと、パンツのファスナーを下ろす。

「な……？」

　抗あらがおうとしても無む駄だで、おれは反対に両手を捕とられ、シュルルと抜ぬかれた自分のベルトでその手首を縛しばられた。隙すきの無い巧たくみな動きに、目を瞠みはってしまう。

「あ、わっ……！」

　数馬の手は下着をかいくぐり、おれの中心を捕らえる。そして、上下に扱しごきだした。

「やめっ」

　体を捻ひねって抵てい抗こうを試みるけど、手の自由を奪うばわれて、数馬から逃のがれることができない。すると数馬は、そんなおれを楽しそうに笑いながら、おれの両りよう脚あしを割るようにして体を入れてきた。

「だんだん硬かたくなってるよ」

「う、うるさ……」

　囁ささやかれる言葉に首を振ふる。そこが反応していることくらい自分でも分かっている。

　ふーっと耳元に息を吹ふきかけられた。

「あっ」

　そのくすぐったさに、小さな悲鳴がこぼれてしまう。

　数馬は満足そうな表情をすると、膝ひざを折っておれの股間に顔を寄せた。

「ひゃっ！」

　湿しめった感かん触しよくが先せん端たんに伝わる。

「ちょ、ちょっと……！」

　数馬がおれのものを口に含ふくむ姿が見下ろせる。両手が使えないので、おれはされるがままだった。

「口でされたこと、ある？」

　言いながら、喉のどの奥へと含まれる。初めて味わう湿った感触に、熱いため息が漏もれた。

「な……いっ」

　縛られた両手をぎゅっと握にぎり締しめた。快感をやり過ごす。けれども体は敏びん感かんに反応し、腰が揺ゆれてしまう。数馬は唇くちびるでペニスを扱き上げながら、唾だ液えきで湿らせた指を肛こう門もんに這はわせた。

　数馬の指はおれに苦痛を与あたえることはなかった。むしろ気持ちいいと思うことしかやらない。

「や、やめ……」

「ん？　もうイきたいんじゃないの？」

「ま……だ」

　数馬の手でイったら負けだ。そう自分に言い聞かせて、唇を噛かんだ。

　すると、その時だ。おれの耳に足音が響ひびいた。

「流っ、流っ！　いるかっ？」

　空耳だと思った。おれの勝手な空想だと。

「しゅ、洲世……？」

「流っ」

　小さくつぶやいたおれの声を、洲世が捉とらえてくれる。

　やがて足音はズカズカと奥に乗り込んでくると、おれのいる個室のドアを凄い勢いで叩たたいた。

「どうした？　なにやってるんだ？」

　おれの異変に気づいて捜さがしてくれていたらしい。

「なにって、イケナイコトだよ」

　数馬が不敵にそう言って、ペニスを強く吸い上げた。

「ん、ああっ！」

「流？」

　ドンドンと激しくドアが叩かれるが、鍵の掛かったドアは簡単に開くことはない。

　数馬はそんな状じよう況きようを楽しそうにして、おれをますます追いやる。

「待ってろ」

　ドアを叩くのを諦あきらめたのか、洲世の気配がドア前から消えた。そして次の瞬しゆん間かん、洲世は上から舞まい降りた。

「あ……」

　壁を乗り越こえて来たんだ……。

　そう思う間もなく、数馬がおれから剥はがされる。

「こいつっ……！」

　洲世は数馬を反対の壁に押し付けると、シャツの襟えりを掴つかんで捻り上げた。

　あの洲世が、激げつ昂こうしている──。

「やめっ」

　手を上げた洲世に、おれは思わずそう叫さけぶ。これ以上、洲世を傷つけたくなかったんだ。

　その空間だけ、時間が止まったようだった。

　洲世は振り上げた手を止めると、その手をゆっくり下ろしていく。そして、数馬に当たるすれすれのところで壁を殴なぐった。

　化け粧しよう板いたでできたその壁は、メリッという鈍にぶい音がした。

「……っ」

　洲世は、下を向いて舌打ちすると、数馬に向き合う。

「今回は流に免めんじて許してやる。でも、今度こいつになにかしたら、殴るだけじゃ済まねぇぞ」

　そう言って、締め上げていた胸むな元もとを解いてやる。

「……それから、今回の優勝はおれがもらうから」

　自信のある声で宣言した。

「洲世……」

　体が自由になると、数馬は逃にげるようにドアから出て行く。そして、「つまんねー男」という捨て台詞ぜりふを残して、トイレから駆かけ出していった。

「大丈夫か？」

　そう洲世に言われて、おれは自分の格好を思い出す。

「わ、やだっ、見るなっ！」

　むき出しになった下半身を隠かくすべくその場にしゃがみ込んだ。

「なにをされた？」

　おれが恥はずかしがるのも構わず、洲世は無表情で手首のベルトを解いてくれた。

　洲世の視線から避さけるように、下着とパンツを引き上げる。

「なにをされたんだ？」

　声に、少し不安の色が混じる。

「そんなの、おれの口からは……」

　言えるわけがない。

　すると洲世は、黙だまっておれの体を抱だき寄せた。

「悪かったな、おれのせいで」

　レーシングスーツの胸元に顔を寄せて、生き地じが汗あせで濡ぬれていることに気づいた。胸の鼓こ動どうも速い。

　顔を見上げると、額からは汗が滝たきのようになって噴ふき出ている。髪かみの先にも雫しずくが滴したたっていた。

「レース……は？」

　そう、予定ではまだ洲世は走行中なはず。

「トップで千歳に渡わたしてきた。無茶な抜き方したから燃料が持たなくて、予定より早めにチェンジしたんだ」

「抜いたのっ!?」

「ああ。おれを見くびるな。それに、誰だれかさんにトップで帰って来いって言われたしな」

　余よ裕ゆうぶった口調で、洲世は鼻で笑った。けれども、それが容易でないことは、その姿を見れば分かることだ。

「よかっ……んっ！」

　安あん堵どのため息をつくと、その息を拾うように洲世にキスされる。まるで生き物のような舌が、口内を征せい服ふくするように蠢うごめく。

「ん……んっ」

　耳元には、洲世の荒あらい息いき遣づかいと、ドクドクという心臓の音が聞こえた。走行を終えた直後で昂たかぶっているのだろうか。レース後のドライバーは、性欲が高まるって誰かが言っていたっけ。

「ふっ……」

　洲世の熱にあおられて、おれもキスに夢中になる。急激に体の奥が熱くなって、熱を分けるように洲世の腕うでにしがみつく。

「あっ」

　カクンと膝の力が抜ぬけて、洲世の腕に引き上げられた。こんな時にこんな場所で思わず我を忘れてしまったことに照れ笑いを浮うかべると、洲世も「歯止めがきかなくなるところだ」と言って小さく笑った。どうやら洲世も同じ気持ちでいてくれたらしい。

「……あんなに焦あせったのも久々だったな」

　洲世は長いため息を漏らす。熱い体が一息ごとに冷めていくようで、そこにはもういつものクールな洲世がいた。

「クルマから降りたら、おまえが戻もどってこないって、麻貴がパニックになってるじゃないか」

「慌あわてて捜しに来てくれたの？」

「ああ、嫌いやな予感がしたんだ」

　そう言って、洲世は喉のど元もとまできっちり締しまったファスナーを少し下ろした。

　この真夏の真っ昼間に、厚手のつなぎを崩くずすことなくしっかり着込んでいるということは、クルマから降りて一息つく暇ひまもなく飛び出してきてくれたのだろう。

「大だい丈じよう夫ぶ。そういう意味では、危ないことはされてないよ」

　洲世を安心させるにはどう言ったらいいか分からずにそう言った。

「そうか」

　けれどもおれの言いたいことを分かってくれたようで、洲世は抱きしめる腕に力を込こめた。

　開いた胸元からは、汗と香こう水すいの混ざった濃のう厚こうな香かおりが、おれをうっとりとさせていた。





　洲世と揃そろってテントに戻ると、葦原はモニターの前で安堵のため息をついた。

「無事だったんだ……」

「あの、ごめん。心配かけちゃって」

　そう謝ると、葦原は「ううん」と頭を振ふる。

「おれこそ、ここから離はなれられなくて……。話は後で聞くから、洲の着き替がえを手伝ってやって」

　洲世を振り返ると、彼は「おいで」と言ってテントを立ち去る。後を追って、ワゴンに入り込んだ。

「タオルあるか？」

「あ、うん。冷たくはないけど、水に濡れたやつなら」

「上等」

　すると洲世は、おもむろにレーシングスーツの上衣を脱ぬぎだす。

「うわっ」

　思わず背を向けるおれの反応に、洲世はおかしそうに笑う。

「流、そこの着替え取ってくれ」

　言われた場所には、葦原が用意していたのだろう着替えが一式揃っていた。決勝での洲世の走りは終わってしまって、もうレーシングスーツを着る必要はないんだけど、たとえば急なドライバーチェンジや表ひよう彰しよう式しきに備えて、レースが終わるまでスーツ姿でいるのだそうだ。

「これ？」

「ああ」

　下着や靴くつ下したなどを一枚ずつ渡していく。最後にレーシングスーツを渡して、着替えただろう頃ころ合あいを見計らって、そーっと洲世を振り返ってみた。

「大丈夫、全部着てるよ」

　そこには、今さらなにを恥ずかしがっているんだと言いたそうな洲世の表情があった。

「さて、そろそろ終しゆう盤ばんだな」

　けれども、妙みようになりかけたムードを打ち切るように洲世は言う。そうだった、今は大事な決勝中だったんだ。

「モニター見に行くぞ」

　洲世は、脱いだ衣服をまとめるとワゴンを出た。おれもその後に付いてテントへと戻る。

「どうだ、千歳は」

「抜ばつ群ぐんだよ」

　期待通り、高嶋さんはトップを走行していた。

「二位との差は？」

「約一分十五秒。この調子だとまだまだ開くね」

　電でん卓たくでなにやら計算しながら葦原は答えた。

「絶好調だな」

　満足そうに洲世は言う。もちろん二位は北村のチームだ。

「ねえ、六十周も走っているのに、二位との差は一分程度しか開かないの？」

「ここの場合、もっと差が詰つまっていてもおかしくはないな。いつもゴールは接戦だから」

「もっと？」

「ああ。二、三秒の差は当たり前」

「たった二、三秒差？」

　感かん嘆たんのため息を漏もらして、コーヒーを入れようかと立ち上がった時だ。

「単独スピン！」

　葦原の声が上がった。

「馬の背かっ？」

　洲世がモニターに走り寄る。

　そこには高嶋さんの運転するシルバー×ブルーのクルマがスピンして、あさっての方向を向いている画えがあった。

　どうやら、『馬の背』と呼ばれるコーナーらしい。

「麻貴、交代の準備っ」

　そう言って洲世はピットに足を向けた。

「念のためだ。ピットインする可能性がある」

　シューズの紐ひもを結び直す洲世に、葦原は汗を乾かわかしていたヘルメットを持って駆かけ寄る。

「流は実況してくれ」

　じ、実況って……？

　素人しろうとに実況させるなんて恐おそろしいと戸と惑まどったけど、この緊きん急きゆう事態だ、出来ないとは言えない。身み支じ度たくを整える洲世に、見たままを伝える。

「えーっと、クルマが方向を戻してコースに戻ろうとしてる。三台見送って……合流した！」

「北村のチームの前？　後？」

「前っ！　全然余よ裕ゆうで前っ！」

「よしっ」

　短く言うと、洲世はピットを横切りピットレーンで止まる。ドライバーチェンジやタイヤチェンジが行われる場所だ。

「秋津！」

　ピットレーンを渡わたって、川かわ本もとエンジニアが洲世に駆け寄った。

「チェンジだな。どうやらスピンの衝しよう撃げきで高嶋の無線が壊こわれたらしい。応答がないんだ」

「ああ。今のスピンを見る限り、首もやっちゃってるんじゃないかな」

「オイル補給だけする」

「了りよう解かい」

　二人がそんなやり取りをしている間に、ピットにはメカニックさんたちが集まりだし、いつ高嶋さんが戻ってきてもいい状じよう況きようになっている。

「きたぞっ」

　誰だれかの声に、その場にいた全員がピットレーンを見守る。すると、減速したクルマがレーンに入り、ピットの前で止まった。クルマのドアを開けた洲世は、高嶋さんを引きずり出すようにしてシートベルトを解除する。代わって自分が乗り込むと、ベルトを締めた。

「十秒経過！」

　葦原が時計を見ながら叫さけぶ。

　シートに着いた洲世は、二、三度アクセルを空ぶかしすると、エンジンを唸うならせながらピットを出て行った。

「……速いっ！」

　けれども問題はこれからだ。

　洲世のクルマがコースに戻もどる際、北村のチームより前に出なければ二位に落ちてしまう。

　頼たのむ……！

　誰もが祈いのる気持ちで洲世のクルマを見守っていた。

　左手のコースからは、北村のチームのクルマが迫せまっている。

「頼むよっ……！」

　洲世のクルマはピットレーンを出た。その瞬しゆん間かんから、速度制限が解除される。

「よしっ！」

　クルマ一台分の差で、洲世は北村のチームを抑おさえて前に出た。

「さすが！」

「速はえぇぇー！」

　そんな悲鳴を聞きながら、おれは洲世のクルマが第一コーナーへ消えるまで見送る。第一コーナーも制した洲世は、次々と周回遅おくれをパスして行った。

「あー、くっそーっ！」

　ヘルメットを取って叫んだのは、高嶋さんである。

「千歳っ、怪け我がはっ？」

　よほどスピンが悔くやしかったのか、高嶋さんはヘルメットを地面に叩たたきつけると、心配する葦原の手を振ふり解ほどいてピットの隅すみに歩いて行く。

　そこには発はつ泡ぽうスチロールの箱があり、中には怪我した時に使うためのクラッシュアイスが入っていた。高嶋さんはそれに顔を突つっ込むと、声にならない叫び声を連発している。

　高嶋さんの悔しさが伝わってきて、彼にどう触ふれていいのか分からない。

「流、ここはおれが収めるから、モニター見ててくれない？　異常があったらすぐに教えて！」

「分かった」

　葦原が高嶋さんに近寄るのを横目に、おれは一人でテントに戻ってモニターからレースを観戦することにした。

　葦原の真似まねをして、自分の分かるレースの流れを、開きっ放しだったノートにメモしていく。

　首位は変わらず洲世。三秒遅れで北村のチーム。競せり合ってはいるが、洲世が抑えたままで五周が過ぎた。

　蜘蛛くもの子を散ちらすとはこういうことかと思う。

　洲世が進むと、周回遅れのクルマが避さけていくのだ。そういうルールではあるらしいが、洲世の速さに恐れをなしているように見える。

　そして、最終ラップ。

　洲世は、このまま順調に逃にげ切ってしまうかと思われた。けれども、レースはそんなに甘いものではなかったのだ。

「前の周回遅れ、変っ！」

　最終コーナーまであと少しというところ。画面には洲世の乗ったクルマが映し出されている。優勝の瞬間を、カメラは捉とらえようと必死の様子だった。

　そして、その少し前にはもう周回遅れとなってしまったクルマがいた。

　その周回遅れのクルマの後こう尾びに付いたウィングがもげ落ち、真後ろにつけていた洲世のクルマを直ちよく撃げきしたのである。

「っ……！」

　洲世はそれを間かん一いつ髪ぱつでかわしたように見えたが、スピンをしたようにも見える。

　途と端たん、土つち煙けむりと白はく煙えんが上がって、モニターからはなにも見えなくなった。

「大変！」

　おれは立ち上がると、葦原の許もとに行く。今見た全すべてを伝えると、荒あれていたはずの高嶋さんがカッと目を見開き、おれと葦原の手を引っ張って、ピットウォールまで連れて行った。

　ピットウォール──つまり、このコンクリートの壁かべの向こうは、クルマが高速で行きかうコースである。

「登れっ！」

　幅はば十センチ内外のその壁を、高嶋さんはよじ登る。自分の胸ほどの高さの壁を、腕うでを使って言われた通り必死でよじ登った。

　むき出しの腕を壁で擦こすったような熱い感かん触しよくがしたけど、構っている余裕はない。

　そこから最終コーナーが微かすかに見えた。けれどもまだクルマの影かげは見えない。

「三台絡からまったか？」

　周回遅れと、洲世のマシンと、北村のところ？

「もしかしたら、ゴールの前に黄旗が出るかもな」

　長い時間に思えた。

　こんなにも時間が経たつのが遅おそく感じたことって今までにないかもしれない。

　そして、こんなにも人を待ち焦こがれたことも。

　このまま誰も最終コーナーから飛び出て来ないのではないかと思ったほどだ。けれども最終コーナーに近いグランドスタンドから歓かん声せいがし、それが徐じよ々じよに広がり始めた。

　何者かが、最終コーナーを抜ぬけてやって来る──。

　まず、音がした。

　空気を切り裂さくような、甲かん高だかいエンジンの音。

　次に、煙が押し寄せてきた。

　土煙なのか、エンジンブローによる白煙なのか、判断のつかない煙。

　そして、現れたのは──。

「洲世っ！」

　見覚えのあるシルバー×ブルーのクルマ。その左ひだり肩かたに、オレンジ×イエローのクルマが迫せまる。

「トップだ！」

　このまま、あと数百メートル逃げ切ってくれっ！

　チェッカーフラッグが洲世を呼び寄せる。

　エンジンを唸らせながら、洲世はゴールした。

「い、やったー！」

　ここがピットウォール上というのも忘れて、おれたちは飛び上がった。

　洲世が、優勝のゴールを決めたのだ。

　勝って当たり前の実力を持つ洲世だけれど、今日勝つことが嬉うれしい。こんなにも。

　ゴールを切った洲世は、おれたちの前でピットウォールぎりぎりにクルマを寄せ通り過ぎた。

「うわっ！」

「酷ひどいっ！」

「あのバカっ！　タイヤかすが目に入るじゃねーかっ」

　そう怒ど鳴なりながらも、高嶋さんは嬉しそうだ。おれも目を擦こすりながら、ウィニングランでもう一周回っている洲世のクルマを見送った。





　ウィニングランから戻ってきた洲世は、クルマから降りるとすぐ取しゆ材ざい陣じんに取り囲まれて姿を消してしまった。

　そしてそれから十五分後、おれは葦原に引っ張られて表ひよう彰しよう台だいの下にきている。

　そこには表彰式を見届けようとするファンや関係者が集まっていて、さながら朝の満員電車のような混雑ぶりである。その人だかりの中を葦原は慣れた様子でおれの手を引きながら前へ進んでいった。

「ちょっと、いいの？」

　あまりに強ごう引いんに前へ進んでいくので、気が引けてしまう。

「いいんだよ。優勝したチームの人間なんだから、皆みな大目に見てくれるもんなの」

「へーっ」

　人だかりの前のほうへ出ると、歓声が上がる。表彰式が始まり、三位から順にドライバーが呼ばれ、トロフィーが渡わたされた。

「あ、北村っち」

　二位のドライバーが呼ばれると、葦原が反応する。

「それでも二位か～っ」

　北村が二番目の台に上がるのを見て、悔しそうだった。

　そして、最後に一番高い台に上がったのは、洲世と高嶋さんだった。

　二人は優勝者に贈おくられるトロフィーと赤いキャップを手にすると、ぐるりと一周見渡した。

　瞬しゆん間かん、一いつ斉せいにカメラのフラッシュが焚たかれる。その眩まぶしさに眉まゆをひそめた洲世と目が合った。

「あ……」

　おれを見つけて、微かに笑った気がする。

　すると洲世は、高嶋さんになにか耳打ちすると、シャンパンの瓶びんを手に取った。

「まずいっ」

　その様子を見て、葦原が一歩後ずさる。けれどもその時はもう遅く、洲世と高嶋さんは肩かたを組むようにして、よく振ったシャンパンの瓶をおれと葦原に向けてきた。

「わ、っわぁっ！」

「ちょ、ちょっとー！」

　用意のいい人は、このシャンパンファイトの瞬間に傘かさを広げて濡ぬれないようガードしているほどである。

　もちろんなんの用意もしていないおれたちは、二人の人間から集中攻こう撃げきを受けて途端にずぶ濡れになった。

「ちょっと～、こういうことになるなら教えろよ～っ！」

　思わず非難の言葉を葦原に向ける。

「おれも忘れてたんだって！　こんな近場で表彰式を見るのは久しぶりなのっ！」

「えっ、そうなのっ？」

「普ふ通つう、マネージャーは裏に控ひかえてるもんなのっ。でも、おれも表彰式見たかったから、裏の仕事をメカニックに代わってもらっちゃった」

　ペロッと舌を出す。けれどもシャンパンが口に入ったのか、「甘っ」と顔をしかめた。

「おれも、目に入った～！」

　さすがアルコールなだけあって、目に入るとかなりしみる。手で拭ぬぐおうにも手もベタベタでどうすることもできない。

「流！」

　固く目を瞑つぶっていると、頭上から名前を呼ばれた。

「え？」

　声のする方を見上げると、洲世が自分の頭から赤いキャップを取ってこっちに投げた。

「今日の優勝は、おまえに捧ささげるよ」

　かなり速度をつけて、キャップがおれの手元に落ちる。

　何千人の人の前で、洲世はおれに勝利を贈ってくれたのだった。





　それからおれと洲世は、チームのセダンを駆かって、皆より一足先にホテルに戻もどった。

　表彰式が終わった後に始まったビールかけのせいで、おれは酒まみれだ。

　ちなみに洲世はレーシングスーツ姿だったため、私服は濡れずに済んでいる。

「うわー、ひっでー」

　ホテルのフロントではびしょ濡れの姿を好こう奇きの視線にさらされながら、なんとか部屋に辿たどり着いた。そして一番にバスルームに入ると、浴よく槽そうに湯を溜ためながら酒さけ漬づけの服を脱ぬいでいく。

　ありがたいことにちゃんとしたホテルのため、バスルームはかなり広かった。洗い場の隅すみに脱いだ服をまとめると、頭からシャワーを浴びる。

「うー、酔よいそう……」

　たくさんかけられたビールより、なぜかシャンパンの甘ったるい匂においが強い。それが湯気にあたって、バスルーム中に充じゆう満まんした。

　アルコールを含ふくんだ髪かみは、なかなか泡あわが立たず軋きしんでしまう。二度のシャンプーを繰くり返しコンディショナーをたっぷりつけて、やっと元の髪に戻った。

「流、入るぞ」

「え、嘘うそっ！」

　嘘ではなかった。ハッとして振ふり返ると、湯気の向こうに裸はだかの洲世がいた。

「なにを驚おどろいてるんだ。そのつもりで祝勝会蹴けって来たんだろ」

　洲世は、自分もシャワーの前に立つ。

「おれのものになるって言った」

「言ったけど……」

　心が決まってないわけじゃないけど、恥はずかしいし、戸と惑まどう気持ちはなかなか消えない。

　自分で自分の頬ほおが上気するのが分かる。真っ赤に染まってしまうのは、照れのせいか、それともシャンパンの甘い匂いに酔ったせいか……。

　すると洲世は、すこし屈かがんでおれに軽く口付けた。

「……甘いな」

　唇くちびるを軽く舌で舐なめる。

　そんな行こう為いがおれをますます恥ずかしくさせる。

「だって、洲世がいっぱいシャンパンかけるから……」

　うつむいてそう言うと、洲世は「そうだな」と言って微かすかに笑ったようだった。その声こわ音ねが優やさしくて、顔を上げられそうにない。

　下を向いたままでいるおれの髪を指先で梳すくと、洲世はその毛先に唇を寄せた。何度も、慈いつくしむように。

「あのゴールが切れたのは、おまえがいたからだ」

　えっ、今……なんて……？

　驚いたように洲世を見上げると、優しい目つきでおれを見返す。

「おれには人を想おもうなんてこと、無む縁えんだと思ってたんだけどな。遇ぐう然ぜんに出会ったやつに、こうも大きく変えられるとは思わなかった」

　突とつ然ぜんの洲世の告白に、おれは言葉を忘れてしまったようだった。ポカンと口を開けたまま、目の前の男をまじまじと凝ぎよう視しする。

「──あの時、ゴールでおまえが待ってるって確信がなかったら、あのアクシデントを回かい避ひできたか分からないしな」

「う……そ？」

「嘘なもんか。右も左も判断できない煙けむりの中に呑のまれた時、流と交かわした約束だけがやけにクリアだった。トップで帰らなきゃいけないって、それだけしか考えていなかった。おまえがゴールにいてくれて──よかった……」

　洲世は優しく抱だきしめてきた。そして、大切なものを愛めでるように、指先と唇でおれを味わう。

　自分が洲世の体を触さわっているのかと思うと、なんだか興奮して来る。鳥とり肌はだが立つような感覚が走り、ペニスが膨ふくらんでくるのを抑おさえられなかった。

「洲……世……」

　触って欲しくて名前を呼ぶ。洲世も感じているのは明らかだった。

「もっとよくなろうぜ」

　洲世はそう言うと、おれの手にソープを泡あわ立だてた。そして、勃ぼつ起きしたおれと洲世のペニスを重ねると、おれの手を取って上下に扱しごく。

「あっ」

　思わず声がこぼれた。

　足元を崩くずしそうになって、額を洲世に預ける。ピンと張り詰つめたそこは、高みを目指して上っていく。自然と腰こしが揺ゆれて、早く解放してもらいたくなる。

　耳に息を吹ふきかけられて、ぞくりと身み震ぶるいをする。

「あっ、やめ……」

　上下に扱く粘ねん着ちやく質しつな音がバスルームに響ひびいて、余計に淫みだらな気分になる。

　耳を攻せめられながら、おれ自身も攻められた。上と下からやってくる快感を、もうどこにもやり過ごせなくなる。

「あっ、もう……やばいって……」

　前に一度おれをイかせたことのある指は、おれの弱い部分を嬲なぶりだす。

「出るっ。出ちゃうよっ」

「いいよ、出せよ」

「でも……っ」

「おれに任せろ」

　洲世はそう言うと、崩れるおれの体を剥はがし、バスタブの縁ふちに掴つかまらせた。腰を引き上げ、前に刺し激げきを与あたえつつ、後ろの窄つぼまりを撫なで上げた。

「……ぁっ」

　器用な指先が侵しん入にゆうし、内ない壁へきを探さぐるように蠢うごめく。その奇き妙みような感覚を凌しのいでいたおれは、指先がある点を通過すると、背中を反らせた。

「ああっ！」

　その瞬間、強く擦こすり上げた洲世の手のひらへと、射精してしまったのだった。

　バスタブに額をつけて荒あらい息を整えると、洲世はシャワーでおれの体を洗い流してくれる。

　そしておれの手を引き立ちあがらせると、そのまま湯を張った浴槽へ導いた。

　洲世の脚あしを割って座る形になり、背後から洲世に抱きしめられる。背中に洲世の屹きつ立りつが当たって、イったばかりだというのに、また反応してしまう。

「や……こんな、お湯が汚よごれ……」

　抗こう議ぎの声はキスで塞ふさがれた。

「今すぐ欲しいんだ、流のことが」

　切せつ羽ぱ詰つまった声だった。

　クールで用意周しゆう到とうな男にそう言われて、嬉うれしくないわけがない。ここがバスルームであるのも構わず欲しいという洲世に、なんだか心を掴まれた。

「うん。おれもぉ……」

　酩めい酊てい感かんに襲おそわれて、言葉がもつれる。洲世のフェロモンにあたってしまったようだった。

「んっ……」

　洲世は指をおれのペニスに絡からめると、空いてる手を尻しりの間に潜もぐらせた。

「なに……？　あっ！」

「指だよ。さっき気持ちよかっただろ？」

「ん……なんか、変な感じ……」

　指の狭はざ間まから、お湯が浸しん入にゆうしてくる。

　気持ちいいと気持ち悪いのどっちともつかない感覚に身を捩よじる。

「あっ」

　すると、さっき覚えた感じる場所を、洲世が探し当てる。

「ここがいいのか？」

　おれの反応する場所を執しつ拗ように攻められて、これ以上ないくらいにペニスがぐんと勃たち上がる。

　リズムを持ったその指の律動に、おれの体はぐずぐずに溶とけてしまいそうだ。

　想像してしまう。洲世のカタチを。今指が入り込んでいる場所に収まる、洲世のモノを。

「も、やめ……」

　前を攻め立てる洲世の手に縋すがりつく。

「だったら自分でやるか？」

　意地悪な声こわ色いろが耳に届いたかと思うと、自分で握にぎらされた。おれの手を洲世が包み、上下に動かす。まるで自じ慰いをしているような感覚に、羞しゆう恥ち心しんがつのる。

「ぅんっ……！」

　恥ずかしいという感情の効果なのか、より体が敏びん感かんになる。

「やっ、こんな……」

　じわっと目め尻じりに涙なみだが浮うかんだ。すると洲世は、その涙をキスで拭ぬぐう。

「その表情……」

「えっ？」

　柔やわらかな唇が首元に移動すると、まるで噛かむように皮ひ膚ふへと吸い付いてくる。

「あ……ぅっ」

　所有の印を刻むように、洲世は薄うすい皮膚に唇の痕あとを散らした。

「そんな顔、おれ以外のやつに見せるなよ」

「な、ん……っ？」

　浮ふ遊ゆうした思考では、洲世の言葉の意味が分からなかった。

　うまく頭が回転しないおれを笑うと、洲世は「顔がよく見たい」と言って、おれの体を反転させる。

「ほんっとに、おまえは可愛かわいいな」

　下からおれを見上げる洲世。可愛いなんて言われた恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、甘い言葉を紡つむぐ洲世の唇をキスで塞いだ。それが、おれにできる精せい一いつ杯ぱいだった。

「バカ。逆効果だって」

　息が上がるまで唇を貪むさぼりあうと、洲世が掠かすれた声で言う。そして真しん摯しな瞳ひとみで「挿いれていいか？」と訊たずねてきた。

「なにを？」なんて聞き返さなくても、答えは分かっている。おれは真っ赤になったまま洲世に抱きつくことで許可を与えた。

「洲世……」

　不安な眼まな差ざしで洲世を見下ろす。もちろん一つになりたい欲望と、貫つらぬかれる恐きよう怖ふに揺れてしまっていた。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　キスをされ、ほんの少し恐怖は薄れる。洲世は自分のペニスを数度扱しごいたのが分かった。その臨戦状態にゴクッと喉のどが鳴る。なにより自分も洲世を欲ほつしていた。

「力を抜ぬいて」

　けれども貫く瞬しゆん間かんそんな言葉を掛かけられ、反対に緊きん張ちようしてしまった。

「で、できな……」

「大丈夫だ」

　半べそをかくおれをリードするように、洲世がゆっくり入り込む。先せん端たんが潜り込むと同時に、暖かなお湯が浸入してきた。

「っ……つぅ！」

　じりじりと捩ねじ込まれる痛みに顔を歪ゆがめる。眦まなじりからは涙が溢あふれ、頬ほおを伝い落ちるのが分かる。

「もう少し、我が慢まんしろよ……」

　入ってくる洲世も辛つらそうな声だった。おれもいっぱいいっぱいだったけれど、極限まで脚を開いて洲世を迎むかえ入れる。その大変さに、セックスって共同作業なんだと感じた。

「痛いか？」

「……ん」

　声に出して答えるのもままならない。けれども洲世が奥まで収まって、しばらく動かないでいてくれると、じわじわと痛み以外の感覚が湧わき上がってくる。

「ぁん……」

　小さく身じろぐと、おれの中で洲世の重量がグンと増す。

「動くぞ」

「ん……」

　洲世の腰こしが上下に動き始める。その動きに縋るように、おれは必死で洲世の腕うでを掴む。

「んっ、あ……っ」

　バスタブの中で浮ふ力りよくが働いていて、バランスを取るのが難しい。体を崩くずすと、思わぬところに洲世が攻め入って、背中を反らせた。

「はっ、ぁ、っ……ん」

　興奮のせいか、湯気にあたったせいか、吐はく息は細かく荒い。霞かすみのかかる視界の中で、体が動くたびピチャリと跳はねる水音が耳に残った。

　深く抉えぐっては引いていく。その速度が次し第だいに速くなる。突つき上げるたびに聞こえる洲世の荒い息いき遣づかいが、またおれを震ふるわせる。

「あ、あ、ぁ……もうっ」

　イキそうになって、嬌きよう声せいが唇くちびるからこぼれる。

「待って。もう少し我慢してくれ……」

　勝手にイクなと言うように、先をキュッと握られる。出口を塞がれたまま速い突き上げが何度が続いた。

「ダメっ……も、や……っ」

　体の中心はトロトロに蕩とろけてしまったようで、もう歯止めが利きかない。剥むき出しの神経を撫なでられているような感覚しか感じない。早く手を離はなして、解放して欲しいと切に願う。

「も、無理……っ」

　深い場所を抉られて、掴つかんでいた洲世の肩かたに爪つめをたてる。不意の痛みに洲世は眉まゆを顰ひそめると、理性を手放したように荒い突き上げに変わる。熱い吐と息いきが聞こえた。

「……んっ！」

「いいぞ。……イっても」

　耳元で囁ささやいたかと思うと、せき止めていた縛いましめが解かれる。

　そして、奥を味わうように深く突き上げられると、体の一番深い部分に、熱い飛沫しぶきを感じた。

「あぁぁっ！」

　叫さけびながら、おれも自分の精を放っていたのである。





　関節が……軋きしむ……。

　体の痛みに目を覚ますと、隣となりにいるはずの洲世はいなかった。

　一回、二回……。

　ぼーっとした頭で、指を折りながら数える。

「三回っ？」

　三回もイかされたのだ。一晩のうちに。

　バスルームで一度した後、ベッドに雪崩なだれ込んだ。そんな乱れた自分が信じられない……。

「流、起きたか？」

　おれの声に気づいてか、洲世が部屋に入って来る。手に濡ぬれたタオルを持っていた。そのまま枕まくら元もとに座ると、汗あせの浮いたおれの肌はだを冷たいタオルで拭ってくれる。

「ひとつ……今、はっきりさせておきたいんだが」

　洲世は、ぽつりと言った。

「偽ぎ装そう恋こい人びとの契けい約やくを、破は棄きしたい」

「──破棄？」

　その言葉に、この先は他人に戻もどるのだと言われた気がして、血の気が引くのを感じた。それじゃあ、さっき味わった甘い時間は、まぼろしだったのだろうか？

「そうじゃない。早とちりするなって」

　強こわばってしまった背中を、温かい手のひらが撫でさする。柔らかな空気を感じて息を吐く。

「おまえの夏休みいっぱいっていう契約だったけど、そんなの無しにして、ちゃんと恋人にならないか？」

「恋人……」

　それは、なんて甘い言葉だろう。今まで欲しくても叶かなわなかったものだ。それが、洲世から与あたえられるなんて──。

　おれの気持ちが届いたことに、おれの手を取ってくれることに、そしておれと向き合ってくれることに……。そんな奇き跡せきに心が震えた。

「異存は？」

「な、ないっ！」

　ガバッと上体を起こすと、そんな慌あわてた様子のおれを見て、洲世の目元が緩ゆるんだ。クスッと一つ笑いを漏もらすと、その広い胸に抱だき込まれる。

「そういえば、まだ言ってなかったな。瑞貴の一件もあって、もう二度とこういうことには関かかわらないと思っていたんだが……」

　洲世の口から、はじめて『瑞貴』という言葉を聞いた気がする。おれにしばらくまとわりついていたその名前を聞いて、条件反射で肩を揺ゆらせた。その反応があまりにもあからさまだったのだろう。洲世は誤解とばかりに首を振ふる。

「平気だよ。瑞貴の亡ぼう霊れいはもういない。過去に囚とらわれていたおれを、おまえが引っ張り上げてくれたんだ」

　言葉の通りにその表情は、嵐あらしが去った後の空のように晴れ晴れしていた。

「ちゃんと聞けよ……」

　そして洲世は、耳元に口を寄せると囁くように言った。「愛してる」……と。





　情けないことに、初めて体を繋つないだ興奮からか、おれは熱を出して寝ね込こんでしまった。

「どうだ、具合は？」

「あ、うん。平気……」

　洲世に問われて赤くなった。

　東京に帰ってきてからも一日中寝込んでいて、今朝やっと起きられるようになったところだった。心配する洲世を宥なだめながら、長い入浴タイムを楽しんでいたのだ。

「おまえの携けい帯たいが鳴ってるんだけど。例のやつじゃないか？」

　野宮の部屋を出て以来、久々に携帯の電源を入れた。それを知っているからこそ洲世は、わざわざこんなところにまで携帯を持ってきてくれたのだろう。

「ありがと」

　ぶるぶる震える電話の液えき晶しよう画面を見ると、洲世が言うように野宮の名前が表示されてる。

「……もしもし？」

　通話ボタンを押すと、すかさず「ふざけんなっ！」という野宮の怒ど鳴なり声が耳を直ちよく撃げきする。

「わわっ」

　思わず電話を落としそうになって、慌てて持ち直した。

「おまえ、携帯の電源切りやがって、心配させるなよっ！」

　久々に聞く友の声だった。怒鳴られていることも忘れて、その声を懐なつかしんでしまう。

「おまえんちに電話したら、流のお袋ふくろさんはおれんとこに泊とまってると思い込んでたぞ。誤ご魔ま化かすの大変だったんだからなっ。おまえ、今どこにいるんだよっ？」

「えっ、ええと……知り合いの、レーサーのところ……」

　答えながら傍かたわらの洲世を見上げると、フッと笑ってバスルームから出て行った。

「レーサー!?　おまえ、そんな知り合いいたっけ？」

「うん。つい最近……な。あとで紹しよう介かいするよ」

「分かった。それより、急いでるから手短に言うけど、おれ、あつ子との子供は認にん知ちすることにしたから」

「うん」

　野宮の言葉に、おれは静かな気持ちでうなずいた。

「なんだよ。驚おどろいたりしないわけ？」

「おまえが堕おろすことを選ぶとは思わなかったから」

　それは本当の気持ちだった。決断に時間はかかるだろうけど、芽生えた命を摘つみ取るような真似まねはしないだろうと思っていた。

「まだ結けつ婚こんはできないけど、認知はきちんとする。それをおまえに伝えたくて」

「ああ。教えてくれてありがとう」

「これから向こうの親に会いに行くんだ。近いうちにまた会おうぜ！」

「そうだな。おれも野宮の顔見て話したいよ。頑がん張ばってこいよ！」

　そう励はげまして電話を切った。あとで洲世にも教えてあげようと思う。

　バスルームから出ると、この部屋には珍めずらしい客の声がして、誰だれかと思ったら葦原と高嶋さんの二人だった。

「どうせロクなもん食べてないんだろう？　栄養あるもん作ってきたから食べてよ」

　ダイニングのテーブルには、色とりどりの料理が並んでいた。

　葦原の言う通り、ここ何日かまともな食事をしていない。洲世はコンビニでおかゆを買って、悪戦苦く闘とうしながら温めてくれたりしたけれど、レトルトを食べつけていないおれの口には合わなくて、ほとんど残してしまっていた。

「座った、座った」

　手を引かれるがままに席に着く。

「どうしたの？　これは」

「洲から『流の食えるような飯作ってくれ』って頼たのまれてさ。デリバリーしにきたってわけ」

　それは不思議じゃないけど、高嶋さんまでがこの部屋にやって来るっていうのは珍しいんじゃないだろうか？

「どうせなら、大人数のほうがいいだろう？」

　おれの疑問が伝わったのか、葦原が言い訳のようにそう言う。

「景気づけにな。ＧＴ戦のお祝いも兼かねて」

　と、高嶋さんがフォローに回るのもなにかおかしい。もしかしてこの二人も、人には言えない秘密が出来たんじゃないかと詮せん索さくしてしまう。

　葦原はコホンと一つ咳せき払ばらいすると、仕切り直すようにして洲世に視線をやる。

「今年は絶対シリーズチャンピオン狙ねらうよな？　エース？」

「おれを誰だと思ってるんだ」

　当然だろうといった表情で、憮ぶ然ぜんと答える。そのふてぶてしい態度に首をすくめながらも、嬉うれしさを隠かくせなかった。

　日本で一番Ｆ１に近い男──秋津洲世がそこにはいた。

「下手にベストラップとか出して、無む駄だなウェイト積むなよ」

　と、洲世は高嶋さんに一言。

「千歳のことだからねー、可能性大だねー」

「なんだよ、信用ねぇなぁ……」

「たまには信用させろよ。おまえは走りのムラを無くすこと。アタッカーとして大きくなれ」

「お、言ったな？　だったら洲世は早く世界へ行けよ。お前がいなくなった後はおれが引っ張って行くから心配無用だぜ」

「そうか。だったら遠えん慮りよなく日本から立ち去らせてもらうぜ。あとはよろしくな」

　二人の言葉におれと葦原は「おお～！」と拍はく手しゆをして盛り上がる。昼間から、しかもアルコールも入っていないというのにやけにテンションが高い。

「あ、そうだ。これ」

　葦原はポケットから取り出したものを、何気ない感じでおれの手の中に放ほうる。

「なに……って、うわっ！」

　受け取ってから、それがとんでもない代しろ物ものだと気づいて慌てふためいた。

「これって、クレデンシャル──？」

　クレデンシャル・パス──これを首からぶら下げていれば、どこのエリアにも入れる。チームでも限られた身内にしか発行を許されないパスだった。

「そ。優勝したご褒ほう美びにって、監かん督とくから預かってきた」

「監督～!?」

　おれの代わりに驚いた声を上げたのは、高嶋さんだった。それもそのはず。監督なんて雲の上の存在で、おれもサーキットにいる間はほんの数回会話をしただけだ。そんな人からこんな貴重なものをもらえるなんて……。

「またいつでも来いってさ」

　免めん許きよ証しようサイズのそれを大切に両手で持つと、隣となりの洲世を上うわ目め遣づかいに見た。お言葉に甘えてしまっても、いいのかな？

「遠慮なくもらっておけよ。それから、週末は決まってレースに同どう伴はんだ」

「う、うん」

　こちらの都合もお構いなしに決めつけられて、相手によっては怒おこりそうなものなのに、そうやって当たり前のように言われるのが嬉しかった。

「うわ、出たっ。秋津様だっ！」

「ホントだ～。本物のオレ様だね。『流、おまえがいなきゃ走れない』くらい言えばいいのに。そんなんじゃ、すぐに愛想つかされちゃうかもよ？」

　高嶋さんと葦原が悪ノリしてからかう。けれどもそんなのに動じる洲世じゃなくて、おれだけがいちいち赤くなったり青くなったり、その一言に左右されている。

「そうだ。愛想つかすといえばさぁ……」

　葦原がちょっと神しん妙みような表情で話題を振ふる。

「北村に纏まとわりついてた数馬っていたじゃん。流に手を上げた。あいつ、北村に愛想つかされてサーキットは出禁だって」

　出禁って……出入り禁止!?

「流に手を上げただと？」

　けれども洲世は違ちがうところが引っかかったらしい、不ふ穏おんな声のトーンで葦原に問う。

「あーっ、なんでもないっ！」

　せっかく洲世に知られずに済んでいたのに、今さらまぜっ返すなって。おれは軽く葦原を睨にらんだ。

「安心してよ。その分の仕返しはしといたから。あいつ出禁だって言ったろ」

　こちらが凍こおってしまいそうなほどの、鮮あざやかな微び笑しようだった。

　数馬は北村に愛想つかされて……というより、北村が葦原にそそのかされて数馬を出禁にしたんだろう。怖こわいくらいに想像がつく。

「麻貴、おまえ色いろ仕じ掛かけとかしてないだろうなっ！」

「なんだよ、千歳にそんなこと言う資格……」

「あるだろうっ」

　目の前で二人の会話に火がついた。淋さびしいとばかり思っていたこの部屋も、人の体温と話し声に包まれて、色のある空間になっていた。

　暗くなるにつれてお酒も入りだし、気づくとこのリビングで四人、重なるようにして眠ねむっていたのだった。

　夜中に一人目が覚めたおれは、傍かたわらで眠る洲世の安らかな顔を見て、安あん堵どのため息を漏もらす。

　もう洲世は、悪夢に悩なやまされることはないだろう。おれはそっと指を伸のばすと、洲世の小指に絡からめて、また目を閉じたのだった。



【終】
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